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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　バンッ──と大きな音を立てて、溢あふれんばかりの光が降り注いだ。

　その眩まぶしさに目を細めながら、日ひ野の秋あき晴はるはいよいよ逃げ場が無くなってしまったことを悟さとった。

　こうして動き出した以上、もう止められない。

　詰めかけた多くの観客はそれを許さないだろう。

　これから始まる……始まってしまう、血で血を洗うような戦いを、避さける手段はもう無くなってしまった訳だ。

　救いといえるかどうかは微び妙みようだが、まだ諦あきらめがつくのは、この状況にいるのが自分だけじゃないってことだろう。

　……けど、

「──ぅお待たせしましたぁ───！　これより本日の、メインイベントを開始させていただきまぁぁぁす！」

　多目的ホール全体に響く轟とどろきの声に観客から歓声と拍はく手しゆが送られて、益ます々ます後には退ひけない状況が加速する。いやもう、拍手とか要いらないから。照明の加減でステージからは良く見えないけど、千人以上から注目を集めるとか本当に勘かん弁べんして欲しい……！

　晒さらし者のようなこの状態に、秋晴の隣となりにいる深み閑かんは相当お怒りな様子。普段通り冬のシベリアにも負けないクールな表情だけど、良く見れば目の端はしや頬ほおがたまにピククッと痙けい攣れんしていて、隣にいる身としては実に怖いです。

「ほんなら、早速いってみよか！」

　なのにこっちの空気をビタ一いち汲くみ取らない明るい声で轟がそう言うので、秋晴の心しん拍ぱく数すうはいよいよ深刻なことになる。

　逃げたい、もしくは消え去りたいけど、敵てき前ぜん逃とう亡ぼうは隣の人が許してくれないのでそれすら不可。

「わあー、やっと始まりますねぇ」

　深閑のもう一つ向こうの席に座っている、遊園地を目前にした子供みたいな無む邪じや気きな顔で楓かえでが言う通り、舞台上でマイクを持った轟が大きく息を吸うのが見えた。

　そしてスピーカーを通して、ホール全体に大音量の声が放たれる。

　秋晴が現実逃とう避ひ気味に耳を押さえていても聞こえた、その内容は──




「紳しん士し淑しゆく女じよな皆さんお待ちかねの──『輝け、光れ、咲き誇ほこれ！　ミス白はく麗れい陵りようコンテスト』の開始やで！！！」





◆　　　　　　　　　　　　　◇






　白麗陵の秋イベントで最も盛大に行われるのが『麗れい美び祭さい』という名の芸術祭だと秋晴が知ったのは、二学期に入って間もなくの頃だった。

　幼おさな馴な染じみ兼トラウマメーカーな彩さい京きよう朋とも美みと昼食を摂とっていた際に、ふとある何気ない会話の中で出て来たような気がする。

『そーいや、白はく麗れい陵りようには文化祭は無いのか？』

『んー……無いけど、代わりに芸術祭はあるわよ』

『芸術祭？　文化祭と何が違うんだ？』

『似たようなものだけど……絵画の展示に、舞に演奏といった芸術関連の発表会なのよ』

『じゃ、出で店みせは？　お化け屋や敷しきとかは？』

『当然、無いわ。客として来校出来るのは招しよう待たい客きやく、それも親族と保護者のみだしね。盛り上がりにはちょっと欠ける、かな』

　パスタをパクつきながらそんな会話をしたのを、秋あき晴はるは十月も半ば過ぎになって思い出す羽は目めになった。

　それも何やら黒いオーラを揺らめかせている深み閑かんの前という、とても恐ろしい場所で。

「週末に行われる、麗れい美び祭さいですが……」

　いつもの教室、いつもの午後の従育科授業タイムだっていうのに、教きよう壇だんに立って早々そう言ってから、深閑は押し黙だまって続きを口にしない。

　あんな前置きをしたんだから、その麗美祭に何かしらの原因があるはず。

　さして聡そう明めいでもない秋晴にだってそれくらい想像がつくし、だからこそ朋美との会話を思い出していたのだ。

　ただの芸術祭で、従育科は前日と当日にちょっとした運うん搬ぱんや受付の手伝いをするだけだと聞いていた。模も擬ぎ店もないから、赤点を取って追試を受けるとメールが来た従い姉と妹この棗なつめには知らせずにいたし、直前になって起こるような問題も無さそうなものなのに、深閑がこんなに不ふ機き嫌げんになる理由は──

　……あー、うん、一つだけあるなぁ。いつものあの人が絡からんでるケースが。

　秋晴が該がい当とう人物のへららっとした笑顔を思い浮かべたのとほぼ同時に、

「やっほー、ですよー」

　教室のドアが開き、想像通りの呑のん気きな笑顔で天てん壌じよう慈じ楓かえでが入って来た。

「深閑ちゃん、もう説明は終わっ……ぅふあっ?!」

「……いいえ、まだこれからです」

　感情を押し殺した深閑の声は相当に怖いけど、神しん速そくで繰り出された万年筆投げはもっと怖い。顔のすぐ横のドアに突き刺ささったブツを見て、理事長凍こおり付いちゃってるし。

　相変わらずスーツ姿の似合わない楓にほんのり同情気分になるものの、秋晴はすぐにそれを打ち消した。

　何な故ぜかというと──ほぼ間違いなく、真の被害者は楓じゃなくて、深閑の方だから。

　本当は加害者なはずの駄だ目めな大人おとなは薄うつすらと涙なみだ目めになって、

「みっ、深み閑かんちゃん、それは怖いから止やめてって何度も言ってるのに……」

「……何度も同じことをさせないで下さい」

「えー、でも、毎回違う理由で怒られている気がするんだけど……？」

「理事長として模も範はん的な言動を心掛け、節度を持って勝手な行動は慎つつしんで下さいといつも言っているのに、それを破るからです。大局的には同じことです」

　厳しい言葉と共に深閑が睨にらみつけるけど、理事長は唇くちびるに人差し指を当てて小首を傾かしげるという小動物な反応しかしない。きっとあれは、何を言われたのか半分くらいしか理解出来てないんだろうなぁ。色々な意味で残念過ぎる。

　説教がほぼ不発に終わった深閑は何かを堪こらえるように目を瞑つむって……数秒の後、再び氷の視線を楓かえでへと向けた。

「……では理事長、折せつ角かくですのでご自身で事の説明をなさって下さい」

「え〜？　深閑ちゃんがやってくれるんじゃな……やっ、はい、自分でやります！」

　楓が迂う闊かつな疑問を口にしたのは途と中ちゆうまでで、慌あわてた様子で教きよう壇だんの上へと移動する。どうやら深閑の手に握にぎられた万年筆に気付いたらしかった。

　あわや文ぶん房ぼう具ぐと血飛沫しぶきが飛ぶ展開は避さけられたが……問題は、ここからだ。

　何な故ぜかというと、深閑に降りかかる厄やつ介かい事ごとってことは、従育科にとっても厄介な可能性が高いから。他の従育科生も先刻承知と緊迫した雰ふん囲い気きだし。

　皆が息を潜ひそめて注目していると、冷や汗あせを拭ぬぐっていた楓が話し始める。

「ええとですねー。週末にある麗れい美び祭さいなのですけど、そこでちょっと従育科の皆さんの中から、有志数人に協力して貰もらいたいことがあるのですよー」

『…………』

　沈ちん黙もくは相変わらずだが──空気が、俄にわかに変わった。張り詰めていたのが緩ゆるみ、次にギスギスとしたものが流れ込む。

　これはきっと、クラスの半分以上が『自分は関わらずに済むかも』と安心したに違いない。『誰か数人』が犠ぎ牲せいにはなるものの、殆ほとんどの従育科生は助かると。

　自分以外の誰かにお鉢はちが回ってくれないかと思うのは、秋あき晴はるも一緒だ。自ら地じ雷らい原げんに飛び込むような真ま似ねなんてするわけ無い。

　殺気に似た視線と思おも惑わくが教室を飛び交う中、まるで空気を読まない楓の声が響く。

「実は今度の麗美祭はちょっとだけ趣向を凝こらした出し物をすることになったので、当日そのお手伝いに人員が必要なのですよー」

「……することになった、とは面おも白しろい冗じよう談だんですね。確かに私を始めとする他の教職員は、今け朝さになるまで企画の存在すら知らなかったのでその表現を正しく使用出来ますが、発起人の理事長が仰おつしやるとは……とても、面白い、冗談です」

「や、やだなぁ、深み閑かんちゃん。お顔が怖いですよ？」

　楓かえでが引き攣つり笑いで言う通り、サバンナの王者でもＳＰに囲まれた大統領でも逃げ出しかねないくらいに深閑は怖い顔をしていた。氷点下の冷れい凍とう視線を浴びせられるのもキツイが、表情を凍こおらせているのに全身から物凄すごいプレッシャーを放っているのも怖すぎる。……というか、無関係な自分達生徒までビビらせないで貰もらいたいです。

　でもおかげでハッキリした。

　やっぱり今回も理事長が原因だ。いつもの突発イベントだった訳か。

「そ、それでですねー？　多目的ホールを借りてコンテストを行うので、司会進行を引き受けてくれる人と、あと審しん査さ員をやってくれる人を募ぼ集しゆうしたいんですけどー……ええと、誰か立候補してくれる人はいませんか〜？」

　そう促うながされたところで、勿もち論ろん秋あき晴はるは手を挙げたりはしない。

　そもそもだ、わざわざ自ら地じ雷らい塗まみれの戦場に足を突っ込むヤツなんて──

「うっしゃ、オレが司会やったるわ！」

　……………………いた。

　勇者じゃなくて、『馬鹿』の上に『特盛り変態』が付くヤツが。

　意気揚よう々ようと立ち上がった轟とどろきに、理事長は「おお〜、率先して立候補するとは素す晴ばらしいですねー」などとお気楽コメントをしているが、従育科生の反応は全然違う。

　本来なら面めん倒どうな仕事を割り振られる率が減ったので喜ぶべきところだけど……轟が絡からむと、大抵のことがろくでもない方向に進むっていうのは、皆もう十二分に承知している。

　ただ、そうと分かっていても他ほかに立候補する人材は無し。汚よごれ仕事ってだけならともかく、さらに笑われて恨うらまれての三重奏を食らいそうだしなぁ。

　そんな周りの微び妙みような反応をどう思っているのだろうと秋晴が轟を見れば、当人はまるで気にする様子無くにやりと笑って立ち上がった。

「くくく……伝わってくるで、大役を担になうオレに対する皆の期き待たいと不安が！　それに見事応こたえて、オレがこれ以上無い適格者やっちゅうのを見せ付けたるわ！」

「いや誰もお前に何一つとして望んでないぞ？」

「心配すんなや、あっきー！　このナイスガイ轟、プレッシャーに負けるような柔やわな男とちゃうからな」

　ついうっかり素直な言葉をプレゼントしただけなのに、何やら勘かん違ちがいな返事が。どうしよう、凄すごくはり倒したい。でも深閑の前だし、ついでに言うと秋晴も司会なんてやりたくないので、突っ込み辛づらい。

　もやっとした気持ちを抱かかえたまま大人おとなしくしていると、壇だん上じようでにこにこしていた楓が片手を振ってアピールし、

「ではでは、轟さんが司会進行役ということで確定ですね〜」

「おうっ、任せい！」

「ならもう一つのお手伝いは、轟とどろきさん以外の男子の中から選ぶということで──」

「いやちょっと待った、理事長待っただ！」

　何やら理り不ふ尽じんなことを言い出した楓かえでに、秋あき晴はるは慌あわてて腰こしを浮かし、

「残りの男子って三人しかいないだろっ!?　というか、女子を省はぶくのはどうしてで、そもそも何の手伝いなんだ?!　そこんとこハッキリしろ、ハッキリと！」

「う、あ、ふ？　ど、どうしたんですか、秋晴さん？　ここは日本なので、そんな欧米パワーに満ち溢あふれた訴えをされても困ってしまって……あ、でも、あちらのように同性愛に寛かん大だいな文化はもっと広まるべきだとは先生も思いますよ!?」

　至し極ごく明確な訴えだったというのに、あわあわと勘かん違ちがい発言を始めやがる。

　今いま口を開くとえらい暴言が飛び出てしまいそうなので、秋晴が無言のまま楓を睨にらみつけてやると、ささっと深み閑かんの後ろに隠かくれつつも理事長は、

「だ、だってですね、やって貰もらうのは審しん査さ員なんですよ〜」

「……審査員って、何の？」

「あっ、それはですね〜」

　頭痛を堪こらえるように目を閉じた深閑の陰からひょこっと顔を覗のぞかせた理事長は、子供っぽい笑顔を満面に浮かべて──

「ミスコンの、審査員さんですよー」

　よもやの発言に、秋晴は噛かみつくような体勢のまま固まってしまう。

　……今、ミスコンって言った？　それは、えーっと、あれか？　誰が一番美人かを決める感じの、例のヤツですか？

　いや待て、これでも元は超お嬢じよう様さま学校ですよ？　少女漫画の中くらいでしか有り得ないと思っていたような喋しやべり方や、豪ごう華かな食事がフツーにある空間な訳だよ？

　ハハハそんな馬鹿な、何しろ絶対にして最後の、深閑という高く険しい砦とりでがそんな頭の悪いイベントを許す訳、

「…………」

　──砦さんは、何かを諦あきらめたような暗い目をなさっていました。

　これはつまり……本当に、そうなのか？

　どうにか柔やわらかい方向に受け止めようと努力したけど、もう無理っぽい。深閑のあんな顔を見てしまうと、流石さすがに現実を直視せざるを得ないので。

　にしても、ミスコンて。どこをどうすりゃ白はく麗れい陵りようでそんなことをしようって発想が生まれるんだと秋晴が呆あきれていると、

「まあそーいうことでして、審査員なら男の子にお任せしたいのですよー。なので秋晴さんにお任せしますね〜？」

　オチオチ呆あきれてもいられない爆ばく弾だんをパスしてきやがりましたー。

「いや本気で待てっ!?　何で、どうして指名に?!　男子の中から選ぼうって展開なら三さん択たくだろ、どうしてそこで選択肢しを提示しないんだっ!?」

「だってほら、大だい地ちさんや三さん家けさんだと、『どうしてエントリーせずに審しん査さ員席に座っているんです？』って感じになっちゃうじゃないですか〜。先生達も審査員をする予定ですけど、大人おとなの魅み力りよく溢あふれるわたし達は仕方ないとして、せめて学生代表は男っぽい人の方がいいと思いません？」

「思わない、これっぽっちも思いません！　特にあんたに大人の魅力があるってところが一番のダウトポイントだからな?!」

「ふふー、お子様にはまだまだ分からないのですね〜」

　うっわーなにこのむかつき発言。手の届く距離にいたらまず間違いなくあの柔やわっこそうな頬ほおを縦じゆう横おう無む尽じんに引っ張りまくってやるのに。

　下へ手たなウインクまでしてくる楓かえでには現実を思い知らしめてやりたいが、秋あき晴はるが今いま優先すべきは審査員問題だ。相手のペースに巻き込まれたままじゃまずい。

「とにかく、立候補した訳でもないのにそんな強制的に指名で決まってたまるかよ。もうちょっと民主主義的な、公平な手段でだな」

「秋晴さんがそこまで言うのであれば、推すい薦せん投票にしてもいいですけど……たぶん、結果は変わらないですよ？」

「そんなことは──」

　無い、と言い切ろうとして。

　いつの間にかクラスの空気が変わっていることに、秋晴は気付いた。

　じっとりとした、何やら不ふ穏おんな気配を感じて振り向いて、

「なっ……!?」

　クラスの殆ほとんど全員が、無言のまま自分を見ていた。

　拝おがむように手を合わせているヤツや、憐れん憫びんの目を向けているヤツもいて…………どーいうことだか、皆の言いたいことが明確に伝わってくる。

　未いまだかつてこんなに嬉うれしくない奇き跡せきが起こったことがあるだろうか。

「ほらほら、見ての通りですよ〜」

「………………………………待った。お願い、待ってくれ」

「では審査員は、秋晴さんにやって貰もらうということで」

「待ってくれって言ってるだろっ!?　これは違う、きっと何かの間違いだって！　皆もそんなつもりじゃな──おい目ぇ逸そらすな顔を伏せるなこっち見ろよ?!」

　声を荒げて、そりゃもう身振り手振りも交えて訴えまくった、その結果。

　自分以外の満場一致で、秋晴は審査員役に就くことに決定した。

　その日の授業が全すべて終わった後。シャワーと着替えを済ませた秋あき晴はるは、理事長室で楓かえでと対たい峙じしていた。

　どうしてかというと、数の暴力にやられて意気消沈していたところに、『ではでは、秋晴さんは後で私の部屋まで来てくださいね〜』と言われていたからだ。

　なのでまあ、座り心地の良い椅い子すやソファーを置いて、大型のプラズマテレビではアニメを流し、漫画とお菓か子しも用意された理事長室へと来たわけだが……

「言われた通り、来たぞ。何か用があるのか？」

「あ、早かったですねー。もう数ページで終わるので、少しだけ待って貰もらえます〜？」

「別に良いが……珍めずらしいな、小説読んでるのか」

　ソファーに寝転がって子供みたいに足をパタパタさせている様さまはアレだけど、漫画じゃなくて小説を読んでいるっていうのは初めて見る光景かも知れない。カバーが掛かっているから何の本かは分からないが、厚さからして、文庫サイズの漫画本ってことも無さそうだし。

　物珍しいということも手伝って、怒ることなく待つことにしようと秋晴は楓の向かいに座って、読書の邪じや魔まにならないよう黙だまって腕うで組みする。一応、自分もたまに小説を読むことがあるから、細かい文字を追っている時に話し掛けられるうざったさは理解しているつもりなので。特にラスト付近ともなれば尚なお更さらだ。

　秋晴が見守る中、割と速いペースで最後まで読んだ楓は「はふぅ」と息を吐はいて、本を閉じソファーの上で体を起こした。

「どもども、お待たせです〜。やー、やっぱりいいですねー、身分を超えた愛情って。先生、途と中ちゆうで何度も泣きそうになっちゃいましたよ〜」

「へえ、そんなに面おも白しろいんなら今度貸してくれよ。でも……なんだ、ラブストーリーとかファンタジー系か？」

「いいえ、学園物ですよー。名門男子校を舞台にした、幼おさな馴な染じみの同級生や生徒会の先せん輩ぱいとの熱あつ々あつな展開が素す晴ばらしくてですね」

　……なんだろう、それだけ聞くとおかしくないのに、会話の繋つながりを考えるととても不自然な発言がきた気がする。

「え、あれ？　あんた確か、愛情がどうこうって……」

「そうですよー。友情と愛情の狭間はざまで悩んで、全く別の魅み力りよくを持つ二人の同性に悶もだえる主人公が、とても素晴らしい一冊なのです！」

　残念なことに、秋晴にはまるで理解出来ない類たぐいの魅力に溢あふれた小説らしかった。……というか、すぐに特定ジャンルだと理解してしまうくらい余計な知識を植え付けられていた事実もショックだ。

「……オーケー、借りるって話は無しで。今はそんなことより話すべきこともあるしな」

「ええー、読みましょうよー。秋晴さんもこっちの世界にダイブしちゃいましょうよ〜」

「しないっての！　ああもう、さくっと用件に入ってくれ」

　これ以上この話題を引っ張りたくないし、鬱うつ憤ぷん晴らしのような深み閑かんのハード授業のせいもあって疲れているから、さっさと終わらせたい。

　そんな秋あき晴はるの前で、楓かえでは妙みよう齢れいの女性らしさがこれっぽっちも見受けられない緩ゆるい笑顔を作って、ほのぼの声で話し始めた。

「ええとですね〜。秋晴さんが審しん査さ員を引き受けてくれたミスコンのことなんですけど」

「ああ、俺おれの意思をパーフェクトなまでに無視して決まったアレな」

「その件に関してなんですが、急なことなので出場者の募ぼ集しゆうも明日からなのですよ〜。ですから、ちょっと知り合いの女の子達に、出てくれるよう声を掛けてくれません？」

　こちらの皮肉をさらりと受け流してお願いをしてくるという離れ業わざをやられた。これだからマイペースな天然さんは性た質ちが悪いったら。

　でもその辺りはもう仕方ないと、殆ほとんど諦あきらめている。ただし気になるポイントは解決しておこうと、秋晴は小さくため息をついた後で、

「声を掛けるだけならいいけどよ……そもそも、どうして急にミスコンなんだ？」

「ふふ〜……それはですね〜、昔から華はな々ばなしくやってみたかったからです」

「昔って、いつだよ？」

「先生が白はく麗れい陵りようで学生をやっていた頃からです。特に高等部の時なんて、やりたくてやりたくて……でも当時の理事長ってお祖ば母あちゃんだったから、とてもじゃないけど実行出来なかったのですよ。ええと、怖くて」

　表情だけ見るととても怖がっているように思えないが、楓が言うんだから余よ程ほどのことに違いない。だって恐怖を与えることにかけては世界チャンピオンクラスの深閑を相手に、あれだけ好き放題にチャレンジしている人が実行を躊躇ためらうくらいだ。自分にとっての朋とも美みみたいに、苦手意識があるのかもしれない。

「それに当時と違って今は共学じゃないですかー。だから華々しくやりたいのですよ。先生の時は陰でこそっと人気投票するのが精々だったので、そのリベンジも兼ねて！」

「人気投票って、それこそ女同士だろ？」

「女同士だからこそってこともあるんですよ〜。ちなみにですねー、学年別で集計してみたところ、先生達の学年で一位だったのは深閑ちゃんで……お祝いにクラスで密かなブームになりかけていた『だらりんアゴヒゲアザラシ』の実じつ寸すん大だいぬいぐるみを渡そうとしたら、冷たくあしらわれちゃいましたけどね〜」

「……………………ちょっと待て」

　なんか今、さらっと聞き捨てならない新事実を口にしたよこの理事長。

「…………訊ききたいような訊きたくないような、物凄すごい気になることがあるんだが」

「はい？　何ですか、先生がどどーんと答えちゃいますよー？」

「…………あんたと深み閑かんって、同い年？」

「そうですよー？　あー、でも、私は昔から若く見られて、深閑ちゃんは年とし嵩かさに見られてましたね〜。老ふけ顔ってやつです？」

　そんなこと言ったのが当人の耳に届いたら、今度こそ万年筆がぶっすり直ちよく撃げきするって。死ぬ気か。

　でもそんな突っ込みを口に出来ないくらいの衝しよう撃げき事実だ。コレとアレが同級生で、しかも深閑が白はく麗れい陵りようのＯＧだったとは。

　そういや前に朋とも美みも深閑のことを『育ちが良いから』って言ってたような……それがどうすれば従育科でメイド教師なんかをやる羽は目めになったのか、まるで想像がつかない話だ。

　あまりに予想外過ぎて思考が纏まとまらないまま、秋晴は楓かえでの話に耳を傾ける。

「一年の時も二年の時も深閑ちゃんが一位だったので、最後くらいは少しくらいハプニングが欲しかったんですけどねー。やっぱり大人おとなびた美人さんは人気が高くて、最後まで次点の人にトリプルスコアくらいつけてましたよ。下級生からも絶大な支持がありましたし、私物を欲しがる子もたくさん居て、先生困っちゃいましたー」

「……何な故ぜ、貴女あなたが困るのですか？」
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「ほらー、可愛かわいい後こう輩はいに頼まれたら嫌いやと言えませんし、深閑ちゃんのハンカチとか髪かみ留どめとかを譲ゆずって貰もらうのに苦労が……」

　──そこまで話したところで、ようやくこのボンクラ理事長は気付いたらしかった。

　適度に暖房の効いたはずの空気が、底冷えするように感じる事実に。

　そして今の質問が、いつの間にか部屋の中にいた第三者によるものだということに。

　ギギギ……、と錆さびたブリキの玩具おもちやみたいな動きで首を回した楓の視線の先には──

「そう……ですか。貴女が忘れ物をした時に貸した物が返って来ないこと自体は、差し上げたつもりだったので気にしていませんでしたが……横流しをしていたのですね。今日まで全く存じませんでした」

　静かで感情の色が窺うかがえない声こわ音ねだけど、超ちよう絶ぜつ怒っているっていうのがビシビシと肌はだに伝わってくる。視線の向いていない秋あき晴はるですらこうなのだから、顔を突き合わせている楓はとんでもなく怖いに違いない。

「みっ、みっ、深閑ちゃんどうしてここに……!?」

「既すでに色々な物を準備するのに予算を使われてしまった以上、少しでも真まっ当とうな演目になるよう打ち合わせをするべく伺った次第ですが……思わぬ話を聞くことになりました」

　荒あらぶる鯱しやちだって瞬しゆん時じに大人しくなりそうなプレッシャーを放っている深閑を見ながら、秋晴はゆっくりと座っていたソファーから退たい避ひ。

　焦あせらず、慎しん重ちように、自分も捕ほ獲かく対象になってしまわないように細心の注意を払って、美人メイド教師と子こ鹿じかのように震ふるえる理事長から距離を取り、

「──日ひ野のさん」

「っはいィ?!」

　気配を殺してこっそり部屋から脱出しようとしていたところを唐とう突とつに呼びかけられてしまい、ミッション失敗。おまけに声が裏返って、格好悪いにも程ほどがある。

　そんな醜しゆう態たいを晒さらしても深み閑かんの敵てきはあくまでもただ一人らしく、こちらには視線を寄越さないまま、

「そろそろ夕食の時間です。貴方あなたは寮りように戻りなさい」

「……イエッサー」

「あっ、あっ!?　待って下さい、そんなのずるいですよっ?!」

　取り残されると悟さとった楓かえでが慌あわててそんなことを言ってくるけど、正直そんな戯ざれ言ごと聞いていられません。我が身が大事、一つしかない命を大事にしないと。

「じゃ、まあ、そーいうことで──！」

　秋あき晴はるは一いち目もく散さんに、解き放たれた野の兎うさぎよりも素早い勢いで理事長室から抜け出した。

　扉とびらを閉める直前、悲鳴にも似た楓の声が聞こえたような気がしないでもないけど……うん、気のせい気のせい。扉の防音性が優れているから声がシャットアウトされたとか、そういうのじゃないって。

　合がつ掌しようして、ついでに十字も切ってから。

「……まあ、せめて参加者集めはしてやるか……」

　見捨ててしまった心苦しさから逃のがれるように呟つぶやいて、秋あき晴はるはその場を後にした。




　明けて翌日の昼休み。

「──とまあ、そんな訳だから。暇ひまならちょっと出てみないか？」

「暇なら……って理由で出るようなものじゃないと思うわよ、それ」

　奉ほう仕し活動も無いことだし、早速面子メンツを揃そろえようと思った秋晴がまず最初に声を掛けたのは、当然というか何というか、仮面優等生でお馴な染じみの彩さい京きよう朋とも美みだった。

　相談がてら食堂に誘って、注文した料理が届くまでの間に事の次第を話してみたが、たぶん人選に間違いはないはず。意地は悪いけど世話焼きなヤツだし。

　ただ──前にあったお見合いの一件以来、変に意識してしまって、正直やりづらくもある。

　……だって、あの時の『お礼』にどれだけの意味があって、どんなつもりだったのかなんて……とてもじゃないけど訊きけないし。

　単純だからこそ明快なドリルさんことセルニアと違って、朋美だから。勇気を出して訊いたところではぐらかされそうっていうのも厳しいし、いざ顔を付き合わせると喉のどに閊つかえて問い質ただせなくなるしで、まともに話をすることも難しかった。中高一貫の全ぜん寮りよう制せい男子校出身者かって勢いでもじもじしてた可能性大だいだ。

　今日はそんな風になってないよな、とドキドキ半分不ふ安あん半分の状態になりながら、秋晴はやや渋しぶめの顔をした朋美に改めて訊たずねてみた。

「でも、麗れい美び祭さいの間って暇だろ？　暇潰つぶしに、ちょいとステージに立って自分の評価を再確認するっていうのもいいんじゃないかなー……なんて…………その……」

　冬の山やま颪おろしよりも冷たい視線に、段々と声が小さくなってしまうのは仕方ないはず。だってこれ、本当に胃いに来る怖さだし。

　さっきとは違う意味でドキドキし始めた秋晴を、しばしの間、朋美は真まっ直すぐに見つめていた。

　どうしようまた何かちくちくといたぶられるんじゃなかろーか……とかなり不安になり出した頃、

「……まあ、確かにやることもないし、出てあげてもいいんだけど。他ほかの参加者は？」

「それはだな、まだ全然決まって無くて……四し季き鏡かがみが沙さ織おりさんを誘さそってみるとは言っていたが、参加は未定のままだ」

「つまりいないってことでしょう？　出ても他に人がいない、盛り下がること間違い無しのイベントなんて嫌いやよ」

　参加する側としてはご尤もつともな意見で、気が進まなくなるのも無理はない。

　だから成り行きとはいえ、イベント進行側になってしまった身の秋晴は慌あわててフォローの言葉を加えた。

「や、他ほかの奴やつ等らも参加呼びかけるって言ってたし、俺おれも何人か目め星ぼしつけてるから。最低でも四、五人は出てくれる……はず」

「目星、ね」

　そう呟つぶやくと、何な故ぜか朋とも美みは目を細めて唇くちびるを尖とがらせた。

　気になるリアクションだが、相手が黙だまった時は攻撃というかアピールのチャンスのはず。

　なので秋あき晴はるはここだと畳たたみかけるように、

「そうそう、参加者は上育科の高等部生だけってことだから、知り合いに片かたっ端ぱしから声を掛ける勢いで。と言っても、アイシェやみみなの先せん輩ぱい方はどう考えても人前に進んで出るタイプじゃないから、セルニアや鳳フオウに──」

　思いつく順に秋晴が名前を挙げていくと、不意に朋美が眉まゆをピクンと跳はねさせた。

「やっぱりね……まあ、その方がわたしとしても面おも白しろいけど」

「はぃ？　何がだ？」

「細かいことは気にしない。……ほら、都合良く二人が来たわよ？」

　そう言って朋美が目を向けた方を見れば、確かに噂うわさの人物達が。

　今日もバリバリにドリルヘアなセルニア＝伊い織おり＝フレイムハートに、その後ろで百八十センチ近い長身を申し訳なさそうに縮こまらせた鳳水スイ蘭ランが食堂に入って来たところで、どうやら二人ともこちらに気付いた様子。

　まあいつもの如ごとく、自分が担当しているエリアはポッカリと穴が開いたように上育科生が使わないので、えらく目立つし席を確保するにはとても便利な状況だ。

　こちらへと近付いて来る二人の姿に、秋晴はため息をつきたくなる。きっと、またいつもみたいに朋美とセルニアの間で口論になるに違いない。そして当然のように腹はら黒ぐろに軍配が上がって、ドリルが怒りまくって、何な故ぜかこっちに飛び火する、と。

　もう慣れたもんだけど、ミスコンの件で誘さそいたいから、せめて今日くらいは勘かん弁べんして貰もらいたいのになぁ。

　大体吹っ掛ける側はこっちにいる腹黒さんの方なので、大人おとなしくしてもらおうと秋晴は朋美へ向き直り……思わず、目をパチパチと瞬しばたたかせてしまった。

　普段、人目のつくところだと余よ裕ゆうの笑みくらいは浮かべても優等生の仮面は外さない朋美さんが、性しよう悪わるな笑みを浮かべていらっしゃる……？

「……うん、とても都合良いわね」

　しかも楽しそうな呟つぶやきまで漏もらして、突っ込んで訊きくのが怖いんですが。

　恐怖を抑おさえて訊たずねるべきか聞こえなかったフリをするかで秋晴が対応に迷っている内に、セルニア達がすぐ傍そばまできてタイムアップ。

　もうこうなったら、道みち端ばたに転がる石ころくらい存在を薄うすくして、少しでも難を逃のがれるしか無い。ヘタレと言われてもいい、女の舌ぜつ戦せんに関わるなんて無理だもの。

　秋あき晴はるが誰にも知られず恥はじを受け入れる決意をしていると、自信たっぷりに胸を張ったセルニアは腕うで組ぐみをしてこちらを見下ろし、

「──あら、セルニアさんに鳳フオウさん。丁ちよう度どいいところに」

　形の良い唇くちびるを開いて何か言おうとする寸前、朋とも美みの方から話し掛けていった。

　殆ほとんど不意打ちなこのタイミングに、セルニアは一いつ瞬しゆん驚いたような顔をした後で唇をキュッと結び、

「ッ……何ですの、いきなり」

「いえ、あまりにタイミングが良かったもので。ねえ、秋晴くん？」

　そこでこっちに振らないで貰もらえませんかお願いだから……！

　まるで二人でこそこそ悪わる巧だくみでもしていたみたいで、秋晴としてはとてもとても気まずい。そんな事実は無いのに、早くもセルニアは細い眉まゆをピクピク吊つり上げているし。沸ふつ点てん低ひく過すぎ、そして誤解が早過ぎる。後ろの鳳なんて状況の移り変わりについて来れなくてそわそわしてるっての。

　朋美も二人の様子は視界に入っているはずなのに、まるで空気を読めない天然さんのような笑みを浮かべて、今にも急速回転を始めそうなドリルに語りかける。

「セルニアさんも朝のホームルームで聞いたでしょう？　『麗れい美び祭さい』で、理事長先生がミスコンを開くことにしたという話を」

「……ええ、聞きましたわよ。それがどうかしまして？」

「参加者を秋晴くんが集めているんです。それに、出てみようと思って」

「…………朋美さんが、ミスコンに？」

　怒りの色は鳴りを潜ひそめて、やや訝いぶかしげにセルニアが問う。

　その気持ちは秋晴も分かる。……というか、驚いたという意味ではこっちの方が上だ。出ると決めてくれたのは嬉うれしいけど、また随ずい分ぶんといきなりだったので。

「本当はミスコンだなんて華はな々ばなしいイベントには、わたし程度の魅み力りよくに乏とぼしい人間が出るべきではないと思ったのですが、どうしてもと秋晴くんが言うので。困っているようですし、賑にぎやかしくらいにはなりますから」

「どうしても……？　そうなんですの、秋晴っ？」

「……やー、それに近いこと言ったような気はするが……何でキレかけてますか？」

　自分が責められる場面じゃないと思うんだけど、という秋晴の控えめな抗議兼質問の声は、まるっと無視された。苛いらついている時のセルニアは目め力ぢからが凄すごいから直視されたくなかったとはいえ、これはこれで空むなしい。

　まあでも、笑みを絶やさない朋美と不ふ機き嫌げんオーラ丸出しのセルニアの間では張り詰めた空気が展開されているから、まだマシなのかも知れなかった。

「やっぱり幼おさな馴な染じみですし、真っ先にわたしへ声を掛けに来たと言われてしまうと、断れませんね」

「……ふぅん、そうですの。美談だと称たたえて差し上げれば宜よろしくて？」

「いいえ、大したことではありませんから──そうそう、話を戻しますと、秋あき晴はるくんはセルニアさんのことも誘さそうと話していたんですよ？　ねえ、秋晴くん？」

「あ？　あー、うん、確かにそんな話を……」

「そんな話を、じゃありませんわっ。どうして先に私を誘わないんですの?!」

「ぁ、え？　お前もミスコンに出てくれるのか？」

「そんなの、出る訳がありませんわよっ！」

　…………これ、怒ってもいい場面なんじゃなかろーか……

　理り不ふ尽じんなことを言いながら怒りを振りまくセルニアに、もう秋晴はどうしていいのか分からない。ただでさえ直情キャラだってのに、朋とも美みが絡からむとそこに暴走が加わるから手に負えなくなる。

　鳳フオウはおろおろしているばかりで頼れそうにないし、こうなると自然鎮ちん火かを待つか、怒りの矛ほこ先さきを逸そらすかくらいしか出来ないっていうのが実情だ。無論、安全策で前者を選択する。だってほら、迂う闊かつに手を出すと延焼の危機だから。

　そんな秋晴の判断を余よ所そに、朋美は優等生笑顔のまま、

「あら、出ないんですか？　貴き族ぞくのセルニアさんは、こういう派は手でなイベントがお好きだと思っていましたが」

「社交場ならいざ知らず、見せ物になるだけのイベントに興味などありませんわ。むしろ出ようという人の気が知れませんわよ」

　たぶんそれは朋美への挑ちよう発はつ……のつもりなんだろうけど、その程度じゃ効果は期待出来ない。いやまあ、倍返し用の怒りゲージを溜ためるって意味の効果はあるが。

　そんな厄やつ介かいな相手に、やられ役のステレオタイプっぽく『フフン』って感じの嘲ちよう笑しようをプレゼントするセルニアの度胸は大した物だと思わざるを得ない。……何も考えてないって有力な説もあるけど。

「そうですか、セルニアさんは参加しない、と」

「ええ、当然ですわ。……でもまあ、相手の出方次第では考える余地くらい残してもいいですけれど──」

「ちなみに秋晴くんは審しん査さ員をやるそうですよ。理事長先生達と一緒に」

「ッ……!?」

　余よ裕ゆうの態度で何やら喋しやべっていたセルニアの言葉は、被かぶせられた朋美の声にぶった切られた。

　表情を硬こう直ちよくさせる相手に対し、全くペースを崩くずさずに朋美は続ける。

「コンテスト、といっても学生が審査に混ざるお遊びのようなものですから、結果は特に気にしませんが……それでも審しん査さ員の評価は、多少気になりますね？」

　クス、と小さく笑みを溢こぼし、

「それにしても、セルニアさんが出ないのは残念です。良い機会だったんですけど」

「……何が、ですの？　さっきから貴女あなた、何を言いたいんですのよっ」

「さあ？　別に──選ばれる自信が無いのかな、なんて思ってませんよ？」

　その一言を聞いた瞬しゆん間かん、秋あき晴はるは背せ筋すじに氷の塊かたまりを突っ込まれたような感覚に襲おそわれた。

　いつの間にか和なごやかな昼休みムードは完かん璧ぺきに霧む散さんしていて、重苦しくも張り詰めた空気にすり替わっている。

　……秋晴も気付いていた。

　悪お寒かんの正体は、朋とも美みの言葉──というより、それを受けた側にあると。

　恐る恐る顔を上げてセルニアの様子を窺うかがってみると、怒りに赤面してると思いきや、肌はだは白さを保ったままだった。

　拍ひよう子し抜ぬけしそうになった秋晴は、すぐに『いや違う』と思い直す。

　さっきまで間違い無く、ヤツの頬ほおは興奮で薄うつすらと赤くなっていた。

　つまりあれは……怒りの余り、血の気が引いて顔色が蒼そう白はくになったってことじゃあ……!?

「──いいですわ」

　決して大きな声じゃないが、ハッキリと響く声がセルニアの口から出た。

　思わずごくりと唾つばを呑のむ秋晴の前で、日英クォーターの貴き族ぞく令れい嬢じようは、身分に相応ふさわしい上品な微笑ほほえみを見せる。

　……ただし、そのこめかみにはクッキリと浮き出た青筋が。

「気が変わりましたわ。そこまで言われて引くような者は、フレイムハート家にはいませんもの。……ええ、いいでしょう。私達も、『麗れい美び祭さい』のミスコンに参加しましてよ……！」

「あら、出るんですか？　無理をしなくてもいいんですよ？」

「朋美さんの方こそ、辞じ退たいするのなら今の内でしてよ？　大おお勢ぜいの前で恥はじを掻かくことになるのが嫌いやでないのならば別ですけれど」

「丁てい寧ねいな忠告、ありがとうございます。……当日が楽しみですね？」

　笑顔で言葉を交かわす二人だけど、ぶつかり合う視線は火花を散らしまくっていて、とてもとても恐ろしい。参加者が増えてくれるのだから喜ぶべきシーンなのかもしれないが、これを喜べるのは昼ドラや泥どろ沼ぬま展開好きの奥さんか超絶マゾ野や郎ろうのどっちかだ。

　冷戦している国同士の国境にいるような気分で、秋晴は表情を強こわ張ばらせ……そういえば、と気付いてセルニアの背後に視線を移す。

　そこにはハラハラと成り行きを見守っていた鳳フオウ水スイ蘭ランが、眼鏡めがねの奥の目を丸くしていて、

「………………ワタシ…………タチ……？」

　聞き逃のがし難がたい友人の言葉を反はん芻すう中だった。





◆　　　　　　　　　　　　　◇






「ほんなら、まずは参加者の登場や！　エントリー順に一人ずつ、名前と学年なんかを言っていって貰もらおか！　詳しよう細さいな自己紹しよう介かいは一次審しん査さの時までちょいと待ってぇな？」

　ノリノリで司会をする轟とどろきの声を聞きながら、『特別審査員席』と書かれた席に着いている秋あき晴はるはステージ袖そでへと視線を移した。

　大まかな段取りをざっくりとしか教えられていないので、何をやるのかイマイチ分からない。それもこれも『審査側にもサプライズは必要ですよね〜』という楓かえでの意見のせいで、審査方法すら知らないという酷ひどい状況だ。

「さぁてエントリーナンバー、一番！　先せん陣じんを切るんは、一年生や！」

「…………おー？」

　そんな状況だったので、ステージに出て来た相手の姿に、小さく声を漏もらしてしまう。

　トップバッターの朋とも美みは、てるてる坊主ぼうずのように首から下を白いポンチョみたいな布で隠かくしていた。

　そんな姿で現れるとは観客の皆さんも思っていなかったようで、拍はく手しゆも歓声もまばらにしか起こらない。それどころか、ざわめくような声もあちらこちらから聞こえてくる。

　初しよっ端ぱなからやりにくい空気になってしまって、これじゃ朋美もやる気を削そがれるに違いないな……と、秋晴は思ったのだが。

　澄すまし顔の優等生は堂々とした足取りでステージ中央まで行き、空気の読めないことに定評のある轟が笑顔で差し出したマイクを受け取った。

　こうなると、ざわざわしている方がおかしいような気分になる。それにこれから喋しやべるというのなら、静かにしていないとマナー違反だ。

　──そう思ったのかあっという間に客席が静かになると、それを見計らっていたかのようなタイミングで、

「エントリーナンバー一番の、彩さい京きよう朋美です。まだ一年で至らない身ですが、思い切って参加させて頂きました。どうぞよろしくお願いします」

　良く通る声で控ひかえめな挨あい拶さつをして、朋美はペコリと一礼した。

　たっぷり間を置いてから顔を上げると、はにかむような笑顔が覗のぞいて──

　ほんの僅わずかな空白を挟はさみ、会場から一いつ斉せいに拍手が打ち鳴らされた。

　ステージ上という特等席でその様子を眺ながめていた秋晴は、「はー……」と感嘆混じりの吐と息いきをつく。

　なんというか、流石さすがは朋美としか言いようがない。常日頃から自分がどういう風に見られていて、どんな時にどんなアクションをすれば他者の関心を誘さそったり集めたり出来るのかを理解していないと、あんなの出来ないっての。

　さっきまで会場に広がっていた困こん惑わくの空気が、今や綺き麗れいに一いつ掃そうされていた。

　そこへ、ステージ袖そでから新たに人影が出て来た。

「ぅおっと、続きましてのエントリーナンバー二番が早くも登場やな!?　皆さん、とりあえず拍はく手しゆ、段取りぶち壊こわしやけど拍手をー！」

　慌あわてて朋とも美みからマイクを返して貰もらった轟とどろきの声に促うながされるように、会場から拍手の波が押し寄せるように鳴り響いた。

　二番手で出て来たセルニアは自信に満ちた表情で颯さつ爽そうと歩いている。これが秋あき晴はるなら間違いなく、緊きん張ちようと恥はずかしさでぎくしゃくしまくっているはず。朋美と同じく首から下をポンチョで隠かくした妙みような格好だっていうのに、大手ブランドのオーダーメイドドレスでも着ているんじゃないかと勘かん違ちがいするくらいの堂々たる態度なのは、流石さすがに凄すごいと認めるしかない。

　金きん髪ぱつにボリュームたっぷりの巻き髪がみが白い布に映えているというのもあるが……やっぱり、セルニアの美人っぷりは半はん端ぱ無い。

　感情的にわーぎゃー言っていることが多いから怒り顔の印象が強くあるけど、今みたいに凛りんとした表情をしていると、海外の有名ファッションショーに出て来るトップモデルにも引けを取らないくらい綺麗で、存在感がある。

　……そう思ってしまうのは、何となく癪しやくだが。あの単純機構のドリルに目を奪われるっていうのはどうなんだ。しかもあんなてるてる坊主ぼうずスタイルだってのに。

　審しん査さ員席でやや眉み間けんに皺しわを寄せて秋晴が見ていると、轟が差し出したマイクを意外と丁てい寧ねいに受け取ったセルニアは、

「一年のセルニア＝伊い織おり＝フレイムハートですわ。エントリーナンバーは二番になりましたけれど、コンテストの結果は番号順などにならないよう、ベストを尽くしますので──」

　言葉の最後に、ちらりと朋美へ視線をやった。今のセリフが誰を意識したものか、宣戦布告するように。

　それに応こたえるように、朋美もセルニアに微笑ほほえみかけている。相手の意図を正しく理解しつつ『やれるものならどうぞ』と言わんばかりに。

　交かわされた視線と思おも惑わくが青白い火花を放っているようなこのやり取りに、見ている秋晴の方が気を揉もんでしまう。

　……おかしい、ミスコンってこんなにバチバチとやり合うもんだったっけか？　煌きらびやかでそれぞれが精一杯自分をアピールするってイメージだったのに、どうして殺さつ伐ばつとした空気が一部から発生しているんだろう？

「よっしゃ、次、次や！　エントリーナンバー三番、カモン！」

「ぁ、是ハイ……三サン号バン、鳳フオウ水スイ蘭ランデス。那そ个の、二人と同じの、一年デス」

　不ふ穏おんな雰ふん囲い気きに秋晴が呑のまれていると、舞台に出て来ていた鳳が客席に頭を下げ……すると、客席から一ひと際きわ大きな拍はく手しゆの渦うずが。

　これはちょっと意外だ。客は生徒とその親族だけのはずだが、朋とも美みやセルニアの時よりも拍手が大きかった気がする。

　確かにあれだけの長身モデル体型で容姿も良いし、何より前二人に比べて控えめなところがあるから、客の目には新鮮に映るのか？　中等部生には人気が出そうなタイプだし、先せん輩ぱい方からしても可愛かわいい性格なのかもだ。

　ひょっとするとダークホースになるのかもなー、と秋あき晴はるが感想を抱いだいていると、再びマイクを握にぎった轟とどろきがちらりと手元に忍ばせたメモへと目をやり、

「そんでもって、お次は──エントリーナンバー、十六番！」

「…………へぃ？」

　耳に届いた内容に、思わず変な声が出てしまった。

　……え？　今、気のせいか、十六番って……？

　困こん惑わくする秋晴は同じ審しん査さ員席にいる教師陣じんに目を向けるものの、深み閑かんは無表情ノーリアクション、楓かえではにこにこしているだけ。

　でも客席の中ちゆう途と半はん端ぱな拍手から察するに、聞かし間違いってことはなさそうだった。

　一体どういう事なんだろうかと首を傾かしげて、舞台袖そでへと視線を移し……

「…………あー……」

　出て来た人物を見て、秋晴は何となく納得してしまった。

　やっぱりてるてる坊主ぼうずスタイルなのは他ほかの三人と変わらないけど、それだけに容よう姿しが滅め茶ちや苦く茶ちや綺き麗れいだっていうのがハッキリと際立っている。朋美達もかなりの高水準だっていうのに、それでも二歩も三歩も抜きん出ているってのが凄すごすぎだ。

　しかも胸元を押し上げているボリュームはセルニア以上だし、足も相当長いことを秋晴は知っている。それでいてウエストは冗じよう談だんみたいに細いことも。

　──ということで、四番目に出て来たのはハプニング脱衣でお馴な染じみの四し季き鏡かがみ姉こと、沙さ織おりさんだった。

　客席のあちこちから感嘆の声が聞こえてくる。ライトを浴びているせいもあって、いつも以上に輝いて見えるし、白い衣い装しようを纏まとっているのに妙みように色っぽいというか、艶つやっぽい。

　あっという間に会場を魅み了りようした沙織はステージ中央に進み出ると、渡されたマイクを両手で持って微笑ほほえんだ。

「四季鏡沙織、上育科の三年生です。皆さん、どうぞお見知り置き下さい」

「えー、今の内に補足説明をするけども、四番から十五番までの女の子達は参加を辞退するっちゅうことで……以上四名による、少数精せい鋭えいでミス白はく麗れい陵りようを決めることになった訳や！」

「……あー、やっぱりそうなのか」

　轟の言葉で、秋晴は自分の予想が当たったことを知った。昨日きのうの昼の時点で十人くらいエントリーがあったって聞いていたのに、締め切りギリギリに参加表明した沙さ織おりが四番目にきたってことで、もしかしたらと思ったわけだ。

　他ほかの生徒ならいざ知らず、沙織さん相手に比べられてはキツイと秋あき晴はるでも想像出来る。並の美人くらいじゃ勝負にならないし、そりゃあやる気も無くすだろう。

　だから残ったのは、相手が強きよう敵てきだからといって退ひかない負けず嫌ぎらいの朋とも美みとセルニア、そして始めから競うつもりがあんまり無い鳳フオウだけだったと。鳳に至っては、セルニアの勢いに流される形で参加決めたから、余計に辞退し難にくかったのかもだ。

　いつものことながら板挟ばさみな中ちゆう華か娘むすめに手を合わせて同情し、それから秋晴は改めてステージに並ぶ四人を見た。

　やっぱりこの中だと、優勝候補筆頭は沙織さんに違いない。美人度が高いっていうだけでなく、唯一の三年生だ。こういう催もよおしの場合、後がない三年生に有終の美を飾らせる結果になることが多いはず。決定的な要素ではないだろうが、少しくらいの印象差なら覆くつがえすことにはなりそうだ。

「さぁて、それではお待ちかねの第一次審しん査さに入るで！」

「……お、ようやくか」

　無む駄だにポーズを決めた轟とどろきの声に、スピーカーから軽けい妙みようなＢＧＭが流れ出す。普段の白はく麗れい陵りようならオーケストラによる生演奏がスタートするところだが、既すでに使われた以上の予算は使わないと深み閑かんが決めたので音源を流すだけ。

　ちなみに大だい地ちが音響係で、三さん家けはスポットライト等の照明係。他ほかの女子連中は、客席案内と参加者のフォローに分かれて手伝いをしていた。

　従育科生総動員で頑がん張ばっている中、自ら立候補した轟は特にやる気に充みちていて、活いき活きとした口調で審査内容を語り始める。

「第一次審査の内容は超簡単、参加者の四人に自己アピールをして貰もらうで！　けったいな格好しとると皆思うとったやろうけど、それぞれ自分にピッタリしっくりくる勝負服を着とるから、そのお披ひ露ろ目めをしつつ趣味や特技、このミスコンに懸かける意気込みなんかをたっぷり喋しやべって貰おうっちゅう訳や！」

　これくらいなら許容範囲内だと、秋晴はホッと安あん堵どする。ボンクラレベルの高い理事長が考えたプランのはずだから、もっと滅め茶ちや苦く茶ちやな審査になるかと……

「この第一次審査で一人脱落する訳やけど、気になる判定は──オーディエンスの皆々さんの、拍はく手しゆの大きさで決まるんや！」

「……何そのふんわり判定……？」

「えー、こちらが音量を測る装置です。単位は[image: ]デシベルです」

　急に標準語に戻って紹しよう介かいする様さまにイラっときてしまうのは、人類である以上仕方ないはず。

　騒音計測器は標識のようにポールと丸い板を組み合わせた測定器と、どんと四角い機械にデジタル表示窓がついた物のセットになっていた。きっと、これで拍はく手しゆの音を測ろうってことなんだろう。

　……でもこれ、よりステージに近い席の人達が拍手する方が有利ってことで、全体の集計は出来ないような気がするんだけど……あと審しん査さ員の意味が無さ過ぎだよ。

　突っ込みどころも文句も山ほどあるが、秋あき晴はるは何も言わずにそのまま進行させておくことにした。自分から目立つ行動を取りたくないし。

　本能と素直な気持ちに従って流すことにすると、轟とどろきの指示に従う形で朋とも美みが一歩前に出た。そして徐おもむろにポンチョの首の辺りに手を掛ける。

「そんなら早速、エントリーナンバー一番、彩さい京きよう朋美さんからお披ひ露ろ目め開始やっ」

　分かり易やすい合図と共に、布地を掴つかんでいた手が勢いよく引かれ……

　ハラ──、と分解するようにして、ポンチョが床ゆかに落ちる。

「おー…………ん？」

　シンプルだけど映える仕掛けに感心の声を漏もらした秋晴だが、すぐに眉まゆを顰ひそめることになった。でも自分だけでなく、轟やセルニアも似たようなリアクションを取っている。

　何な故ぜかというと、

「えー、彩京の嬢じようさん……着ているのは、オレの見間違いやなければ、制服やけど……？」

「はい。白はく麗れい陵りよう学院高等部の制服です」

　当然のように答える朋美だが、予想外も良いところなので反応に困る。司会が自分じゃなくて良かったと心の底から思えた瞬しゆん間かんだった。きっと気の弱い自分ならしどろもどろになった挙げ句に沈ちん黙もくしていただろうから。

　安全な審査員席から秋晴が事の成り行きを見守っていると、マイクを向けられたままの朋美は正面の観客席へと微笑ほほえんだ。

「何を着るか最後まで悩みましたが、今のわたしに一番似合いそうな服はこれだと思ったので、制服にしたんです。こういう場で着るのは、ちょっとどうかな、とも思いましたけど」

　言って、照れたように朋美は口元を綻ほころばせた。

　それに対して「そうやなぁ」なんて軽い調子で轟は返すが……ピンときてしまった秋晴は、あんまり笑えない。

　確かに制服姿は似合っているし、気負いも無い感じで好感を持たれるだろうけど、朋美の真意はそんなところにない。あの黒さ溢あふれる策さく謀ぼう好きがその程度の理由で決めるかっての。

　きっとあれは、暗あんに宣言しているに違いない。

　勝負の場で制服を着ることで、『白麗陵に最も相応ふさわしい女生徒は自分だ』と、口には出さず全身で訴えている──

　……なんてことをつい想像してしまうのは、このアピールをしているのが腹はら黒ぐろさんだからだろーか？

「──特技、といえるようなものは特にありませんが、強しいて挙げれば少し勉強が出来るくらいですね」

「おおっ、手元の資料によると、彩さい京きようの嬢じようさんは中等部を首席で卒業しとるらしいで！　少しどころかめっさ勉強出来る優等生さんやなぁ」

「やだもう、そんな……」

　からかわれた、みたいな反応を恥はずかしげにする腹はら黒ぐろさん。客席からは微笑ほほえましい感じのささやかな声があちこちから漏もれ聞こえているし、どう考えても朋とも美みの脚本通りの展開だ。

　司会の轟とどろきとの対話も一つ一つが好感度を上げる結果に繋つながるもので、どこまで計算してやっているのやら。

「……なんだかなー」

　ステージで笑顔を振りまく幼おさな馴な染じみの姿を見て、秋晴は審しん査さ員用の机に肘ひじをつき、小さく息を吐はいた。

　ミスコンに出て欲しいと言ったのは自分だけど、あの仮面っぷりを見るとちょい複雑な気分になる。朋美が努力して白はく麗れい陵りように通うお嬢じよう様さま連中に合わせた形を演じているってのは分かるものの、素すの時の無む邪じや気きな笑顔を知っている身としては、どうも……しっくりこないというか、もやっとくるというか。

　底そこ意い地じが悪いのにギリギリで性しよう根ねはお人好しなところもあるし、普段の態度と二人きりでいる時のギャップが激しいから、どこまでが計算でどこからが本心の行動なのかの線引きも微び妙みように難しい。

　もっとこう、ストレートなヤツだったら、色々と分かり易やすくていいのに。そうしたらこの間の、お見合い騒ぎの時のことだって──

「……うっわ、何余計なこと考えてんだ俺おれ……！」

　なるべく触ふれないよう考えないようにしていた事柄を、どーして自分から思い出すのかこのボンクラ脳は。

　こっ恥ぱずかしくなった秋晴が熱っぽくなった頭を抱かかえていると、

「──何を悶もだえているのかは知りませんが、大人おとなしくしていなさい。大おお勢ぜいの人が見ているのですよ」

　隣となりから小さいながら鋭い、注意の声が飛んできた。

　ハッとして振り向けば、視線だけこちらに寄越した深み閑かんが冷たい目をしていて、

「緊きん急きゆうの事態が起こったのならばともかく、無ぶ様ざまな真ま似ねを晒さらすことは無いようにお願いします。貴方あなたと轟とどろきさんは、物珍めずらしい男子従育科生として注目の的まとですので」

「うっ…………その、すいません」

「……分かったのならば、背せ筋すじを伸ばすように」

　同じく見せ物状態の深閑から言われるといつも以上に逆らい難にくいものがあって、秋晴は指示通りに丸くなっていた背中をしゃんと伸ばす。

　深み閑かんの言う通り、きっと従育科生の自分達は注目されている。或いはミスコンの参加者以上に、好奇の視線を集めているはずだから、気を改めて臨まないと。

　じゃないと他ほかの従育科連中に迷めい惑わくが……や、でも、数の暴力で自分を審しん査さ員に仕立て上げやがったあいつらなんてどーでもいいかもしれないなー……？

　秋あき晴はるがそんな暗黒オーラに塗まみれた思考をしていると、客席から盛大な拍はく手しゆの音が聞こえて来た。気が付いたら朋とも美みは初めの立ち位置に戻るところで……まずいことに、後半は殆ほとんど何言ってたのか聞いていませんでした。

　まあでも、朋美のことだから、きっと優等生発言オンリーだったはずだ。

　そして次の人物も、どんな感じの自己アピールになるかは想像がつく。

「さぁてお次は、エントリーナンバー二番！　英国貴き族ぞくのセルニア嬢じようがどんな服装に身を包んどるか、お披ひ露ろ目めしたってや！」

「ええ。とくと御ご覧らんあそばせ」

　……いやそこでこっちを見られても、反応出来ないですから。

　セルニアの視線には気付いたものの、その意味するところまでは分からない。なので秋晴は再び静観の構えで、白い布地が床ゆかに落ちるのを見届ける。

「……あー」

　わっ、と歓声が飛ぶ客席とは対照的に、秋晴は『やっぱりなー』と思った。

　露あらわになった衣い装しようは、片かた裾すそが大だい胆たんに捲めくれ上げられた真まっ赤かなロングドレス。左足の太ふと腿ももの大部分が見えているし、くるりと回転すれば大きく開いた背中も覗のぞく。

　でもやっぱり一番目を惹ひくのがＶ字に開いて深い谷間が露わになっている胸元なのは、きっと男の本能として仕方がないことですよ。右肩かたの辺りのコサージュみたいな羽は根ね飾りもポイントだけど、そんなことより天然素材な体の方が気になるって。

　制服が冬服になって、早一ヶ月。私服も段々と大人おとなしいというか露ろ出しゆつの少ないものになっていたからか、久しぶりに見る生の躍やく動どう感はなんかもう『凄すごい』の一言だ。

　割と見慣れているはずの秋晴でもこうなのだから、初はつお目見えだった人々にはどれくらいの破壊力だったのか、計り知れない。とにかく男女問わずに有効なのは間違い無いはず。

　衣一枚を脱ぬぎ去っただけで見事に場の中心へと躍おどり出たセルニアは、轟とどろきの差し出しているマイクへと向けて声を発した。

「見ての通り、私はドレス姿で挑いどませて頂きましたわ。フレイムハート家けは、先さき程ほど司会の方が口にしていました通り、由ゆい緒しよある英国貴族の家系──その紋もん章しようである『紅あかい羽根の水鳥』をモチーフにしたものですのよ」

「ほーほー……なるほどなるほど」

　感心したように頷うなずく轟だが、秋晴には分かる。さっきの、朋とも美みの時と違って反応が鈍いその理由が。

　……あのエロボケ司会め、マイクこそ向けてはいるけど、目線は完かんっ璧ぺきにセルニアの胸に釘くぎ付づけになってやがる……！

　同じ男として羨うらやま──違う、恥はずかしい行為だ。レッドカードで退場になるべきだし、側頭部か顔面にヘビー級の一いち撃げきを与えてやるのが正しいお仕置きだと強く思う。

　なんだか若じやつ干かんイラっとしながらも、秋あき晴はるは腕うで組ぐみをしてぐっと堪こらえる。さっき深み閑かんに注意されたばかりだ、自分が動いてこのイベントを壊こわすような真ま似ねは慎つつしまないと。

　そう、短気を起こして損をするのは自分ばかりじゃない。他ほかの皆にも迷めい惑わくを……

「──趣味は色々とありますけれど、最近始めたものですとスカイダイビングですわね。加速しながら落ちていく感覚と移り変わる周囲の風景は、多少の危険を冒おかしてでも飛ぶだけの価値がありますのよ」

「ほほー、それはそれは。しかしあれや、一日に何度も飛ぶんは、やっぱり体力がいるもんなんやろ？」

「それは勿もち論ろん、そうですわ。私の場合、体力には少しばかり自信がありますから何の問題もありませんけれど」

「おおっ、そんならちょっと自じ慢まんの体力やらを見せて貰もらおか！　実はここに、縄なわ跳とびというナイスアイテムが──おぶふぅっ!?」

「…………はっ!?」

　ふと気が付けば、机に置かれていた『特別審しん査さ員』と書かれた三角プレートを轟の顔面にストライクさせた後だった。

　……うわー、やっちまった。いくら深夜のお色気バラエティ番組みたいな真似をされそうだったとしても、もう少しやりようってヤツがあったはずなのに。いつものノリで、殆ほとんど無意識に手が動いてたよ。

　この事態に客席がざわついている中、秋晴は自じ虐ぎやく的な気分になりながら、叱しつ責せきを受けるつもりで隣となりに座る深閑を見た。

　怖いという意味では朋とも美みもセルニアもぶっ千ち切ぎってダントツ一位のメイド教師は、当然のように氷の視線で失態を演じた秋晴を、

「…………」

　──見て、いなかった。

　正確に言えば、こちらを向いてはいる。ただ、普段の冷たい目ではあるものの怒っている気配はどこにも無い。

　これはかなり予想外で戸と惑まどっていると、視線をステージに戻した深閑が小声で秋晴に話しかけてきた。

「……適切ではありませんが、及きゆう第だい点です。あと少し遅れていたら、私が万年筆を投げていました」

「……いやそれ、いくら轟とどろきでも危ないっていうか……」

「……心配要いりません、目の数ミリ前を横切らせるだけのつもりでしたので。客席からは何が起こったのか分からず、実害も無かったはずです」

「…………左さ様ようですか……」

　淡々と怖いことを仰おつしやる教師から視線を逸そらして、秋あき晴はるは小さく息を吐はく。一応、あれで良かったらしい。何せ深み閑かんのお墨すみ付つきだし、理事長の楓かえでも手をパチパチ叩たたいて喜んでるし。

　……客席ざわついたままだけど、平気だよな、うん。

　そんな秋晴の心配を打ち消すように、倒れていた轟もむっくりと起き上がって、

「く、この程度でミスコン司会は止まらんで！　次じ弾だんが怖いから縄なわ跳とびは諦あきらめるけども、まだ宴うたげは始まったばかりや……！」

　諦めが悪いことこの上ないなぁ、あの似え非せ関西人は。

　でも、そんな風だから客の方もただの余よ興きようだと思ってくれたようで、どことなく会場の空気は和やわらいだ。そのことにもちょっと安あん堵どする。

　復活した轟はバッと大きく腕うでを振って、

「じゃあ次いくで、次！　ちゃちゃっと回していくでー！」

「ちょっと!?　私はまだっ……」

「さあエントリーナンバー三番、鳳フオウの嬢じようさんはどないな服装なんや？」

　セルニアの抗議は虚むなしいことに殆ほとんどマイクに拾われず、しかも轟が鳳にマイク向けてしまったので、アピールタイムはこれにて強制終了っぽかった。

　……で、案の定というか、ドリルさんに物凄すごく睨にらまれましたー。

　うーわー、『ギロッ』て感じで見てるよ。いやこっちが悪いのかも知れないけど、一応、こう、救ってあげたつもりなのになー。

　いや待て。もしかするとセルニアのヤツ、轟の意図にまるで気付いていないのか。四し季き鏡かがみ姉妹とは別の意味で天然だから、あり得る。

　そう思うと苦笑しそうになるけど、まだセルニアが睨みを効かせたままだと気付いたので口元を手で隠かくした。ここで火に油を注いだら、跳とび蹴げりの一つも食らわされそうなので。

「おおう、出ましたチャイナドレス！　本場のチャイナさんやなー」

「ぅ、那そ个の……コレは、祖そ父ふが礼物プレゼントしてくれて……」

　こちらが番外で間抜けなやり取りをしている間にもミスコンは進行し、もう鳳がお披ひ露ろ目めを始めていた。

　着ていたのは秋晴も初めて見るチャイナドレスで、両脇わきにかなり深いスリットが入っていてとても色っぽい一品だった。龍りゆうの刺し繍しゆうとか、青から藍あいに移り変わるような鮮あざやかな色合いも格好いい。しかも鳳は長身な上に足が長く、おまけに恥はずかしがっている様さまもかなりそそるものがあって……うん、とてもヤバイ。

　改めて思うけど、何なんだこいつらのレベルの高さは。上流階級ってのはトップモデル集団なのかよ。

　ただまあ、鳳フオウに限って言えば、ちょっと内気なところがあるから派は手でなイメージは無い。むしろ背が高いのに保護欲を掻かき立てられるというか。

「……さて、あと一人か」

　もうすぐ鳳のアピールタイムも終わりそうで、後は最後の大物が残っているだけだ。

　四し季き鏡かがみ沙さ織おりという超絶美人が何を着ているのか、秋晴も少し……いや、かなり興味がある。

　制服、洋風ドレス、チャイナドレスときたから、次は何がくるんだろーか。まあ他ほかの人とジャンルが被かぶっている可能性も無くはないし、大穴でピナみたいにコスプレするって可能性もあるかもだ。ベタだけどバニーの格好とか似合いそうだしなぁ……ウサ耳を付けて無い時点で儚はかなくも露つゆと消えるんだが。

　段々とクイズ感覚で答えが気になってきて、じっと見てみる……が、ポンチョの上からだとやっぱり分からない。

　……何となく、肩かたから胸に掛けてのラインが素すに近いようにも…………けど、全身タイツなんてオチは流石さすがにないはず。

「んー…………？」

　服の輪りん郭かくにヒントを求めて秋あき晴はるがさらに凝ぎよう視しし続けていると、不意に横から袖そでを引かれた。

　振り向けば──そこには、とてもとても険しい、切せつ羽ぱ詰つまったような無表情という複雑な技を使っている深み閑かんがいて、

「──緊きん急きゆう事態です」

　反射的に謝りそうになるくらい、硬く鋭い声こわ音ねだった。

「な、何が……？」

「理由は省きます、今すぐに進行を止やめさせなさい」

「はぃ？　……いや良く分からないけど、」

『どうして深閑先生が止めないんだ？』という質問を秋晴がする前に、深閑は口端くちのはを少しだけ下げて、

「……私自身は予算を削けずる条件交渉の際に、理事長から何があっても進行を止めるなと言われています。ですがその理り不ふ尽じんな命めいを受けたのは私だけですから、貴方あなたが止める分には約束に反しません」

　詭き弁べんにも程ほどがある発言だった。教育する立場の人間が、世の中というものの拗ねじくれた奥深さを実体験させてくれるっていうのは、どうなんだろーか。

「さあさあ、お次でラストやな！　エントリーナンバー十六番、唯一の最上級生な四季鏡の嬢じようさんは、一体どんな服装をしとるんや!?」

「っ……早く、今すぐに轟とどろきさんを止めて──いえ、先に四し季き鏡かがみさんを止めて下さい……！」

　珍めずらしく焦あせった声の深み閑かんの言葉に、流石さすがに秋あき晴はるも悠ゆう長ちような感想を抱いだいている場合じゃないと気付いた。

　でもどうやって止めればいいのか分からず、とりあえずイスから立ち上がって、

「……………………ぇ？」

　その瞬しゆん間かん、視界に驚きの光景が飛び込んできた。

　柔やわらかく微笑ほほえんでポンチョを脱ぬごうとしている沙さ織おりさんの、ほんの一秒にも満たない間だけ露あらわになった、肩かたの辺り。

　それを見て──ようやく、深閑の言葉の意味を理解する。

　一いつ瞬しゆんだけだったけど、絶対に見間違いじゃない。

　今見えたのは、素す肌はだだった。
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　しかも鎖さ骨こつの窪くぼみまで見えたっていうのに、肩かた紐ひもどころか服の布地らしき物はちらりとも目に映らなかった……と、いうことは。




　……高確率で、あの下は何も着ていないということに……!?




「ヤバっ……ちょ、待てっ、ストップだストップ?!」

　叫んで、机に足をぶつけながらもステージ中央へと駆かける秋あき晴はるを、轟とどろき達は怪け訝げんな目で、肝かん心じんの沙さ織おりだけは笑顔のまま見てくる。

　それで脱ぬごうとする手が止まってくれればいいのに、手だけは首後ろにある結び目を解ほどく作業を続行しているから最悪だ。

　これまで見た感じだと、脱ぎやすいようにという配はい慮りよなのか、ポンチョのリボンは強く引くだけで解けるようになっている。小さなお子様でも出来るくらい、あっさりと。

　そして沙織が着ていたポンチョも、するりと結び目が解とけてしまい、

　白い布地はハラリと落ち──

「……っぶねぇ!?」

「あんっ……？」

「なっ……?!」

「む……！」

　間かん一いつ髪ぱつ、秋晴はすんでのところで、布が落ちきる前に間に合った。

　ただしその方法は、身を張って沙織に正面から抱だき付くというもので……うっわ、感かん触しよくが、胸板から肋あばらにかけて押し潰つぶされている柔やわらかい物体が、それに背中側の布を押さえていないといけないからやむを得ず触ふれている腰こしとか、その下のふにっとした手て触ざわりが……!?

　しかも沙織さんはむずがるように体をくねらせて、

「衆人環視の中で、このような……そういう積極的なの、嫌きらいじゃないですよ？」

「いやいやいやいや勘かん違ちがいも甚はなはだしいって…………っ!?」

　激しい間違いを正そうにも、触しよつ覚かくだけでも十二分に致命傷なのに、視線を落とせば非常に艶なまめかしい光景が広がっていて……もしかして、ここが世界で一番天国に近い場所だったりするんだろーか？

「…………秋晴、くん……っ？」

「こ、のっ、何をしていますのよ破は廉れん恥ち男っ?!」

　しかしサイドからは、猛もう獣じゆうが白旗を挙げかねない殺気が。

「だっ、待て！　良く見ろ、この現状を把は握あくしろよっ!?」

「……へぇ、見せ付けたいんですか？」

「おーおー、あっきー良い趣味しとんなぁ。そういうの、オレは好きやで！」

　親指を立てる轟は後で殴なぐり倒すとして、じっとりとした目の朋とも美みと眉まゆ根ねを吊つり上げているセルニアは今すぐにどうにかしないとまずい。主に自分の尊厳と命が危ない。

　……というか、単純直情なドリルはともかく、洞どう察さつ力りよくの高い腹はら黒ぐろ優等生なら状況を見て取ってくれてもいいはずなのに。なんだ、わざとか、これは。

　事実がどうなのか分からないが、とにかく秋晴が出来るのは必死の説明だけだ。

「違うんだっての！　つーか、沙織さん、あんたどうして下に何も着てないんだよっ?!」

「あら、ちゃんとショーツは穿はいていますよ？」

「上はっ?!　いやそれより、服はっ!?」

　ギリギリのところで理性を利かせ、観客席には届かない程度の声に抑おさえたものの、ステージ上にいる連中にはちゃんと聞こえたはずだ。その証しよう拠こに、今にも掴つかみ掛かってきそうだったセルニアが虚きよを突かれたみたいに立ち尽くしてるし。

　最低限の成果はあったと喜ぶべきところなのかも知れないけど、秋あき晴はるはまだまだ絶望的な状況にいると自覚している。

　何より問題なのは──

「日ひ野のさんもご存じのはずですが、家が没ぼつ落らくした時の借金で高価な服や宝石の類たぐいは全すべて処分してしまっていて、この場に相応ふさわしい衣服が無かったんです」

「だからって服を着ないって逆転の発想はアウトだろ!?」

「でもこれ、勝負下着なんですよ？　透すけて見えるんです」

「そんな邪よこしまな情報は要いらないから常識的判断をっ……あと早く落ちかけてる布を自分で押さえてくれって！」

　腕うでの中にいる最上級生のぼんやり具合が、一番の敵てきだった。

　あと番外だと、「なぬをっ……あっきー、そこをどくんや！　独り占め、良くない！」と騒ぎ立てている大馬鹿野や郎ろうも。

　ともあれ沙さ織おりさんが自分から事態を改善してくれる様子はゼロ。代わりに何とかして欲しい女性陣じんは……駄だ目めだ、おろおろしていたり戸と惑まどっていたり冷たい視線を送ってくれたりで、役立たず確定だ。

　審しん査さ員席の理事長ははしゃいでいるし、客席はざわめきまくりで孤立無む援えん。なのにこのまま体勢を維持するのも問題があるという四し面めん楚そ歌かっぷりが鬼き畜ちく過ぎる。

　こんな状況、秋晴一人ではどうすることも出来ない──




「ふっ……ようやく前座は終了、というところだね」




　その時、ステージに響き渡るナルシズム全開な声が聞こえてきた。

「…………いやもう、勘かん弁べんしてくれって……！」

　沙織に抱だき付いて離れられないままぼやいた秋晴は、頭だけ動かして声のした方向を見る。

　一体いつの間に用意していたっていうのやら、舞台の数メートル上からワイヤーに掴まって降りてくるハッピー野や郎ろうが、そこにいた。

「ミス白はく麗れい陵りようコンテスト──なるほど、名前から判断すれば白麗陵に最も相応ふさわしい、美しい女性を選ぶものかもしれない。しかし本当に、真実の美しさを備えている人物がいるというのであれば、そこに性別による区別など不必要と言えよう！」

　ゆっくりと、器用に片手だけでワイヤーを掴つかんで降りてくる大だい吉きちは、いつものよーに絶好調で無む茶ちやな発言をしやがる。誰か突っ込めって。

　上から下まで白一色、胸元と右手には赤い薔ば薇らの花というお馴な染じみのスタイルで舞台に降り立った大吉は、ギュッと自分の体を抱だき締めて、

「即ち……この風かざ祭まつり灯とう一いち朗ろうこそ、このミスコンの覇は者しやに相応ふさわしい！」

　百パー有り得ないことを、堂々と言い切った。

　頭痛の種たねは一つで十分だっていうのに、この男は本当に……舞台上のキャットウォークに潜ひそんでいたんだろうが、どうして白はく麗れい陵りようのお騒さわがせ組はこーいう準備だけは万ばん端たんで奇き襲しゆうかけてきやがるのか……！

　動くに動けない秋あき晴はるが歯噛がみをしていると、調子に乗っている大吉はこちらへウインクなんぞをしてきて、

「しかし、四し季き鏡かがみ沙さ織おり……素す肌はだを晒さらす事こそが最も自分の美しさを際立たせるという貴女あなたの言げん、久々に心震ふるえるものがあったよ」

「まあ……私、そんなこと言いました？」

「いや言ってないです。……あと沙織さん、そこ触さわるの止やめてください……！」

　地味にこっちの自制心を攻こう撃げきしてくれる空気の読めない上級生がいるけど、そんなのまだマシな存在だったと、秋晴は次の大吉の発言で思い知らされた。

「肉体美を競い合う──その挑ちよう戦せん、受けて見せよう！」

「は、ぁ!?　おまっ、待て！」

「ふっ……とくと見るがいい、人類の美の極致、集大成とも言うべきこのボディを！　眩まばゆすぎて卒そつ倒とうしてしまうかもしれないが、ね」

「戯ざれ言ごとはいいから脱ぬぐなっての?!　だっ、おい轟とどろきっ、早くそこの露ろ出しゆつ狂きようを止めろ！　あと緞どん帳ちよう下ろせ緞帳！」

　慌あわてて指示をするも、秋晴はもう一人の超危険人物を押さえていて動くことが出来ず。

　危機感に乏とぼしい轟は、止める相手が男だからかすぐには動こうとせず。

　大吉は良い運動をした後の爽さわやか系スポーツ選手みたいな悦えつに入った表情で、着ていた衣い装しようを大だい胆たんにはだけ……

　そして──ギリギリ放送禁止にはならない程度の段階で、何とか緞帳が下りた。

　……………………間に合った、と秋晴は思い込むことにした。





◆　　　　　　　　　　　　　◇






「えー、なんやハプニングがあったけども、第二次審しん査さにいくで！」

　十分弱の中断を挟はさんだものの、ミスコンは再開されることになった。

　大だい吉きちの馬鹿はしっかり排はい除じよしたので、とりあえずこのイベント中に戻って来ることは無いはず。あいつが移送のヘリを乗っ取るというハリウッド展開をしなければ、の話だけど。

　ちなみに、第二次審しん査さに進んだのは──朋とも美み、セルニア、鳳フオウの一年生三人。結局、拍はく手しゆの音を計測して云うん々ぬん、なんてことをするまでもなく、常識的な結論として沙さ織おりさんが脱落することになった、と。

　優勝最有力候補があまりにも『らしい』原因で消えたのと、とんだ乱入があったせいで、客席からはまばらな拍手があるだけだ。

　……まあ、秋あき晴はるとしては、大吉がやらかしてくれて助かったところもある。あのままだと収しゆう拾しゆうがつけ難にくかったし、上育科に通う上流階級な生徒の中にも酷ひどいのがいるというアピールになったので。教師陣じん、特に深み閑かんは頭が痛いだろうけど。

　秋晴が隣となりの席に座るメイド教師に同情していると、客席と審査員席の微び妙みような空気なんて気にも留とめない轟とどろきは説明を開始した。

「第二次審査の内容はズバリ、芸能披ひ露ろうやで！　ただ美人っちゅうだけやない、白はく麗れい陵りようのクイーンとして相応ふさわしいんは芸術面にも優れた人材や。演奏でも舞ぶ踏とうでも何でもええから、それをお披ひ露ろ目めして貰もらうっちゅう訳やな！」

「……なんだ、割とまともな内容だな」

　素直な感想を口にして、秋晴は深くイスに腰こし掛かける。変なことを言い出したらいつでも狙そ撃げき出来るようにと思って、机の下でこっそり未開封のペットボトルを握にぎっていたけど、使わずに済んで良かった。

　狙ねらわれていたとは知らないはずの轟は、マイクを持っていない方の手で大おお仰ぎように審査員席を指し示して、

「そんでもって、こっちにおる特別審査員の三人が各自十点満点で点数を付け、惜おしくも他ほか二人より点数の低い参加者は脱落っちゅう寸法や！」

　さっきに比べるとかなり分かり易やすいシステムだった。初めからそうしとけよって話だ。

　机の上に置かれている点数の書かれたプラカードを確認すると、ちゃんと十一本、零ゼロから十点まで揃そろっていた。

　……にしても、芸能披露ときた。

　確かに、白麗陵らしいといえば白麗陵らしい。普通なら『特技は〜？』の下くだりから、適当に体の柔やわらかさを披露したり歌が得意なら歌ったりするところなんだろう。

　けどここは名門中の名門校だ。求められるのはちゃんとした楽器の演奏とか、声楽の披露とか、日にち舞ぶを踊おどるとか、そういう類たぐいのもののはず。

　想像した内容に、秋晴はちょっと気が重くなってしまった。一般庶しよ民みんな自分が的確な点数を下せる自信なんて、これっぽっちもない。深閑の授業のおかげで、少しずつ高級品の取り扱い方やパーティーマナーなどは覚えてきたけど、芸術分野はまるで手付かずのままだ。たぶん二年、三年と進級すればそっち方面の勉強もすることになるんだろうが、現実問題として今の自分は何も知らない。

　だから憂ゆう鬱うつな気分になるのは仕方ない……が、それとは別に一つ気になることもある。

「さぁさぁビュビュンとテンポ良く光速でいくで！　トップバッターの彩さい京きようの嬢じようさんは、一体何をするんや？」

　秋晴よりは遙はるかにマシとはいえ、お嬢様歴の浅い朋とも美みがどんな風にこの場を乗り切ろうとするのか、これには興味が涌わく。

　ちょっと不ふ謹きん慎しんだがわくわくしながら見守っていると、朋美は余よ裕ゆうすら窺うかがえる笑みのまま、轟とどろきの差し出すマイクの前で口を開いた。

「先程は言えなかったんですけど、趣味の一つに詩集を読むというものがあるんです。中でもフランスのポール＝ヴァレリーの詩が好きなので、拙つたなくはありますが彼の書いた『蜜みつ蜂ばち』という詩を歌わせて下さい」

　そう言うと、朋美は轟からマイクを受け取って胸の前で構えた。

　すぐには始めずに目を閉じたので、集中するようなその姿に、自然とホールに静かな緊張感が広がっていく。

　秋晴も小さく息を呑のんでいると、朋美はゆっくりと目を開き──

　そして、朗ろう々ろうと歌い始めた。

　幼おさな馴な染じみの口から漏もれる声に、秋あき晴はるは声に出さずに「そうきたか」と呟つぶやく。

　朋美が歌っている詩はフランス人が作ったヤツらしいから、これはフランス語なんだろう。当然、秋晴はフランス語なんて分からないので確証はないが、少なくとも英語でないことは間違いない。

　シンと静まった中、感情を込めて紡つむがれる声こわ音ねは、マイクを通して会場内に響き渡っている。何のＢＧＭも無いせいか、何か神聖な雰ふん囲い気きすら伴って。

　これは上う手まい、と言わざるを得ない。母親が再さい婚こんして以来、朋美も多少は楽器を扱ったり踊おどりを嗜たしなんだりしているんだろうが、生まれた時からの純粋培ばい養よう組には色々と劣おとってしまうのは仕方ない。

　でも、詩の朗ろう読どくが上手いか下へ手たかなんて、流石さすがの上流階級組も分かりづらいはず。それが日本語じゃなければ、尚なお更さらだ。朋美の頭なら一夜漬づけで詩の一つや二つ覚えられるだろうし、フランス語だって洋楽を歌う感覚で紡つむげば何とかなる。

　優等生のイメージを強調する知的なイメージもつくし、一いつ石せき二に鳥ちよう、と。

　たぶん朋美はそこまで計算して、この選択をしたに違いなかった。

　欠点として、審しん査さする側が満点を出しにくいっていうのはあるが……まあ、それでも不ふ得え手てな演目で勝負するよりはマシだってことだろう。

　フランスの何とかさんの詩は二分か三分程ほどで終わった。

　最後の言葉を紡つむぎ出すと、朋とも美みはホッとしたように微笑ほほえみ、深々と頭を下げる。

　一拍置いて客席からは盛大な拍はく手しゆがおきて、それにマイクを返して貰もらった轟とどろきが自分のことのように腕うでを振り、

「やーやー、見事な朗ろう読どくやったな！　何言うとるんかまるで理解出来へんかったけども、ナイスなんは分かったで！」

　うん、自分と全く同じ感想なのが無む性しように腹立たしいな。

　地味にヘコんでしまうが、秋あき晴はるはすぐに気を取り直して手元を漁あさり始めた。

「さぁて、お待ちかねの審しん査さタイムがきたで！　彩さい京きようの嬢じようさんの芸能披ひ露ろうに、はてさて審査員の皆さん方は何点つけるんや!?」

　目当ての札が見つかったところでタイミング良くそう言われたので、秋晴は『７』と大きく書かれたプラカードを挙げる。

「出で揃そろったのは、『７』、『８』、『６』の……合計二十一点や！」

　ぶっちゃけ、こんなの何点つければいいか分からないから、『まあまあいいんじゃないかなぁ』くらいの点数にしてみました。それが深み閑かんと楓かえでの間を取る形になったので、悪くない結果といえるかもだ。

　ただ、やっぱり他ほか二人の判定基準が気になったので、秋晴は小声でこそっと横にいる教師陣じんに訊きいてみた。

「……なあ、どうしてあんな点数にしたんだ？」

「……だってこの詩、あんまり好きじゃないんですよー」

「……発音に微び妙みような誤りがある箇所がいくつかありましたが、悪くはありませんでした」

　感情面と技術面というバラバラな返答があって、秋晴は訊かなきゃ良かったと後悔する羽は目めになった。

　深閑がフランス語をネイティヴ並みにリスニング出来るのはともかく、ボンクラなところしか見せたことのない楓から、よもや『この詩が好きじゃない』なんて言葉が出るとは……こちとら作者名すら初耳だったっていうのに……！

「お次はエントリーナンバー二番、セルニアの嬢さんやな。一発目が文学的な出し物やったけど、さてさて何をするんや？」

　人としての尊厳とか大事な何かが傷付いて遠い目になりながらも、秋晴は気力を振り絞しぼって、自信満々な表情で舞台の前に出て来たセルニアに注目する。

　審査員だし、ちゃんと見ておかないと。それに見てないことがバレたら、後で何を言われるか分かったもんじゃない。

「私はあのように判断基準が曖あい昧まいになる演目など選びませんわ。数ある特技の中から、シンプルかつ親しみのある楽器を用いて、誰もが知っている名曲を奏かなでてみせますわよ！」

「ほほー、そりゃあ楽しみやなぁ。んでもって、その使う楽器はなんやねん？」

「それは勿もち論ろん、ヴァイオリンですわ！」

　自じ慢まんのドリルを手で後ろに流し、勝者の笑みを浮かべてセルニアは宣言した。

　なるほど、バイオリンなら確かに善よし悪あしが分かりやすい。いや自分には分からないけど、耳の肥こえた連中には明確だろう。秋あき晴はるとしても、『あ、上う手まい気がする』というくらいの判断ならつきそうだ。

　しかし、そんな楽器を持ち出すなんて……あのドリル、本当に自信があるのか。あの渦うず巻まいた髪かみ、バイオリン演奏には邪じや魔まそうなのに。

　これは注目の展開だと秋晴が眺ながめていると、セルニアはいつもながらの優ゆう雅がかつ過か剰じような素振りで轟とどろきの方へと手を差し出した。

「曲目はバッハの『Ｇ線上のアリア』、見事演奏してみせますわよっ」

「おお、それ名前だけは聞いたことあるで。有名な曲やんか」

「ええ、ですから腕うで前まえも理解して頂けると思いますわ。さあ、早くヴァイオリンを持ってきて貰もらえますこと？」

　意気揚よう々ようとそう言われ、対する轟はというと、

「…………へ？　や、え？　嬢じようさん、持って来てへんの？」

　目をパチクリさせての、この返答。

　これは思いっきり意外だったようで、セルニアはそれまでの傲ごう岸がん不ふ遜そんとも言える態度を崩くずしてきょとんとして、

「そんなの持って来ているはずがないでしょう？　手荷物は邪じや魔まになりますし、愛用のヴァイオリンは自宅に……」

「や、せやかて、昨日きのうの打ち合わせの時に言うたやんか。何か楽器を扱うんなら自分で用意しておくか、オレ等らに言うといてくれって」

「なっ……聞いてませんわよ!?　初耳ですわ！」

「言うたって！　嬢さん、なんや『何ら問題ありませんわ！』って言うとったし！」

　その発言に、セルニアが一いつ瞬しゆん、気まずげに表情を歪ゆがめたのを秋晴は見み逃のがさなかった。さてはあのドリル、朋とも美みを意識する余あまり、ちゃんと打ち合わせを聞いてなかったな。なのに返事だけはハキハキしてしまったと。

　本人も思い当たるところはあるらしく、それ以上の責任追及はせずに、

「くうっ……なら、その、ピアノっ。代わりにピアノを演奏しますわ！」

「いやピアノもあらへんよ。それこそ持って来れへんって。バイオリンは持って来れんでピアノは持って来れる状況ってなんやねんな」

　即答する轟に、セルニアは益ます々ます焦あせったようで、

「……いいですわっ、それならダンスを披ひ露ろうしますわよ！」

「ええけども、音源はさっき使うたＢＧＭしかあらへんで。あのスローなんしか」

「どうしてそんなのしか無いんですのよっ!?　せめてワルツのテンポに合わせられるような曲はありませんの?!」

「あ、あれならあるで。ソーラン節のラップアレンジバージョン」

「どうしてそんなのだけあるんですのよっ!?」

「自前のモンをたまたま持っとっただけやって！」

　…………やー、なんだこれ。ぐだぐだにも程ほどがあるって。

　轟とどろきが持ったままのマイクがしっかり二人の声を拾っているから、こんなどうしようも無い会話を、ホールにいる全員が聞いていることになる。

　秋あき晴はるが呆あきれているくらいだから、客席の連中はもっと白けているに違いない。白はく麗れい陵りようには日常的に、こんな感じで噛かみ合わないやり取りがされています、とアナウンスしてあげれば納得……の代わりに、通っている子供や親しん戚せきに転校を勧めそうだなぁ。

　このままだと埒らちが明かない。それに隣となりにいる深み閑かんが剣けん呑のんな雰ふん囲い気きを発し始めたから、すぐにでもどうにか進展させないとまずいことになる。

「おい、いつまで漫まん才ざいやってんだお前等らっ。これ以上酷ひどいことになる前に、さっさと──」

「誰もそんなこと──」

「……おおうっ、そやったんか！」

　こちらの有り難い忠告の途と中ちゆうでセルニアが怒りの反論をしようとしたが、そこへ更さらに轟の素すっ頓とん狂きような声が割り込んできた。

　それも盛大な笑顔を浮かべ、万ばん歳ざいするようなポーズを取って。

　秋晴が『うわついに来るべき時が来たか』と残念な心配をしてしまうくらい、酷くアレな光景だった。あと笑顔がキモい。

「分かったで！　嬢じようさん、そういうことかいな！」

「な、何がですのよ……？」

　気迫と勢いで押すのが得意なドリルでさえも若じやつ干かん引き気味に返すと、何な故ぜかグッと親指を立てて、大きな声で言い放った。




「──つまりこれが嬢さんの出し物やった、っちゅうことやな！」




「…………な、んっ……!?」

「いやええねん、すっかり乗せられてしもうたわ。もっと早くに気付いたんなら、もう少しオモろいこと言うたんやけどなぁ〜」

　……いやそんな訳ないって。

　口をパクパクさせて絶句しているセルニアを見れば一目で違うと気付きそうなものなのに、生あい憎にくと轟慎しん吾ごは大馬鹿野や郎ろうなのでピンと来ない模様だった。

　あまりに頭の悪い展開に秋あき晴はるが呆ぼう然ぜんとしていると、調子に乗りっ放しの轟とどろきは審しん査さ員席の方へと向き直って、

「そんなら早速審査に移ろか！　エントリーナンバー二番の演目、司会を使った漫まん才ざいは一体何点取れるんやろな？」

「ちょっと!?　だから違うと言って──」

　轟の首を後ろから絞しめながら猛もう抗議をするセルニアだけど……残念ながらもう遅い。

　深み閑かんと楓かえでが採点のプラカードを挙げてしまっているので、秋晴もそれに続いた。

「おぅっと、『１』『１』『３』の……って、五点ぽっちかいな!?　オレはもうちょいあってもいいと思うで？」

「誰のせいですのよ、誰のっ?!　そもそも私はまだっ……」

「ほんなら審査も終わったことやし、次行こか、次ー。エントリーナンバー三番は一体どないなことをしてくれるんや？」

「こっ──」

　叫んで殴なぐるか蹴けるかするのかと思いきや、セルニアは硬く握にぎった両手を下ろしてぶるぶると肩かたを震ふるわせるだけだった。

　たぶん訴えても無む駄だだと悟さとったんじゃなくて、怒りの余あまり色々とストップ状態になっただけなんだろうなぁ、あれは。

　その証しよう拠こに──はい、めっさ睨にらまれてます。

　親の仇かたきどころかありとあらゆる悪の元げん凶きようでも見るかのような烈れつ火かの眼光に、秋晴は思わず目を逸そらした。……ヤバイ、物凄すごい怨おん念ねんが籠こもっている目をしてる。殺意で人が死ぬなら確実にデッドな自信があるくらいに。

　明らかに『貴方あなたのせいですわよっ！』って目で訴えてるけど……ちゃんと打ち合わせ聞いてなかった人に問題があると常識的に思うのですが、どうなのか。

　現に「那そ个の、二に胡こを弾ひきマス」と言った鳳フオウは、舞台袖そででスタンバっていた従育科生から楽器を渡されて演奏し始めたし。朋とも美みも、表情は澄すましているけど、目では『やれやれね』って言わんばかりだし。

　……ともあれ、だ。

　初めて聞く二胡という弦げん楽がつ器きを鳳がどれだけ上う手まく弾いたのか、秋晴には分からなかったものの、個人的にはかなり好きな感じの音ね色いろだった。なので、終わった後は『８』のプラカードを挙げる。

　三人の点数を突き合わせるまでもなく、その時点で脱落者は決定していた。





◆　　　　　　　　　　　　　◇






　たった四人の参加者で競われた『麗れい美び祭さい』初のミスコンイベントは、四十分程ほどで終了した。

　二人に絞しぼられての最終審しん査さは、やはり綺き麗れいなだけでなく知的な部分も必要ということらしく、クイズで十問正解した方が勝ちというもので、それは朋とも美みが圧勝。

　ただしその勝者がミスコンの覇は者しやになるという訳ではなくて、その結果も考こう慮りよした上で会場の客と審査員による投票で、得票数の多い方が初代ミス白はく麗れい陵りように選ばれた。

　さてどちらが選ばれたかというと、

「まあ、割と健闘した方だと思うなぁ」

「そうなのか？　……いや、こう言っちゃなんだが、結構得票差開いてたから」

　片付け等の手間は殆ほとんど無かった為、秋あき晴はるは裏うら口ぐちから出た朋美と一緒に歩きつつ、そんな話をしていた。

　──最終的には四百票近い差をつけて、鳳フオウが初代ミス白麗陵に選ばれた。殆ほとんど巻き込まれる形で参加しただけあって、月げつ桂けい冠かんやら花束やらを渡されてもあわあわしながら恐縮しまくりで、それでも少しだけ嬉うれしそうな表情をしていたので、これがちょっとでも自信に繋つながればいいとは思う。

　ただ、気になるのは二位に甘あまんじることになった朋美が、あんまり悔くやしそうじゃないことだ。かなりの負けず嫌ぎらいだし、おまけに最後の審査では圧勝していたから、ぶんむくれになっていてもおかしくないのに。

　こちらの疑問に対し、「ん〜〜〜っ」と伸びをしていた朋美は苦笑気味に笑って、

「だって、客席にいた人の二割くらいは、鳳さんの身内だもの。そんな状態で勝てると思う程、わたしは自惚うぬぼれてないわよ」

　そんな衝しよう撃げき発言をしてくれた。

　秋晴は何度か大きく瞬まばたきをして、それから巣穴から出て来たオコジョっぽい感じでキョロキョロしてしまう。

　客席の二割が……身内？　二割って、あのほぼ満員だった多目的ホールに詰めていた、二割近くが？　千五百人収容できるっていうのに、二割……

　そこまで考えてから秋晴は一つ頷うなずき、

「二割ってお前、三百人だぞ。親しん戚せきしか来れないっていうのに、んな馬鹿な」

「鳳家を……というより、人口が多すぎて頭を痛めることになっている国を、こっちの常識と同じ計り方をしたら駄だ目めよ。鳳さんは確か兄弟が八人いて、その父親も七人兄弟で、おまけに親族間の繋つながりも強いんだから。それこそ、異国で頑がん張ばっている親戚に会う為だけにジャンボジェットを貸し切りにして来日するくらいにね」

「…………つーと、マジでそんなにたくさん……!?」

「舞台から見た感じだと、ね。三等親以内って制限があればこんなことにはならなかったはずだけど……まあ、地じ力りきだけでの勝負でも勝つのは難しかったから、仕方ないわね」

「はー……なるほどなぁ」

　流石さすがは人口ナンバーワンの国、ってことなのか。それが無ければほぼ互角か鳳フオウが若じやつ干かん有利、くらいだったはずだから、多大な後押しになったわけだ。

　目には見えない世の中の広さに秋あき晴はるが感心していると、

「……でも、ちょっと残念だったかな」

　それまで明るい口調だった朋とも美みが、不意にトーンダウンしてそんなことを言った。

「は？　何がだ？」

「元々、ミス白はく麗れい陵りようになること自体には大して興味無かったんだけど、当てが外れたというか、予想外すぎる展開になっちゃったから」

「…………意味が、」

　全然分からない──と、秋晴が続ける前に。

　人ひと気けが無かったはずの裏うら口ぐちに、弾はじけるような高い声が響き渡った。

「全く、散々でしたわっ！」

「……うげ」

「……あら」

　振り向けば、今一番会いたくない某ぼう金きん髪ぱつドリルな方が、ズンズン歩いてこっちに向かって来ていた。

　その爛らん々らんと光る双そう眸ぼうを見れば、目的は瞭りよう然ぜんだ。今日こそ殺やられるかもしれない。

　しかもドリルだけで許容量オーバーな厄やつ介かいさなのに、一緒にいる朋美はほんの少し口こう角かくを上げて……何やら企んでいらっしゃる笑みだよ、これは。

　一体どうなるんだろうと表情を強こわ張ばらせて秋晴が立ち尽くしていると、不満の塊かたまりと化したセルニアが至近距離から強く睨にらんで来た。

「本当にどういうつもりですのよ、秋晴っ!?　まさか私を勝たせない為に送り込まれた工作員でしたの?!」

「いやたかがミスコンでんなことするかよ！　つーか、殆ほとんどお前のうっかりと無防備さが原因だろ」

「責任転てん嫁かするつもりですのっ!?」

「……あら、それをしているのはセルニアさんの方じゃないんですか？」

　真まっ赤かになって怒りを振りまいている相手に、どういうことなのか更さらに朋美が挑ちよう発はつを加えていく。そんなことをされると自分が困るのでとても止やめていただきたい。

　そんな秋晴の気持ちなど考こう慮りよしていないようで、キツく目を尖とがらせているセルニアに対して、朋美は不ふ敵てきな微笑ほほえみを浮かべやがり、

「仮にまともなアピールが出来たとして、セルニアさんが勝ち残るという保証なんてどこにもありませんよ？　なのにそんな、自分のミスを棚たな上あげして……」

「ッ、なんですって!?　この私をその程度の人間に見くびって……それにっ、真まっ当とうにアピール出来たのに負けたのはどこの誰ですのっ?!」

「わたしは別に、分ぶん不ふ相そう応おうな結果は求めていませんでしたから、二位で満足ですよ。ただ、目的を果たせなかったのは残念でしたが」

　社交的な笑みを浮かべたままつらつらと答える朋とも美みの言葉に、息巻いていたドリルの動きが止まった。

　飲み下せない物でも口にしたように眉み間けんに皺しわを寄せ、赤くなったままの頬ほおを硬くする。

　その反応からするとセルニアには何か思い当たる答えがあるのかもしれないけど、秋あき晴はるにはさっぱりだ。

　二位で満足と言いながら、一方で目的を果たせていないと言う。頭が良いだけでなく、拗ひねくれた性格のヤツだっていうのは昔から知っているけど、今回は特に意味不明だ。

「……貴女あなた、何を考えてますの？」

「別に、大層なことは考えていませんよ？　数日前、それとなく言ったはずです」

　そう言うと──とても楽しそうな朋美の視線が、ハラハラしながら状況の推移を見守っていた秋晴へと移り、

「わたしは単に……審しん査さ員の秋晴くんが、わたしとセルニアさんを秤はかりに掛けた時、どちらを選ぶのかを知りたかっただけです」

「ッ……!?」

「…………はぃ？」

　朋美の言葉に、セルニアは騙だまされて各種調味料をごちゃ混ぜにした物でも飲まされたような反応をする、が……秋晴はというと、首を傾かしげるしかない。

　秤に掛けるって、なんだそれ。

　確かにまあ、最終的に審査員だけでミス白はく麗れい陵りようを選ぶということになって、その時に朋美とセルニアが残っていれば、そんな状況になったかもしれないが……どちらを選ぶかなんて、言われても──

　……。

　…………。

　……………………あ、れ？　これは、どっちを選べばいいんだ？

　突然、降って湧わいたような難題に、秋晴は息苦しさを感じてしまう。そりゃあミスコンなんだから見た目を重視するべきだと思うし、お嬢じよう様さま度の高さを考こう慮りよしたとしても、セルニアに軍配が上がる…………でも、腹はら黒ぐろいところがありはするけど、朋美のヤツにも世話焼きな面とか良いところはあるし、何よりミスコンの場で失態も無かったし……

　あっさりと出るかと思っていた答えが、何な故ぜか閊つかえたように出て来ない。

　自分でも驚きの事態に秋晴は戸と惑まどってしまい、そんなこちらの様子を見ていた朋美は笑みを深めて、さらに言葉を続けてくる。

「そうだ、折せつ角かくですから訊きいてみましょうか？　秋あき晴はるくんなら、わたしとセルニアさんのどちらに投票するのかを」

「ッ、どうしてそんな、馬鹿馬鹿しい……！」

「他意はないですよ？　単なる、余よ興きようです」

　勝手に進んでいく話に、秋晴はより一層追い詰められた気分になる。

　これは、なんだ、何の罰ばつゲームだ？　特に悪いことをした覚えはないのに、どうしてこんなプレッシャーをかけられて……!?

　心臓が嫌いやな弾はずみ方を始め、ハッキリ自覚出来るくらい落ち着かなくなる。

　ヤバイ、このままだとまずい。

　今訊かれたら、明確な答えは出ていないっていうのに、突きつけられた二択にどちらかを選んでしまいそうだ。

　……何な故ぜだか、それをしては駄だ目めだと、心の奥底で必死に訴える自分がいた。

　頭が真っ白になる秋晴に向けて、幼おさな馴な染じみの優等生はゆっくりと焦じらすように形の良い唇くちびるを開き、




「──あらあら、随ずい分ぶんと楽しそうな状況ね？」




　突然後ろから聞こえて来た声に、追い込まれていた秋晴はビクリと体を震ふるわせる。

　勿もち論ろんそれは朋とも美みの声じゃなくて、全然違う人の声だけど……どこかで聞いたことがあるような気がする……？

　そして何かを言う寸前だった朋美はというと、尋じん常じようではないくらい驚いた表情になっていた。楽しいピクニックの最中に山の主ぬしクラスの大おお猪いのししさんとご対面したら、きっとこんな風になるに違いない。

　とても気になるその反応に秋晴が視線を追いかけて振り返ると、そこに三十歳さい前後と思しき女の人が立っていた。

　肩かたより少し長く伸びた黒髪かみの、ネイビーブルーのレディーススーツを着こなしていて、知的で落ち着いた雰ふん囲い気きがある美人さんだ。

　声と同じで、やっぱりどこかで見た覚えがあるような気がして、秋晴は記き憶おくの中から該がい当とうする人物を捜さがし当てようと……する、前に。

「おっ……お母さん?!」

「……………………な、ぬ？」

　殆ほとんど悲鳴のような朋美の声を聞いて、秋晴はすぐに思い出す。

　そうだ、この人は朋美の母親の美み佳か子こさんだ。小さい頃に何度も会ったことがあるからぼんやりとだけど覚えていたし、良く見れば確かに朋とも美みと似ている部分がちらほらと。

　──ただし、年ねん季きの違いなのか、朋美よりもさらに手に負えない雰ふん囲い気きがある、ような……？

「ちょっ、と……どうして、今日は来られないはずじゃ……」

「ああ、うん、それ嘘うそ。突然行って、朋ちゃんを驚かそうと思ったのよ」

「っ……またそんな、どうしようもない悪戯いたずらを……！」

「あら、どうしようもなくは無いわよ？　だって私は楽しいもの」

　久しぶりの再会でいきなり気け圧おされている秋あき晴はるを他よ所そに、繰り広げられる母子おやこの会話。……うん、間違いなく親子だな、この二人。昔はそこまで意識しなかったけど、基本的に性格がそっくりだよ。

　しかも朋美のヤツ、優等生演技を忘れてるって、どれだけ動揺しているんだ。

「……ちょっと秋晴っ。どういうことですの、これは？」

　驚きと呆あきれで秋晴が呆ぼう然ぜんとしていると、こそっと横に来たセルニアが小声で話しかけてきた。ほんの十数秒で蚊か帳やの外に置かれた者同士なので、二人には聞こえないよう気を付けながら聞き返す。

「……何がだ、何が」

「……彼女が朋美さんのお母様だということは存じてますけれど……あの朋美さんの態度は、どういうことですのよ？」

「……あー。あいつ、昔から母親が苦手というか、頭が上がらないというか、」

「──聞こえてますよ、秋晴くん？」

　…………細心の注意を払っていたつもりなのに、あの音量でも聞こえますか。どんな地じ獄ごく耳してんだよ。

　ただ、怒ったような目をしながらも若じやつ干かん恥はずかしそうにしている辺り、母親の前っていうのは流石さすがの朋美も意識せずにはいられないらしい。

　これはもしや……日頃の雪せつ辱じよくを果たすチャンスなのか？　今なら朋美だって強気かつ陰いん湿しつに攻められはしないはず。後で倍返しを食らったとしても、必要なのは勝利の事実、その記き憶おくがあれば大抵のことは耐えられる……！

　──が、そんなダークな思いつきを実行に移す前に。

「久しぶりね、日ひ野の秋晴君？　私の事、覚えているかしら？」

　腹はら黒ぐろさんの母こと美み佳か子こさんの視線が、いつの間にやら自分へと向けられていた。

「っ、ハイ！　そりゃあ勿もち論ろん！」

「そう、それなら良かった。朋ちゃんから話は聞いていたのだけれど……うん、大きくなったわね。昔はあんなに小さくて、色も白くて、赤いランドセルも花のワッペンも違和感なかったのに……変わるものねー」

　……わー、精神攻こう撃げきがこっちにも飛び火したー。

　懐なつかしそうにクスクスと笑う美み佳か子こさんだけど、秋あき晴はるは恥はずかしいだけで反論すら出来ない。昔、うっかり『おばさん』と呼んでしまった結果どうなったのかを思い出してしまったので、とてもじゃないけどまともに相手は出来ません……！

　非常に気まずいまま、されど目上の怖い人なので視線を逸そらせない秋晴に対し、美佳子さんは笑顔のまま近付いて来る。

「……うん、本当に大きくなった。色々と積もる話もあるのだけれど、今日はもうあまり時間が無いのよね」

「そうなんですか。ならお母さん、早くお帰りになった方がいいですよ？」

「相変わらず冷たい娘こね。でも、まあ、いいわ。お楽しみは取っておくことにしましょう」

「…………？」

　意味深しんな発言に、朋とも美みも、そしてセルニアも眉まゆを顰ひそめた。

　場の主導権をあっさり掌しよう握あくした美佳子さんは、秋晴に微笑ほほえみかけてくる。

　高校生の娘むすめがいるとはとても思えない、茶目っ気たっぷりな笑みで、




「ね、秋晴君？　今度の連休、家に遊びに来なさいな。勿もち論ろん、泊まり掛けで」




　──まるで予想していなかった言葉を言ってきた。

　しかも驚くべきことに、提案でも誘さそいでもなく、命令ですよ。どんだけ女王様なんだ、この人は。

　美佳子さんの暴君っぷりはそれだけに留とどまらず、今度はポカンとしているセルニアを見て、

「丁ちよう度ど良いわ、フレイムハートのお嬢じようさん。あなたも一緒にいらっしゃい」

「なっ……私も、ですの……!?」

「夏休みの初めに、そちらに朋ちゃんがお邪じや魔ましたでしょう？　そのお返し、という訳ではないけれど、一度招待しておこうと前々から思っていたの」

「ッ……その、お心遣づかいには感謝しますけれど……急過ぎですわ」

「そうですよ、お母さん。迷めい惑わくですから止やめた方が賢明です」

　戸と惑まどうセルニアの言葉を聞き、ここだと言わんばかりに朋美が中止を促うながした。珍めずらしいことに、あの朋美さんが必死だよ。

　娘に反対され、さてどうするのかと秋晴が固唾かたずを飲んで見守っていると、

「そう、迷惑なら仕方ないわね。でも、ねえ、秋晴君？　あなたは、迷惑かしら？」

　そんなことを問われれば、秋晴の答えは決まっている。

「勿もち論ろん、迷惑なんかじゃないです！」

　迷わず一秒で即答した。

　朋とも美みが露ろ骨こつに『裏うら切ぎったわね！』という顔をするけど、そんなの仕方ない。世の中にはヒエラルキーというものがあるんだから。

　保身に走った秋あき晴はるの答えに、美み佳か子こさんは満足げな表情になった。
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「うん、いい子ね──ああ、朋ちゃんもセルニアさんも、来られないのなら仕方がないわ。秋晴君、次の連休は私と仲良く過ごしましょう？」

「…………」

「…………ッ」

　何の挑ちよう発はつなんだか良く分からないその言葉に、二人はそれぞれの反応をした。

　朋美は、悔くやしげな表情となり。

　セルニアは、意を決したように唇くちびるを噛かみ締め。

　そして殆ほとんど同時のタイミングで、

「もう、行けばいいんでしょうっ」

「そのお招まねき、有り難くお受けいたしますわっ！」

　やけっぱちのように、参戦を宣言した。

　色の好い返事に、彩さい京きよう美佳子は楽しげに微笑ほほえみ──

「…………え？　結局、どうして、こんなことに……？」

　完全に流されただけの秋晴が呟つぶやいた言葉には、誰も答えてくれなかった。
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　泊まり掛けの外出といえば、大抵は何かしらの楽しいイベントだった。

　学年全体で行く林間学校や修学旅行、それに家族旅行や祖そ父ふ母ぼ宅への墓参りとか、決行の何週間も前から予定されているということもあって、当日は朝からテンションＭＡＸになって早起きしていた覚えがある。

　なのに今、日ひ野の秋あき晴はるはどん底に近い精神状態で、泊まり掛けのイベントに臨んでいた。

　……というか、白はく麗れい陵りように編入して以来、この手のイベントに不安を抱いだいてばかりなんですが。本来はもっとこう、わくわく楽しいものなんじゃないでしょーか？

　そんな心の中での疑問に答えてくれそうな人物はこの車内にはいないので、仕方なしに自己完結して秋晴はため息をついた。

「──全く、陰気くさいですわね。ただでさえムードを悪くする原因なのですから、少しくらいは明るく努めて貰もらいたいものですわ」

　ブルーなところに追い打ちを掛ける厳しい声は、斜はす向むかいから飛んできた。

　六人でも余よ裕ゆうな広々とした向かい合わせの後部座席には、秋晴以外に二人の同級生が座っている。向かって左斜め前にいるのが、気の弱いヤツなら顔面蒼そう白はくで顔を伏せたくなるような雰ふん囲い気きを醸かもし出しているセルニア＝伊い織おり＝フレイムハートで、ツンと取っ付きにくい表情でこちらを見ていた。

　もうかなり寒くなってきたっていうのに、薄うす手でのブラウスに膝ひざ上うえ何センチですかと訊ききたくなるようなミニスカートという服装はどうなのか。焦こげ茶色のロングブーツだけは季節にあっているものの、全体的には風か邪ぜを引いてもおかしくない薄うす着ぎ具合だった。

　けど驚くべきは、白麗陵を出て正門前で待ち構えていたこの車に乗ってから早一時間、ようやく喋しやべったのがさっきの一言だってことだ。

　ずっと無言で、しかもようやく開いた口を単発で閉ざすっていうのは、いつものセルニアらしくない。

　ただ──らしくないというなら、もう一人の同乗者もそうだった。

　車に乗る前に着ていたジャケットを畳たたんで膝の上に置いている、腹はら黒ぐろさんこと彩さい京きよう朋とも美みは、まだ一言も喋ってない。インナーを二、三重ねてスカートはミディアム丈だけと、暖かさを重視しているところまではいつも通りだけど、どことなく余よ所そ行きっぽい雰囲気が出ていた。

　これから行く所は、朋美の家だっていうのにだ。

　──『麗れい美び祭さい』の時に意外な再会をすることになった朋美の母親、彩京美み佳か子こさんの誘さそいというか命令を受けて、翌々週にあった三連休の中なか日びに『彩京邸てい訪問ツアー』は決行の運びとなった。

　娘むすめである朋美は勿もち論ろん、その場の流れなのか何なのか、セルニアのヤツまで一緒にだ。こうなるともう一人くらい大だい丈じよう夫ぶなんじゃないかと思った秋晴は、ルームメイトの大だい地ちを誘って男が自分オンリーという状況を打破しようと試みたものの、残念過ぎることに連休は法事で実家に戻る予定だそうな。

　仕方なく同行者は無しで臨んだものの……ここまで重苦しい雰ふん囲い気きになるとは。

　あとどれくらいこうして気まずい思いをしていればいいのだろーかと、秋あき晴はるは落ち着かないまま右耳の安全ピンへと手を伸ばし……

「──そろそろ、です。もう少しで着きますよ」

　それまで沈ちん黙もくを貫いていた朋とも美みが、窓の向こうに視線をやったままでそう言った。

　急に喋しやべりだしたから思わず膝ひざがビクッとなってしまい、ちょっと恥はずかしいのを隠かくしつつ秋晴は問い掛ける。

「結構時間掛かったけど、地理的にはどの辺りなんだ？」

「白はく麗れい陵りようからは距離がありましたけど、都内ですよ。閑かん静せいな住宅街で、特にめぼしい観光スポットなどはありません」

　返ってきたのは平へい坦たんな声で、うっかりしていると『へぇ、そうなのか』と思うだけで済ましてしまいそうになる。……けど、それなりに朋美のことを知っている秋晴には違うことも感じ取れて、澄すました横顔を窺うかがってみた。

　あの感じは…………何だか良く分からないけど、不ふ機き嫌げんになってる……？

　ただ実家に帰るだけだっていうのに、何だっていうんだか。セルニアが一緒だからあんな風になるっていうのはあいつの性格からしてまず無いはず。むしろ嬉き々きとして挑ちよう発はつして弄いじり倒すっていうのがいつもの朋美だ。

　どうしてこんな調子なのかまるでピンと来ない秋晴が首を捻ひねっていると、車がゆっくりとスピードを落とし始めた。

　完全に止まった辺りでスモークの貼はられた窓の向こうを見てみれば、

「……おー」

　門に『彩さい京きよう』という表札の掛かった、いかにも高級住宅って感じの家がそこにあった。

　初老の運転手さんがドアを開けてくれたので朋美に続いて外に出てから改めて見ると……うん、やっぱり大きい。今風のデザイン建築に大きな犬が飼かえそうな広い庭と、アメリカのドラマに出て来る家の雰囲気に似ている気がする。休日は家族でバーベキューしてます、みたいな感じで。

　……とはいえ、だ。

「どうしましたのよ、秋晴。そんなぼやけた顔をして」

「なんっつーか……もっと……」

「もっと豪ごう勢せいな家だと想像していましたか？」

　朋美の言葉に、秋晴は素直に頷うなずく。

　白麗陵の中でも、彩京家っていうのはかなりの大金持ちみたいな扱いだったので、てっきりどかんと洋館が建っているとか、門から家に辿たどり着くまで徒歩だと数分かかるとか、そんな風だとばかり思っていた。貧相な発想だと笑われるかも知れないけど、白はく麗れい陵りように慣れるとそういう世界がマジであるって身を以て体験するから、画えに描いたような豪ごう邸ていっていうのも決して大おお袈げ裟さな夢物語じゃない。

　なのでガッカリ……とまではいかないものの、ちょっと拍ひよう子し抜ぬけだ。

　自分がそう思うのだからドリルはどんな反応なんだろうと秋あき晴はるが隣となりの様子を窺うかがってみると、腕うで組ぐみをして睨にらむように彩さい京きよう邸ていを眺ながめていたセルニアは、

「……フン。私の趣味では無いですけれど、流石さすがにセンスの良い家ですわね」

「そーいう感想なのか？　俺おれはてっきり、もっと、こう……」

「狭い島国の、さらに狭い東京の住宅事情を考こう慮りよすべきですわ。それに確か、郊外にも豪ごう邸ていがあるとも聞いていますわよ」

「……え？　ここ以外にも？」

「ええ、会社名義の物がありますよ。社用で月に何度か使われるだけの大きな家と、都心には多忙なお義と父うさんが泊まる為のマンションが。個人の物ではないので、我が家といえるのはここくらいですけどね」

　……金持ち発言には慣れていたつもりだったけど、まだまだ底が浅かったようでした。

　いやでも、家が二つも三つもあるって、それどういうことだよ。社用とか言われても意味が分からないし、別荘とはまた違う用途っぽいし……庶しよ民みんの想像力じゃ、色々と限界があるなぁ。まるで発想がついていかない。

　秋晴が改めて世界の違いを実感していると、目の前の門が自動で左右に開き始めた。

　遮さえぎる物がなくなった視界には、向こうの方から歩いて来る人物の姿が映り──

　それが誰なのかを認識した瞬しゆん間かん、自然と秋晴の背せ筋すじは伸びていた。そわそわと落ち着かなくなって、着ているのが黒いブルゾンにやや色褪あせたジーンズで大だい丈じよう夫ぶなのかと不安に……なんか深夜のコンビニ帰りにヤンキーか警察官とバッタリ遭そう遇ぐうした中学生みたいで駄だ目め過ぎる。

　秋晴が落ち着けと自分に言い聞かせている内に、不良や国家権力の数百倍は怖い朋美の母親がすぐ近くまで来ていた。

　ゲームに喩たとえるなら間違いなくラスボス格の彩京美み佳か子こさんは、こちらを見て口元に笑みを浮かべると、

「皆、良く来てくれたわ。大したもてなしは出来ないけれど、ゆっくり過ごしていって頂ちよう戴だいね」

「あ、っと…………はい」

「こちらこそ、お招まねき有り難うございます。若くしてグループを統とう括かつし急成長させた彩京琢たく巳みさんの本邸へ招かれるとは、私個人としてもフレイムハート家の娘むすめとしても光栄ですもの。本当は手て土産みやげの一つでも持参するつもりだったのですけれど……」

「いいのよ、朋ちゃんが断ったからでしょう？　呼びつけたのは私の方だもの、もてなして当然なんだから」

　ドギマギしたまま面おも白しろくも何ともない返事をする自分と違って、セルニアはキチンと行ぎよう儀ぎ良よく礼を返していた。この辺は流石さすがというか、経験の差がモロに出たって感じがする。つーか手て土産みやげって、その発想自体こっちには無いよ。

　そして招まねかれたというか帰ってきたことになる娘むすめさんはというと……無言で母親の顔を見ていた。睨にらんでいる訳ではないものの、友好的な雰ふん囲い気きは感じ取れなくて、なんとなく傍そばにいるだけの秋あき晴はるの方がドキドキしてしまう。

　……というか、この場でボスと親しく会話出来るのは朋とも美みだけなんだから、もっとこっちを導くような小こ粋いきで軽快なトークをお願いします。セルニアですら形式っぽい挨あい拶さつ以上のことを話す余よ裕ゆうは無さそうだし、呑のまれまくりの自分は論外なんだから。

　そんな秋晴の願いとは裏うら腹はらに頼みの綱つなの幼おさな馴な染じみはノーコメントを貫いていて、美み佳か子こさんの方もそこに突っ込んでいかない。こう、親子でもっと「久しぶりね、元気だった？」「やだ、もう、お母さんってば。ついこないだ会ったじゃない」みたいな会話をして場の空気を和やわらげて欲しいってのに。

「いつまでも外にいたって仕方ないわ、早く家の中に入りましょう。そろそろ来るだろうと思って、お茶の用意をしておいたから」

「えーと……それじゃ、お言葉に甘あまえて……？」

　適当な言葉が浮かばずそんなことを言ってしまった秋晴に、美佳子さんは微笑ほほえましいものでも見るように口元を綻ほころばせる。なんだか小さな子供が背伸びしているのを見た反応っぽくて、ちょっと恥はずかしい。

　少しむず痒がゆく感じて秋晴が後頭部を掻かいていると、美佳子さんはくるりと踵きびすを返し、家の方へと歩き出した。それにセルニアが続いたので、自分も……と、足を踏み出す前に。

「……おい、どうしたんだよ？」

　気になってしまったので、こそっと小声で朋美へと話しかけた。

　すると何やら反抗的な視線で秋晴を見た腹はら黒ぐろさんは、

「……何でもないわ。行くわよ、秋晴」

　あんまり答えになってない返事をして、スタスタと歩いて母親達の後を追って行く。

　自分を置いてさっさと行ってしまうその後ろ姿に、秋晴は、

「…………なんだかなー……？」

　腑ふに落ちる答えはとんと見つからず、小首を傾かしげつつやや早足で追いかけた。
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「──全く、どういうことなのよ」

　お茶の用意をするという母親の言葉に、すぐに「わたしも手伝います」と手を挙げて、朋とも美みは母親と二人でキッチンへ向かった。

　本当はすぐにでも問い質ただしたいのを、廊ろう下かでは何かの拍ひよう子しで応接間にいる二人の耳に届くかもしれないと考えて自じ重ちようして、キッチンのあるリビングルームに入り……ドアを閉めるところまで我が慢まんしたのだから、つい声が荒っぽくなるのも仕方ないはずだ。

「あら、何がかしら？　要領を得ない質問は朋ちゃんらしくないわよ？」

　不ふ機き嫌げんさを隠かくさない言い方に対して、母の美み佳か子こは鼻歌でも歌い始めるのではと思うくらい楽しげな表情を崩くずさない。娘むすめの言動なんてお見通し、という感じがして、朋美はさらに機嫌を悪くしてしまう。

　母が自分より上うわ手てなのは百も承知だ。けれど状況に甘あまんじるかどうかはまた別の話。

　だから朋美は電熱ポットで湯を沸かし始めた母親に、お望み通りの具体的な質問を叩たたきつけてやることにした。

「『麗れい美び祭さい』が終わってから今日まで、何回電話を掛けて、何回メールしたと思ってるの？　その全部を無視しておいて素知らぬ振りだなんて、お母さんったら、ボケが始まって忘れたとでも言うつもり？」

　相手が一番嫌いやがる歳としに関わる言葉を含ませると、流石さすがにやや不満げな表情になった。いい気味だと思う。年ねん季きで負けているということは若さというアドバンテージもあるってことなのだから、それを存分に活いかさない手はない。……ただの嫌がらせだけれど。

　ともあれ、悪態をつかれた相手がどう出るのかと窺うかがっていると、ティーセットを載のせたトレイを近くへと持って来た母親はこちらを睨にらんで、

「全く、我が子ながら嫌な子ねー。ちょっとからかっただけなのに」

「……からかった？」

「大おお方かた、私が秋あき晴はる君やフレイムハートさんを呼んだ真意を聞きだそうと思ったんでしょう？　だから当日までのお楽しみ、って無言の返答をしただけよ」

　……本当に、我わが親ながら性た質ちが悪い……！

　ギリギリと奥歯を噛かみそうになるのを堪こらえ、朋美は小さく深呼吸する。相手のペースに乗ったら、その時点で負けだ。我が家とはいえ、今は相手の有利な場所。自分にとってはアウェーも同然なのだから。

　冷静に母の意図を読み切らないと、面おも白しろくない展開にされてしまうに決まっている。そんなこと、絶対にさせてやらない……！

　朋美はそう強く決意をすると同時に、沸いたお湯をティーポットに注いでいる母の背中に向けて、なるべく平へい坦たんな声を心掛けて言ってやった。

「別にお母さんが何を企んでいてもいいけどね、居心地よく過ごしているのを変に掻かき回されるのは迷めい惑わくよ。妙みような老ろう婆ば心しんを働かせるのは止やめてくれない？」

「……老ろう婆ば心しんって、また嫌いやな言葉を使うわねー。ともすれば二十代に間違われるこの私に向かって、まるで似つかわしくない漢字だわ」

「もう四十の大台に乗ってるんだから、いい加減その自覚を持ったらいいと思うな。病院で若い助手さんに言われない？」

「言われないわよ。『先生は本当にお若いですね！』とは良く言われるけど」

　そうは言っても若じやつ干かん拗すねたような表情になった母は、じろりと愛まな娘むすめを睨にらんで、

「……朋ともちゃんが何度も話題に出す二人と、ちょっと話してみたくなっただけよ。特に秋あき晴はる君は、最後に会ったのが……うわぁ、八年も前になるの？　それだけ経たって、あの気弱で優しい少年がどれだけ立派になったのか、実際に見たかったの」

「その念願は『麗れい美び祭さい』の時に叶かなったでしょ」

「あら、あんな立ち話程度じゃ大したことは分からないじゃない。それにね……ふふ……」

　言葉の途と中ちゆうで我が慢まんしきれないといったように笑い声を漏もらす母親の姿に、朋とも美みは思わず眉まゆを顰ひそめて口を噤つぐんだ。

　絶対、間違い無く良からぬことを考えているその様子に、一体何を言い出すのかと警けい戒かいしていると、

「前に言ったでしょ？『気になる男の子がいたら連れて来なさい』って」

「ぇ……!?」

「なのにちっとも連れて来てくれないから、こっちで呼んでみたのよ」

　──案の定、とんでもないことを言い出した。

「ちょっとお母さん!?　何を、そんな、勝手な……！」

「あら、それって私の早はや合が点てんってことかしら？」

「っ、そうよ！　秋晴とは、そういうのじゃなくてね──」

「ふぅん……本当に、そうなの？　私の見立てだと、『気になる』ってレベルには達していると思ったのだけれど？」

「……そ、んなの…………っ」

　まず否定しようとして、それから朋美は悔くやしげに口元を歪ゆがめてしまった。

　おのれ母め、と罵ののしりたい。これが『好きなんでしょ？』とか『誤ご魔ま化かさなくて良いのよー』みたいに言われていれば、ハッキリと否定してから母の見る目の無さについて並べ立てることも出来たっていうのに……『気になる』くらいなら、気になっているのは図ず星ぼしだから強く返せない……！

　誤魔化すという手は、下げ策さく過ぎて使えなかった。母には『麗美祭』の時、秋晴とセルニアの三人で話している場面を見られている。それだけではどこまで察することが出来るかは不明だけれど……あの時、出るタイミングを測っていて話を聞いていたという可能性は拭ぬぐえない。おまけに、見合いの席に秋晴を連れて行ったことも耳に入っているはずだ。

　それなのに『全く気にしてません』と言うのは藪やぶ蛇へびで、相手にどうぞ突いてくださいと身を差し出すようなもの。少なくともそんなことを自分が言われたら、嬉き々きとして攻こう撃げきする。

　……悔くやしいけれど、ここは引くしかない。

　軽く下した唇くちびるを噛かんだ後、朋とも美みは紅茶の準備を整えた母親の上じよう機き嫌げんな横顔に向けて、

「……もう、あんまりはしゃがないでよね。わたしの我が慢まんにも限界があるんだから」

「別にいいのよ、我慢なんかしなくっても。澄すましたお嬢じよう様さましてる朋ちゃんより、小こ憎にくたらしい元気な朋ちゃんの方が私は好きだもの」

「それじゃ、色々と困るでしょ。白はく麗れい陵りようの生徒だし、お義と父うさんだって」

「琢たく巳みさんがそんな器の小さい人なら即離り婚こんだから安心なさいな」

　そんな爆ばく弾だん発言を、嬉うれしそうに話す。

　我わが親ながらとんでもないなと思い、朋美は大きなため息をついた。
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　たったの数分間とはいえ、他人様の家でアウェーな二人だけになるっていうのは落ち着かないものだと、秋あき晴はるはしみじみと実感していた。

　応接室のソファーは二つ、詰めれば四人掛けも可能なサイズの物が向かい合わせで設置されていて、秋晴はそこにセルニアと並んで座っていた。

　それはまあ、順当だと思う。親子二人が横並びになる方が自然だし、客の自分達が一つのソファーに納まるのも当然だ。

　……でも、こうして二人だけにされていると、何だか妙みような感じがして、ちょいとばかり緊張してしまうのも事実だったりした。

「…………」

「…………」

　何か話した方がいいのかなー、と思いはするものの、秋晴は何も言えない。隣となりのセルニアからも、似たような空気が伝わって来るので、余計に口を開き難にくいし。

　そもそも、改めて考えてみると……セルニアと落ち着いて話をすることなんて、滅めつ多たにないことだしなぁ。用があるとか難なん癖くせつけられるとかそんなのばっかで、クラスメイトとはいえ毎日会話している訳でもない、と。

　だからこうして、ただ間まを埋うめるための会話となると、一体何を……

「──そういえば、貴方あなた」

「…………おぉ？　何だ？」

　途と方ほうに暮れかけていたところを話しかけられて、秋晴は安あん堵どしつつもちょっとだけ驚いた。なんかこう、年頃の娘むすめと久々に向かい合っているお父さんの気持ちが分かった気がするなー。話題を振られたのは嬉うれしいんだけど、不意打ちを食らったみたいで凄すごいドキドキする。

　それを表に出さないように注意しつつ顔を上げてみれば──普段とは少し違う、やや大人おとなびたというか緊張感のある横顔がそこにあった。

　視線をソファーの間にあるガラステーブルに落としたまま、セルニアは、

「朋とも美みさんのお母様……彩さい京きよう美み佳か子こさんと、面識があるんですわね？」

「あー……まあ、そうだな。つっても、小さい頃に何回か会ったことがあるだけだが……」

　その割に強く印象に残っているのは、あの朋美の母親だっていうのと──……

「……どうしましたの？　急に、窃せつ盗とうした罪の意識に苛さいなまれたような顔をして」

「そんな顔してねぇっ！　……いや、美佳子さんのことで、ちょっとな」

「…………何かありましたの？」

　セルニアが怪け訝げんそうに訊たずねてくるのも尤もつともなので、秋あき晴はるは仕方ないと腹を括くくった。今いま更さら、一つや二つ恥はじを晒さらす程度が何だって言うんだこの野や郎ろう、って感じで。

「昔、虫歯が出来た時にあの人の所に連れて行かれたことがあるんだよ。麻ま酔すいかけてくれなくて、すっげぇ痛かった記き憶おくが今でも薄うつすらと残ってるんだ」

「そういえば……歯科医をなさっていたんでしたわね」

　納得したようなセルニアの言葉に、もう少し詳くわしい状況を話そうとし、

「──あら、今でも歯科医は辞やめてないわよ？」

　その矢先、応接間のドアが開くとのほぼ同時にそんな声が差し込まれてきた。

　反射的に視線を向ければ、ティーセットを載のせたトレイを持った美佳子さんと、その後ろにシフォンケーキの皿を持つ朋美の姿が。

　この前もそうだったけど、なんつータイミングで現れるんだ、この人は。どこかに監かん視しカメラがあって、モニターで見ながら出待ちでもしてるのか？

　秋晴がそんな想像をしていると、ティーセットをテーブルに置いた美佳子さんはこちらへ向けて意味ありげな笑みを見せた。

「うちではね、初めて虫歯の治療する子供相手には極力麻酔は使わないのよ。でないと歯磨みがきの重要性を理解してくれないでしょ？」

「確かに……そうかもしれませんわね」

「『こんなに痛い思いをしたくなければ、ちゃんと歯磨きするように』って言い含めて、それに頷うなずいて貰もらってようやく治療は終了なのよ。秋晴君の時もそうだったでしょ？」

「……ええ、そうっすね」

　その時のことは秋晴もちゃんと覚えていた。何せ歯医者に行ってから数日間、泣いて懇こん願がんしてもマスク越しに笑って『どれだけ謝っても止やめてあげないから、観念しなさい』と楽しげに囁ささやく美佳子さんという悪夢を見る羽は目めになったので。むしろ忘れたいところだけど、たぶん老人になっても覚えていそうな気がする。

　ややげんなりとソファーに沈み込んで……しかし秋あき晴はるはすぐに、やや前のめりに体を起こすことになった。

　何しろ、美み佳か子こさんがティーカップに紅茶を注ぎながら言った言葉が、

「そうそう、琢たく巳みさんと初めて会った時も同じようなことを話した気がするわね」

「へ？　その人って、確か……」

「お義と父うさんですよ」

　こちらの答えを裏付けるように言った朋とも美みは、視線の温度をやや生なま温ぬるくして母親を見ていた。まあ身内の話っていうのは娘むすめの立場からすればこっ恥ぱずかしいのかもだ。かといって、止やめて欲しくてもそう訴えて聞いてくれる美佳子さんじゃないから、言うだけ無む駄だだし。

　でも秋晴には少なからず興味ある内容だ。シンデレラストーリー……とは少し違うけど、何をどうすれば町で評判の女歯科医が資産家の妻になるのか、気にならないっていう方が変わっている。

　当然、ゴシップ好きな上育科生であるところのセルニアも同じ意見のようで、期待に満ちた目を美佳子さんに向けていた。

「勤めていらした歯医者に、彩さい京きよう琢巳さんがいらっしゃったんですの？」

「ええ。仕事が忙しくて虫歯があるのに気付いていたのに放置して、我が慢まん出来ないくらい痛くなってようやく歯医者に掛かる気になったんですって。虫歯の酷ひどさにも呆あきれたけど、それよりも彼が『出来るだけ手短に治ち療りようしてくれませんか？　この後も仕事がありますので』なんて言うものだから、呆れたわね。おまけに『長距離移動の途と中ちゆうに来たので、ここには通えませんからカルテをコピーして下さい』ですって。酷ひどい言い草ぐさよね」

　大した仕事への情熱だなぁ、と秋晴は思うところだが、美佳子さんはまるで別の意見だったようで、

「だから麻ま酔すい無しで泣き言にも付き合わずに治療してあげた後、こう言ってあげたのよ。『とりあえず処置はしましたが、あなたのように自分の歯の管理も出来ない人の為に歯の磨みがき方から教えてあげます。最低でも一日一回磨くこと、それが出来ないのであれば今ある歯を全部抜いて総入れ歯にしてあげますから、また来て下さい』──って」

「…………」

「…………」

　あまりのセリフに、秋晴だけでなくセルニアも絶句していた。ただしセルニアと自分では抱いだいた感想が違うと思う。

　昔のこととはいえ、当時の美佳子さんを知っている身としては『あー……言いそう、それくらいは言いそう』という納得混じりだ。美人で物腰ごしも柔やわらかなのに、子供達の間では畏い怖ふの象徴みたいな人だったし。

「それで、えーっと……琢巳さん、怒らなかったんですか？」

　何と呼べばいいか迷った末に名前で言うと、美み佳か子こさんは楽しげに微笑ほほえんだ。

「それがね、きょとんとして、ろくに話もせずに帰ったのよ。なのに次の週にもうちに来て『あの、総入れ歯ではなく、普通に前回の続きをお願いします……』なんて言うものだから、思わず吹き出しちゃったわ」

「……どうして琢たく巳みさんは、再び来院することにしたんですの？」

「勿もち論ろん、私に惚ほれたからに決まっているでしょ？」

　自信満々に言い切る辺りは、なんかもう流石さすがとしか。

　無む駄だに自信を撒まき散らすことには定評のあるセルニアですら、美佳子さんの発言には大きな目をパチパチさせるばかりっていうのが、如い何かに凄すごいことを言ったのかの証明になるんじゃないかと思う。

「歯の治療が全部終わったら、もう来る理由が無くなるじゃない？　だからあの人ったら、最後の日に告白してきて……面おも白しろかったわねぇ、あれは」

「お母さん、少し喋しやべり過ぎですよ。お義と父うさんの立場も考えてあげたらどうです？」

「いいのよ、そんなこと。プロポーズを受ける時にも、『私はあなたの都合に合わせるつもりはありませんけど、それでもいいのなら』ってちゃんと言っておいたもの。立場が悪くなるというのなら、それはあの人の見る目がなかっただけの話よ」

　……さらりと、とんでもない発言するよなぁ、この人は……

　それでも秋あき晴はるが呆あきれではなく感嘆の吐と息いきをついてしまうのは、こういう人だと少なからず知っていたからだ。

　資産家に見み初そめられたから増長したとか、上流階級の人達にあてられたとか、そういうことじゃない。近所の歯科医師さんだった頃から、ずっとこんな感じだ。女王様気質とでも言えばいいのだろーか？

　……そして朋美の義ち父ちは、会う前から相当にアレなイメージになってしまったけど、本当にいいのか。世界に名高いコングロマリットのトップが、スタートから妻つまの尻しりに敷かれているっていうのは、流石に世間体ていとしてまずそうな気がするんだが。

　つい微び妙みような顔をしてしまう秋晴だけど、朋美はもっと微妙な顔になっていた。両親の話がこんな展開になると、こいつでも優等生演技なんてしていられなくなるってことか。

　強い母親を持つと大変だなぁと思いながらシフォンケーキをパクついていると、

「──そういえば、秋晴君が初めて家に遊びに来た時のこと、覚えているかしら？」

　延焼するようにこっちへ話題が振られてしまった。同時に過去の記き憶おくも瞬しゆん間かん解かい凍とうされて、秋晴は甘あまいはずのミルクティーを苦々しく飲み下す。

　ここで『覚えて無いっすよー、何のことっすかぁー？』って感じに明るくチャラけて対応出来るなら、笑い話に持って行けるのかもしれない……が、そんなの無理です。

「あー、はい、覚えてます。確かあれだ、公園で転んで肘ひじを擦すり剥むいて……」

「そう、血が出ちゃってたわね。あと、泣いていたかしら？」

「……余計な補足ありがとうございます」

「情報は正確な方がいいのよ。別に恥はずかしい事じゃないわ、まだ小学生になってなかったものね」

　懐なつかしそうに目を細めて美み佳か子こさんが言う通り、あの時はまだ幼よう稚ち園えん児じだったはず。

　でも、幼稚園児だからって、男が女に追いかけ回されて泣くような醜しゆう態たいを恥ずかしくないとは言えないっての。しかも泣いたまま他人様の家まで連行されて、しばらく目撃していたご近所のお母様方の視線が生なま温ぬるかったし……

「追いかけっこで必死に逃げていたら転んじゃったのよねぇ。鬼おにだった朋ともちゃんが責任取って、家に連れて来たのよ？」

「……わたしは二人ほど良く覚えていないので」

　そう答えたヤツが嬉き々きとして追っかけてくるのが怖くて、足下がお留る守すになって転ぶようなこともあった訳だ。というか、あの『余計なこと言うんじゃないわよオーラ』から察するに、ちゃんと覚えていやがるな、あいつ。

　結局、静観するしか手立てのない秋晴が首くび筋すじを指で掻かきながら視線を逸そらすと、

「…………？」

　珍めずらしいことに、セルニアのヤツが眉まゆ根ねを下げて微び妙みような表情をしていた。なんというか……面おも白しろくないのを、無理に誤ご魔ま化かしているような……？

　あれで意外に社交性の高いセルニアがこんな顔をするっていうのは、かなり珍しい。

　ひょっとして、一人だけ話に接点が無いから疎そ外がい感かんでも覚えているのか？　休んで行けなかった遠足の話でクラスメイトが盛り上がっているのを、傍そばで聞いているみたいな感じで。

　いやでも、パーティーとかだと他人の自じ慢まん話を延々聞かされても嫌いやな顔一つ出来ないって、前にセルニア自身が言っていたし、もっと別の理由が──

「そういえば、三人は同じクラスなのよね？　フレイムハートさんは幼稚舎しやから白はく麗れい陵りように通っているって聞いているけれど、新体制で男女混合になってからクラスの雰ふん囲い気きはどんな感じなのかしら？」

「ッ……そう、ですわね。基本的には上育科の方々同士、従育科は従育科で話をすることが多いので……」

　秋晴が他の可能性を考えようとした時、美み佳か子こさんがセルニアへ話を振った。

　ひょっとすると、ドリルが孤立している状況を目め敏ざとく見て取って話題を変えたのかもだ。人のことを弄もてあそぶ意地悪な部分はあっても、そこは大人おとなだし。

　まあそのせいでセルニアの表情から気になる『別の理由』を読み取ることは出来なくなった訳だけど、それは些さ末まつな問題だな。固くなってらしく無いセルニアがようやく会話に加わって表情も解ほぐれて来たんだから、そっちの方が重要だ。

　大体、あのまま話が続くと、過去に見聞きされた恥はずかしい体験の話にいつ及んでしまうか分かったもんじゃないから、そう言う意味では秋あき晴はるとしても助かっ──

「……あと、どこかの庶しよ民みんが編入して来てからは妙みような揉もめ事が多くなって、私達からすれば良い迷めい惑わくですわね」

「あら、秋晴君が絡からんでいるトラブル？　そういえば私も小耳に挟はさんだわね、あのハディム家の令れい嬢じようが手て籠ごめにされたとか、スフォル王国のお姫ひめ様さまに奴ど隷れいが出来たとか」

　……まるで助からない話に流れ着いていた。

「いや待って!?　俺おれ、外でどんな犯罪者兼低層扱いされてんだ?!」

「別にいいんじゃないですか？　半分以上は事実ですし」

「事実じゃない部分が目め白じろ押おしだし、百歩譲ゆずったとしても表現に問題が有りすぎる！」

「あとは、桜おう沢さわみみなさんや理事長、それに中等部のエストーさん達とこそこそ何かをしているという証言から、節せつ操そうなしで最低なロリコン男って言われてますよ？」

「待てっ、挙がった名前の内二人は俺より年上だしピナとも一歳さいしか違わないし、そもそも節操なしって言われるようなことは何一つしてねぇ！　誰だその事実に基づいた勝手な予想を垂たれ流してる厄やつ介かいなヤツは!?　……って、ドリルお前っ、今目を逸そらしただろ！　何か知ってやがるな?!」

「しっ、失礼な言いがかりは止やめて貰もらいたいものですわ！　それから貴方あなた、また私の高貴かつ洗せん練れんされた髪かみ型がたを侮ぶ辱じよくしましたわねっ!?」

　真まっ赤かな顔をして怒ど鳴なり散らしてくるセルニアだけど、怒っていいのはこっちのはず。それに微び妙みように視線が泳ぎやがったし、絶対有罪だろこの掘くつ削さく機き系スピーカー女め。

　美み佳か子こさんは楽しそうに笑ってるし、朋とも美みは手頃な獲物を見つけた時の目になっていやがるし……なんだこの状況は。話題が変わってホッとしてたっていうのに、急展開で渦か中ちゆうのど真ん中にいるってどういうことですか。

　最も早はや思い出話とか近況報告とかそんな空気では無くなった応接間で、理り不ふ尽じんな噂うわさの人になってしまった秋晴はどうにか反はん撃げきしようと隣となりを睨にらみ、

「大体だな、俺はいつも巻き込まれているだけで自発的にやっちまった訳じゃないだろーが！　それに揉め事っていうなら、お前と朋美の諍いさかいの方が問題だろ！」

「私の何が悪いと仰おつしやるつもりですのよっ?!　どんな時であろうと正々堂々と臨んでいるこの私が非難されるようなことなんて、一つとして有りませんわ！」

「どうしてそこまで大口叩たたけるのかむしろ不思議だけどな、お前の罪状なんていくらでもあるだろーが！　先週だって、お前等らが食堂でギャーギャー騒さわいでいたのに、何な故ぜか俺が怒られたんだぞ、俺がっ」

「ッ、その件は……そう、ウエイターの貴方あなたがやんわりと窘たしなめなかったからですわよ！」

「お前が暴れるから落ちたフォークを回収してたっつうのに、覗のぞきの濡ぬれ衣ぎぬを着せた挙げ句に張り倒しやがった張本人がそれを言うなんて地球スケールに留とどまらないくらい凄すごいな！」

「なっ……良く分かりませんけれど、今のは褒ほめていませんわねっ!?」

「いやすぐに気付けよ！　あと近い、危ないくらい近いから離れろっての！」

　今にも襲おそいかかってきそうな勢いで身を乗り出してくるセルニアは、残念なことに秋あき晴はるの顔が熱あつくなっている原因を悟さとってくれない。むしろ目つきは鋭くなる一方だ。頼むからもう少し自分の容姿と異性との距離感について考えてくれって叫びたくなる。

　助け船を求めて身を仰のけ反ぞらせながら彩さい京きよう親子に視線を送ると、片や微笑ほほえましい光景でも見るかのように笑っていて、もう片方は…………？

　かなり切迫した状況だったのに、秋晴はつい、朋とも美みの表情に気を取られてしまった。

　──なんであいつ、不ふ機き嫌げんそうな顔してんだ？

　いつものパターンというか、朋美の性格を考えれば隣となりにいる母親と同じく『さあ、これをどう弄いじくってより面おも白しろくしてやろうかな〜』という厄やつ介かい極まりない表情をしていておかしくないのに。少なくとも、この状況を第三者として楽しめないヤツじゃ無いはずだ。

　……さっきのセルニアといい朋美といい、なんだか今日はどこかおかしいような──

「ッ、挙げ句に無視とはいい度胸ですわねっ!?」

「え？　いやこれは違……」

「問答無用ですわっ！」

　真ま面じ目めな思考に移ろうとしたところにセルニアの顔がドアップで視界に入り、しかも胸むな座ぐらを掴つかまれそうになって、

「……おぅわぁっ!?」

　仰け反って逃げようとした拍ひよう子しにソファーから転げ落ち、秋晴はかなり格好の悪い姿を見せてしまった。

　醜しゆう態たいに恥はじ入り、頭を掻かきながらソファーに座り直した時には、朋美はさらに不機嫌そうにむすっとして……

　何が何やらさっぱりな秋晴に出来ることといえば、余計な反抗はせずにセルニアの怒りの言葉を受け止めるくらいしか無く、諦あきらめの吐と息いきをついた。





◆　　　　　　　　　　　　　◇






　応接間に案内されてから、恐らく小こ一時間は経たったんじゃないかという頃。

「──そうだ、折せつ角かくだからアルバムでも見たらどう？」

　ケーキも食べ終え、ティーコゼーで保温をしてあった紅茶もすっかり無くなり、会話もなんとか落ち着いてきたタイミングで、美み佳か子こさんからそんな提案があった。

「アルバム……別にいいですけど……？」

「私も構いませんわ」

「あ、俺おれも」

　先に二人が頷うなずいていて、特に拒否する理由も無いので秋あき晴はるが気軽に賛同すると、美み佳か子こさんは年ねん齢れいを感じさせない無む邪じや気きな笑みを浮かべた。

　……経験上、その笑みには警けい戒かいせざるを得ない。娘むすめがその種の笑顔の時は、大抵ろくでもないことに巻き込まれるので。

　まあでも、外ならともかく家の中で変な騒そう動どうなんて起こしはしないか、と秋晴が気を取り直していると、

「じゃあ、アルバムを……いえ、持って来るよりは朋ともちゃんの部屋に行った方がいいわね。何冊もあるし、片付けるのも面めん倒どうだから。それと──フレイムハートさん」

「はい？　何ですの？」

「紅茶を淹いれ直そうと思うのだけど、折せつ角かくだから手伝って貰もらえないかしら？」

「あ、そういう仕事なら俺が……」

　こういう時こそ従育科生としての働き所だと秋晴が立候補するも、美佳子さんはあっさり首を横に振る。

「気持ちは有り難いけど、ティーセットを選ぶところからお願いしたいのよ。秋晴君もそれなりに学んではいるでしょうけど、本場で生まれたフレイムハートさんにはまだまだ敵かなわないでしょ？」

「そりゃあ……確かに」

「フン、例え十年学んだとしても私の知識とセンスには及びませんわ！」

　やたら嬉うれしそうなセルニアの声がちょいとむかつくが、事実だろうから言い返せない。本場で生まれた癖くせに温泉好きの熱海あたみっ子なドリルの発言だと思うと、どうにも納得出来ない部分が残るけど。

　ともあれ、やる気に満ちた声を聞いた美佳子さんは胸の前で両手をそっと合わせ、

「良かった、手伝ってくれるのね？」

「ええ、当然ですわ。英国とフレイムハート家の名を汚けがさぬよう、精一杯努めさせて頂きましてよ」

「それはそれは、とても心強いわね。じゃあ暇ひまな朋ちゃんと秋晴君は、先に部屋へ行ってらっしゃいな」

「……………………ええ、分かりました」

　じっと母親の顔を見ていた朋とも美みは、小さく唇くちびるを動かした後で返事をした。

　……ルームメイトの大だい地ちならばともかく、秋晴には読どく唇しん術なんて離れ業わざは出来ない。だから確信なんてちっとも持てないが……朋美のヤツ、口の中で『そういうことね』って呟つぶやいていた、ような……？

　もし当たっていたとしてもさっぱり意味が分からない。もう少しヒントをくれるか、さっきのシーンを再生した上に字幕スーパーをつけてくれるかしないと無理。

　これは気にするだけ無む駄だだと割り切り、秋あき晴はるはソファーから立ち上がった。

　同じタイミングで立った朋とも美みが先導するようにドアの方へと向かい、それからちらりとこちらを見て、

「それじゃ、わたし達は一足先に行きましょう？」

　相変わらずコロッと態度を優等生モードに変えてくる朋美に、秋晴は軽く「了解」と返して付いて行くことにした。

　応接間を出て、階段を上り二階へ向かう途と中ちゆうで『せめて今使っていたティーセットと皿をキッチンまで運ぶくらいはした方が良かったんじゃないか』と気付くけど、流石さすがにもう遅いか。今から戻っても、きっと余計な気を遣つかわせたと思われるだけだ。

「……もう少し気配り出来るようにならないとなぁ……」

「何よ、突然。お母さんの相手で気疲れしたっていうなら分かるけど」

「そこはあれだ、いつも誰かさんの相手をしていて耐性があるから大だい丈じよう夫ぶだった」

　思わず口に出た呟つぶやきに反応されてしまったので軽口で返し──それから、秋晴はハッとして前にいる朋美を見上げた。

　不意を突かれたからうっかり言ってしまったけど、これはカウンターで三倍返しが来るパターン……しかも階段という、不安定かつデンジャラスな、一歩間違えば大怪け我がに繋つながる場所での失言……！

　この危険地帯で自分が出来ることといえば後の先を取っての謝罪しか無いと、秋晴は振り返るだろう朋美へと──

「……………………おや？」

　てっきり不ふ敵てきな笑みを浮かべてこちらを見下ろして来ると思ったのに、朋美はそのまま階段を上り続け、秋晴のことを顧かえりみようとしなかった。

　自分の発言が聞こえなかった……ってことは、無いはずだ。さっきの呟きが聞こえたのなら、それは無い。

　相手は『やられたことは三倍返し』の精神に定評がある朋美なだけに、流石に気になる。

　どうしたんだろうと考えているうちに階段を上り終え、朋美の後に続いて、秋晴は廊ろう下かを右に折れた先にあった部屋へと入った。

　昔も朋美の部屋に案内されたことはあるけど、それは再さい婚こん前の一般庶しよ民みんだった頃の話だ。世界規模の上流家庭にグレードアップした現在はというと、

「……随ずい分ぶんとまあ、シンプルな部屋だな」

　お嬢じよう様さまイメージに則のつとってピアノやら天てん蓋がい付きのベッドやら置いているのかと思ったら、ごく普通の家具とミニコンポがあるだけだった。一応、どれもそれなりに値が張りそうな雰ふん囲い気きはあるし、ベッドはセミダブルでささやかな贅ぜい沢たくって感じはするが、それだけだ。

　暖色系の壁紙が貼はられていて、鏡きよう台だいの横や本棚だなの一部にぬいぐるみが置かれている辺りが『女の子の部屋』って気もするけど、大金持ちの娘むすめさんの部屋ってイメージとは全く違う。

「誰かを招くことなんて考えて無いから、こんなものよ。それにわたし自身、白はく麗れい陵りようで寮りよう生活をしている時間の方が長いんだもの。これだけ揃そろっていれば十分でしょ？」

「いやそういう意味では十分過ぎるが……」

「いいから、あんまりジロジロ見ないの。ほら、そこのクッション使って」

　部屋の隅すみに置かれたクッションを指しつつ、朋とも美みは本棚からいくつかのケースを引き抜いた。その内の一つにどこか見覚えがあって、秋あき晴はるは座り込みながらいつ見たのだったかと眉まゆ根ねを寄せ……割と簡単にそれを思い出した。

　あれは確か、夏にあった従育科試験でセルニアの家に泊まりに行った時、朋美が持参して来たアルバムだ。思い出したくない醜しゆう態たいが満まん載さいの、レア過ぎてマントル層に投げ込みたくなる一品だから忘れる方が難しい。

　そんな厄やつ介かいな物を目の前に出された以上、叶かなわないだろうなと思いながらも秋晴は言わずにいられなかった。

「……なあ、そこに納まっている俺おれの写真、持って帰っていいか？」

「あら？　焼き増しならしてあげるけど？」

　丁てい寧ねいな手つきでアルバムをケースから出しながら朋美は言うが、口元が笑っている。こちらの真意が分かっているのが丸分かりだっていうのに、なんという底意地の悪さか。

　そこで『性しよう悪わるにはもう頼まない』とか『そんな態度を取ると後悔することになるぞ』とか言える性格なら良かったのだが、残念な己の性格は良く理解している。

　だから秋晴はほぼノータイムで、

「ネガごと焼しよう却きやくか裁断機に掛けてくれると、きっと幸せになれると思うんだよ。主に俺が、或いは俺以外の誰かも。つーことで、どうか一つお願いします！」

「……いきなり土ど下げ座ざ準備までされると、流石さすがにどうしていいか分からなくなるものねー……」

　呆あきれ混じりの声を出す朋美だけど、これが新時代を賢かしこく生き抜くスタイルというヤツなので、弄いじる気が失せたのならこっちの勝ちだ。いやまあ、代だい償しようとして人として大事な何かをまるっと失っている気がしなくも無いが。

「いいわ、一つ一つチェックした後で欲しい写真は渡してあげる。ネガは渡さないけど……妥協案としては十分じゃない？」

「不必要に焼き増さないのが前提だよな？」

「疑り深いわねー……仕方ない、約束してあげるわ。個人的に焼き増すことはあっても、秋晴の立場を不利にするような使い方はしないわよ」

「おお……」

　奇き跡せき的に交渉成立した。そもそも昔の写真で脅おどされる可能性があるってのがおかしいのかもしれないけど、これは価値ある勝利といえるはず。夏の熱海あたみでアルバムを見せられた時は、そのまま夜の海に船を浮かべて旅立とうかと思うくらい現実から遠ざかりたくなったんだし、あんな機会が減るのはとても有り難い。

「例えば……ほら、これなんてどう？」

「んー？　どれだよ、見せてくれ」

　半年以上に渡って騒そう音おんに悩まされていた近所の工事が終わったのと同じくらい清すが々すがしい気分で、秋あき晴はるは朋とも美みが開いたアルバムを横から見た。

　映っていたのは、ウサギの着ぐるみを着込んで笑っている──

「どおぁっ!?　だっ、没ぼつ収しゆう、こんなの没収！」

「えー、どうして？　なかなか可愛かわいらしい写真じゃない？」

「十代半なかばとなった今の俺おれには自分専用の精神攻こう撃げきアイテムでしかねぇよっ！　いいからそれを……って、隣となりのそれはっ!?」

　学芸会か何かで着る羽は目めになった着ぐるみをとても嬉うれしそうに纏まとった幼い頃の自分という、正視するにはもう十年くらいの経験値が必要そうな写真の横には、女友達と砂場で人形遊びをしている致ち死しクラスの猛もう毒どく写真が。

　しかもページを捲めくって見てみれば、その二枚だけじゃなくてちらほらと恥はずかしい内容の物が貼はられていて、

「それも、あとこれもっ！　つーかお前、なんで自分が映ってない写真をこんなに持っていやがる!?」

「だって、撮とったのはわたしだもの。これも記念のうちでしょ？」

「記念にするならもっと美しい思い出にしろよ！　どうしてこんな、記き憶おくの片かた隅すみに仕し舞まい続けていた方が幸せな内容ばっかり残してんだ?!」

「当時は楽しげに撮られていたんだから、別に問題は無いはずよ。あ、ほら、これなんかもなかなかに素す敵てき」

「おまっ、それは本気でまずいって──っ!?」

　アルバムから引き抜いた写真を目にして、秋晴は頭に血が上りすぎて逆に貧血を起こしそうになった。あれは、あれだけは他人に見られたら終わる。何も知らない子供の時分に、ちょっとしたアクシデントがいくつにも重なって間違えて母親の下着を穿はいて来てしまった日の──って、いつの間に写真撮ってやがったんだこの腹はら黒ぐろ魔ま女じよは……！

　おのれ、さっきの甘あまい言葉は奇跡的に優しさが満ち溢あふれたとかじゃなくて、今日この場で決定的な上下関係を確立する気か。

　単にからかわれているだけという説もあるけど、どっちにしろあんな爆ばく弾だん写真が白はく麗れい陵りよう関係者に見られたら終わりだ。しかもここにはセルニアもいるんだから、何かの間違いで見られたら死ねる、本気で人生終了のお知らせになりかねない……！

　朋とも美みのヤツは楽しそうに写真を口元にやって微笑ほほえんでいるが、もう悠ゆう長ちように座って談判なんかしていられない。

　クッションから腰こしを浮かせた秋あき晴はるは、ゆっくりと写真の方へ手を伸ばしながら、宇宙人と第二次接近遭そう遇ぐうする科学者のような心持ちで、

「……オーケー、分かった。過日の思い出をこうもピンポイントで納めているお前の才能は大いに認める。だからそれをこっちに渡すんだ」

「ふふ、どうしようかなぁ。ねえ、交換条件で何をして貰もらえばいいと思う？」

　それをこっちに訊きく辺りが腹はら黒ぐろのいやらしさだけど……今回ばかりは、その余よ裕ゆうたっぷりな態度が命取りだ。

　何しろこっちは背はい水すいの陣じんどころか陰かげ腹ばらを切るくらいの覚かく悟ごでいる。流石さすがの朋美も、男なら絶対に退ひけないギリギリのラインは分からなかったらしい。逆の立場なら憤ふん死ししそうな勢いで掛かって来るだろうに。

　その油断をここで見み逃のがしたら一生の恥はじになりかねないと、秋晴は意を決し──

　伸ばしたこちらの手から写真を遠ざけようとする朋美へと飛びかかった。

「ぇ……きゃっ!?」

　この奇き襲しゆうに流石の朋美も驚きの声を上げて後ろに倒れ、秋晴はその上にのし掛かるような形になりながらターゲットの写真へ手を伸ばす……が、惜おしいところで空から振ぶった。

　くそう、すぐに動けば取れたかもしれないのに、押さえ込む際にびっくりするくらい華きや奢しやな感かん触しよくがあったせいで行動が遅れた。

　倒れたまま万ばん歳ざいをするように両腕うでを頭の向こうへとやった朋美は、目をパチパチさせつつこちらを見て、
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「ちょっと秋晴っ。そんな強きよう硬こう手段に出たら、さっきの約束無しにするわよ?!」

「うるせぇ、どう言おうとここだけは退けるか！　そんな写真とネガを残して安あん穏のんと生きていける程ほど図太い神経してないんだよっ」

「や、もうっ……！」

　どうにか逃れようと試みる朋美だが、この体勢じゃまず無理だ。男女の体格差もあるし、腰こしの辺りもしっかりホールドして覆おおい被かぶさっている以上、体を起こすことすら出来ないはず。

　リーチはこっちの方が長い訳だし、奪うのは時間の問題だ。顔を赤くして睨にらんでくるけど、最も早はや勝利は動かない。さっきみたいな不覚はもう無しだ。

　秋晴は余よ裕ゆうの笑みを浮かべ、慎しん重ちように朋美の手から写真を奪い、手の中で握にぎり潰つぶしつつポケットに仕舞う。これは後で念入りに焼しよう却きやくし世の中から消すとして……今はまだ、他にやることがある。

「……さあ、次はネガだ。ネガを寄越すといい」

「っもう、生意気な……！　こんなことをして、大人おとなしく渡すとでも思ってるの？」

「渡さないというのであれば、こっちにも考えがある。お前が首を縦たてに振って神しん妙みようにネガを提出したくなるまで──くすぐり続けてやる！」

「な……!?」

　言ってて馬鹿だなぁと思わざるを得ないセリフだけど、組み伏せた朋とも美みの抵抗が増した辺り効果は上々だったらしい。

　昔、そっと背中を指でなぞる遊びがクラスで流は行やった時、朋美はかなり過か剰じような反応を見せていたから『もしかしたらくすぐったいのが苦手なのかな』と思ったが、どうやら大当たりだったようだ。

　今こそ下げ克こく上じようの時と、秋あき晴はるは焦あせりの表情を浮かべる幼おさな馴な染じみへ向けて笑みを作り、

「くくく……さあ、渡すなら今の内だぞ？」

　言いながら、そっと脇わき腹ばらの辺りを指先で撫なでてみたところ、

「ひゃんっ──!?」

　うん、期待以上の反応。背中を仰のけ反ぞらせるように上体が跳はねて、危うく上にいるこっちがバランスを崩くずすところだった。

　ほんの軽い一いち撃げきだったのに目めの端はしに涙なみだを浮かべた朋美が悔くやしそうに睨にらみつけてくるけど、そんなのにビビってなんかいられませんって。

　未いまだかつて、朋とも美み相手にここまで優位に立ったことなんて一度もない。記念すべき革命の日だ。一歩間違えればフナムシ以下の存在に転落する危機も控えている……って分かっているのに、笑いがこみ上げてきてどうしようもないなぁ。カタルシスの快感って、こういうことなのかもだ。

　それに、あくまで強気の態度を崩くずそうとしない腹はら黒ぐろさんだけど、頬ほおを赤くしてこちらを見上げている姿には何の脅きよう威いも感じられない。こうなれば最も早はやただのか弱い女子高生、常日頃からメイド教師に絞しぼりに絞られている自分に敵かなうはずもないのだ。

「さて、いつまで抵抗出来るんだろうな。早く降参した方がいいんじゃないか？」

「……誰が、そんな脅おどしなんかに……ていうか、秋あき晴はるってばキャラがおかしいことになってるわよ……！」

「人としての尊厳が掛かっているんだ！　さあ、ネガを渡すと約束して保管してある場所を言わないと、あと何分かしたら部屋に来るセルニアに醜しゆう態たいを見られることになるぞ？　それでもいいのか？」

「むしろあなたの方が見られることに危険を感じなさいよっ」

　確かに、この現場を勘かん違ちがい暴走女王に押さえられたら、こっちとしても面めん倒どうなことになる。

　早くカタをつけねばと焦あせりを覚えた秋晴は、脅すように脇腹の近くに指を這はわせて、目で再度訴える。イメージとしては、ナイフや銃じゆう口こうで首の後ろを軽く突く感じで。

　現実はかなり間抜けな画えだろうが、ちゃんと効果はあって、押さえている体が小さく跳はねた。防戦一方の朋美は、キュッと唇くちびるを噛かみ締めてから、

「…………もうっ、仕方ないわね！」

　ついに降参の言葉が出るのか、悔くやしげにこちらを見て、




　そこに──コンコン、というノックする音が。




　……まずい、予想していたよりもセルニア達が来るのが早い。ネガの場所を問い詰めようにも、そんなことをすればこの恥はじ写真のことにも触ふれなくちゃいけなくなる。

　けど、ここを逃のがすともうチャンスは無い。

　どうする、強硬手段に出るか、それともこの状態を弱味として朋美に再度交渉をするべきなのか、どっちを選ぶのが正解なのか……!?

　焦りながら入口の方を振り返った秋晴は、

「……ぇ？」

　ゆっくりとドアが開いていくのを見て、唖あ然ぜんとした声を上げてしまう。

　ドアノブを回す音は、聞こえなかった。微かすかな音だろうけど、バリバリ気が立ってて神経張り巡めぐらせていたんだから聞き逃すとは思えない。

　まさか──部屋に入る時にちゃんとドアを閉めなかったのか？　それでノックの反動で、ドアが開いて……？

　それが正解かどうか答えてくれる人がいないまま、無情にもドアは開き続け……そして向こうにいた、ノックをした張本人の姿が露あらわになった。

　そこにいたのは当然、

「やあ！　朋とも美みちゃん、久し……」

　セルニア──ではなくて。

　見たことのない、男性が。

　ダブルのスーツを着た、三十代らしきおっさんが立っていた。

　……いや本当に、誰だ、この人？

　黒い総そう髪はつでそれなりに背が高く手足も長い、顔もかなり整っている……のに、どこかパッとしない印象があるおっさんだ。

　そんな人が一回り近く年ねん齢れいの違いそうな朋美のことをちゃん付けで呼んで、こっちを見て思いっきり固まっているってどういうことだ？

　秋あき晴はるが頭の中にクエスチョンマークを浮かべていると、下の方から驚きを孕はらんだ声がした。

「おっ……お義と父うさん?!」

「へ？　この……薄うすい人が？」

　驚きを孕んだ朋美の声を聞いて、秋晴は思わず耳を疑ってしまう。

　この人が、噂うわさの彩さい京きよう琢たく巳み……？　言われてみれば、確かに真っ先に思い浮かべるべきは再さい婚こんして出来た義ぎ父ふという可能性だけど……それを自然に選択肢しから除いてしまうくらい、印象の薄いおっさんだよ？　世界に名だたるグループのトップで、あの美み佳か子こさんが少なからず『まあ再婚してもいいかなー』と思った相手にしては……

　なかなか信じ難いものがあるものの、とりあえず今すべきことは決まっている。

「──お邪じや魔ましてます、そして悪いっすけど、取り込み中なんで外で待っていて下さい」

「…………え？　や、その、取り込み中って……な、何を？　そして続行するのかい!?」

　おろおろした声が返ってきたことに、舌した打うちしたくなる。こっちは人生の一大事かもしれない戦いに臨んでいるというのに、このおっさんは。空気を読んでさくっとドアを閉めて立ち去ってくれればいいものを……！

「……すぐに済ませるんで。だから、悪いですけど」

「い、いや、でも、だって……この状況……理解ある親としては見み逃のがすべきなのか……!?　…………というか、そもそも彼は誰……？」

　固まったままブツブツ言い出すおっさんの姿はどこをどう見ても凄すごい経営者っぽく無いが、そんなことより早くどこかへ行って欲しい。

　一秒たりとも無む駄だに出来ない、かなり追い込まれた余よ裕ゆうゼロな状況なので、秋晴は殆ほとんど睨にらみつけるようにスーツ姿の年長者を見上げてしまう。

　そう、急がないとまずいことになる。次から次へと予想外なことが起こったせいか、朋とも美みは混乱しているようで──つまり、チャンスは続行中だ。

　機転の利くこいつが冷静なら、もうとっくに悲鳴を上げるなり助けを求めるなりして上う手まく逃げようとしているはず。落ち着かせるとこっちが不利になる。

　ただでさえ、あんまり時間を掛けると……

「あら？　琢たく巳みさん、どうしてここに？」

　──はいはい、タイムオーバーを告げる声が聞こえてきましたよこん畜ちく生しようめ。

　秋あき晴はるのいる位置からだと姿は見えないが、廊ろう下かには既すでにセルニアと美み佳か子こさんが来てしまっているらしかった。

　ロスタイムしか残されていない状況で朋美からネガのある場所を聞き出して回収するっていうのは、どう考えても不可能に近い。リスク覚かく悟ごで反はん撃げきに出たっていうのに、こんな幕で終了なんて情けないにも程ほどがある。

　おのれぇ、と秋晴が怒りの視線を送るも、肝かん心じんの彩さい京きよう琢巳はこちらではなく廊ろう下かの方を向いていて、

「ああっ、美佳子さん！　それが、その、大変なんだよ！」

「落ち着きなさいな、みっともない。今日の午後は札さつ幌ぽろじゃなかったの？」

「朋美ちゃんが帰って来るって聞いたから視察はすぐに切り上げて──じゃなくて、そんなことより、朋美ちゃんの部屋に暴ぼう漢かんが！　なんか中ちゆう途と半はん端ぱに発展している地方都市のヤンキーっぽい暴漢がいて！」

　……随ずい分ぶんと的確な表現で火に油を注いでくれやがる。

「もう、年頃の娘むすめの部屋に男の一人や二人いたくらいで慌あわてないの。親としての度量が問われるわよ？」

「えええっ!?　そ、そういうものなのかい？　でも、だって、大切な娘が毒どく牙がにかけられそうになっているのに……」

「毒牙って、また大おお袈げ裟さねぇ」

「大袈裟なんかじゃないさ！　だって現に、押し倒されて……」

「なっ──なんですって?!」

　最後の声は夫婦のものではなくて、日頃から良く聞いている人物のものだった。

　ドタバタとお嬢じよう様さまらしく無く廊下を踏み鳴らす音が、こちらへと近付いて来る。

「失礼しますわっ」

「なん……うわぁっ!?」

　そしてドアの前にいた彩京琢巳を押し退のけ現れたセルニアの顔は、半なかば予想していた通り般はん若にや一歩手前なくらい怒りに染まっていた……ものの、こちらを見て動きを止める。

　何な故ぜかというと──秋あき晴はるはとっくに朋とも美みの上からどいていたので。

　ネガが手に入らないのに押さえておく意味は無いし、何も知らないセルニアや美み佳か子こさんから見れば誤解されても仕方ない体勢だったのは確かなので、義ぎ父ふのおっさんが目を離している間にさっさと動いた訳だ。

　おかけで現場を押さえられなかったセルニアは、何をどう言えばいいのやらって顔をしていて、それ自体は痛快ではある……けど、根っこの問題は解決していないんだよなぁ……

「はー……ままならないなぁ」

「……それはこっちのセリフよ」

　思わずため息が出てしまう秋晴の横から、やや不ふ機き嫌げんそうな声が聞こえてきた。

　早くも鬼おにと化した腹はら黒ぐろさんが制せい裁さいに動かれたのだろうかと、秋晴は死刑宣告を突きつけられた気分で振り向く。

　すると意外なことに、不満そうに唇くちびるを尖とがらせてはいるものの、思っていたような怖い表情はしていなかった。

「……全くもう、普段は押しが弱い癖くせに、こんな時だけ……」

「……いやまあ、なんというか……男には譲ゆずれない場面があって……」

「……いいわ、今回はちょっとわたしも悪のりが過ぎたところがあるから。後でネガも渡してあげるわよ」

　その言葉を聞いて、秋晴は本日二度目の奇き跡せき体験なのかと目を瞬しばたたかせる。一度目こそ酷ひどい結果に辿たどり着いたけど、からかう様子は無いから、どうやら今度は本当に返してくれるっぽかった。

　一体何が起こったのかと呆ぼう然ぜんとする秋晴の前で、朋美は膝ひざの上へと視線を落とし、

「……ああ、もう、これだから乗せられて行動するのって嫌いやなのよ……柄がらにもなくドキドキさせられちゃうし……」

　ぶつぶつと、聞き取りにくい声で呟つぶやき始めた幼おさな馴な染じみの姿に、これはいよいよおかしな事態になっていると確信する。

　今け朝さから様子はおかしいし、一体何がどうなっているのか。

　……まあでも、そっちに思考を傾ける前に。

　秋晴はゆっくりと顔を上げ──さっきから自分の前で仁に王おう立だちしているセルニアと視線を合わせた。

　おかしいなぁ、紅茶を淹いれに行ったはずなのに手ぶらで、しかも拳こぶしを硬く握にぎりしめての臨戦体勢って。こちとら座っていてほぼ無防備だっていうのに、凶きよう暴ぼうで名高い虎とらの子でも相手にしようかっていうような殺気に充みち満ちる必要性はどこにあるんだろうなー？

　とぼけた疑問を浮かべて、それから秋晴は殆ほとんど投げやりに質問してみた。

「……で、どうしてそんなに怒ってますか？」

「怒ってなどいませんわ。ただ少し、訊ききたいことがありますのよ。……その体に」

　わあ、大だい胆たん発言が飛び出た。これで色っぽい展開になるなら世の中そう捨てたもんじゃ無いけど、なるとしたら赤い血が流れる展開だけなのが現実だから切ないなぁ。

　上う手まいこと現場は誤ご魔ま化かせたものの、それで全すべてが隠かくせるという訳ではなし。まして相手が思い込んだら一直線のドリルさんとくれば、まーこうなるのも仕方なし。

　──と、いうことで。

「やー、特に訊かれるようなことは無いけど…………出来れば、その、お手柔やわらかに」

　叶かなうはずもないと思いながら、秋あき晴はるにはそんなことを言うのが精一杯だった。
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　──全く、とんでもない目に遭あった。

　あの後、ろくに挨あい拶さつも交かわさないままに義ぎ父ふの琢たく巳みは美み佳か子こに連れて行かれ、朋とも美みもそれに乗じて隣となりの客間へと一時離脱した。セルニアが脅おどすように秋晴へ状況説明を求めていたので、数分間は戻らなくても平気だろう。

　鍵を掛けたドアに背を預けてずるずると座り込み、朋美は大きなため息をつく。

　母親の誘さそいに乗る形で動いてはみたけれど……やっぱりというべきか、上う手まくいかなかった。気が進まなかったから積極的な行動も作戦も立てなかったのが、要因としては大きいのだろう。でも、ここまで散々な結果にならなくてもいいんじゃないかな、とも思う。

　あの母は余計な話ばかりするし。義父との馴なれ初そめや力関係を語ったりなんかして、暗に『キツイことを言われたりやられたりするのは好かれているからよ』とでも言っているつもりだったんだろう。とても余計なお節せつ介かいだ。

　それにしても──

「…………………………戻りたくないなぁ……」

　自分の部屋に戻ることを考えると憂ゆう鬱うつな気分に襲おそわれて、朋美は体育座りをするように膝ひざを抱かかえた。

　きっと、まだ秋晴はセルニアと喧やかましくやり合っているのだろう。

　素すの部分を隠かくしている自分には、あんな風に絡からんでいくことは出来ない。

　……いや、真まっ直すぐにぶつかっていったとしても、ああも楽しそうな雰ふん囲い気きにはならないだろう。

　人には向き不向きや、それぞれの相あい性しようがあるということを、朋美は十分に理解している。無理をすればあの空気に近いものは作れるのかもしれないけれど、自分にとっても秋晴にとっても違和感が残る結果になるのが精々──そんな気がする。

　ただ、それは仕方のないことだ。

　セルニアにだって、自分と秋あき晴はるの間に紡つむがれる空気は生み出せないのだから、その意味ではイーブンといえる訳だし。

　そんなことより、戻りたくない大きな理由は、

「……あー、もう…………ドキドキしたぁ……」

　今すぐあの幼おさな馴な染じみの顔を直視して平静を装える自信なんて、朋とも美みにも無かった。

　不覚だ。押し倒されるのは予想外だったけれど、それくらいのハプニング、自分ならどうとでも出来ると思っていた。

　ところが現実には、目の前に現れた秋晴の顔と、手とか太ふと股ももとか体の様々な部分が密着している事実に頭が真っ白になって……その後も、クラクラしたまま焦あせるばかりで、まともな思考なんてちっとも出来なかった。

　あれがもっと違うシチュエーションで、もうちょっと秋晴がそれっぽい雰ふん囲い気きを出していたら──

「……ああもうっ、どうしたのよわたしったら……！」

　考えただけで顔が熱あつくなって仕方がなくなるだなんて、本当にらしくない。

　出来れば一時間くらい、頭を冷やす時間が欲しかった。

　でも秋晴とセルニアが二人きりになっていることを思えばそんなことを言っていられない。

　上う手まくいかないことばかりだと、朋美は再び大きなため息をついた。
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「いっ……くそ、染しみるな」

　湯に浸つかった途と端たんにヒリヒリと痛む二の腕うでをさすり、秋晴は大きなため息をついた。

　セルニアのヤツめ、ここまでダメージを負わせるって、どれだけ握あく力りよくがあるんだ。四し季き鏡かがみ姉妹といい鳳フオウといい、上流階級で生まれ育つと攻こう撃げき力が高くなる効果でもあるんだろーか。

　でも──一度部屋を出た朋美が戻った後の、三人での時間は割と良かった。アルバムを見たりこの前の体育祭や芸術祭の話をしたり、結構仲良くやれた方だと秋晴は思う。二時間以上話していたのに口喧嘩げんかに発展しなかったのは歴史的快かい挙きよかも知れない。

　それから通いのお手伝いさんが作ったという夕食を食べ、何な故ぜか一番に風ふ呂ろへと案内されたので唯い々い諾だく々だくと従い、こうして広い湯船で心身の疲れを癒いやしている訳だが、

「……あいつら、また喧嘩してないだろうな？」

　ついそんな心配をしてしまう。朋美とセルニアは相性が悪過ぎると言えばいいのか、それとも良過ぎるといえばいいのか、目を離すとすぐにバチバチとやり合いやがるから。……いやまあ、自分が監かん視ししていてもまるで関係なくやり合いますが。

　折せつ角かくの一番風呂だけど、気苦労の種たねを放ったままじゃ、のんびり入浴も出来ない。

　次の人もいることだし、体が温まったらさっさと上がって…………？

「今、音が……？」

　ガラス戸の向こうからドアが開く音がしたような気がして、秋あき晴はるは眉まゆ根ねを寄せた。曇りガラス越しの様子を窺うかがうと、僅わずかだけど物音がする。

　一般家庭と同じで浴室の隣となりは洗面所になっているから、誰かが手を洗いに来たのか、それともタオルか何かを洗濯機に入れに来たのか。

　どうにしろその人が洗面所から出て行くまでは風ふ呂ろから出られないので、やや落ち着かないが深く湯船に浸つかり直し……秋晴はそのまま、凍こおり付いた。

　曇りガラスの向こうに人影が見えて──それだけなら別にどうってことはないが、そのシルエットがどう考えても服を脱ぬぐ仕し種ぐさをしているように見えれば、全然話は違ってくる。

　あれは誰、一体誰がいるんだ……!?　自分が入っているのは皆知っているはずで、四し季き鏡かがみ姉妹以外にうっかりで入って来る人はいない。

　ということは、からかう目的の朋とも美みが有力か……!?　…………いや、その朋美に乗せられてセルニアって線も薄うすくは無いし、大穴で美み佳か子こさんってことも十分あり得る……！

　痛いくらいに心臓が高鳴る中、秋晴が目を離せずにいたガラス戸がついに開き……

　まさかの裸はだかで、浴室に入って来た。

　朋美の義ぎ父ふの、彩さい京きよう琢たく巳みが。

　……うーわー、大穴どころか無印だった人が来たよ。それも真まっ裸ぱだかで。嬉うれしくも何ともないです。

　贅ぜい肉にくの無いスリムな体で三十代とは思えないが、そんなことどうでもいいにも程ほどがある。ドキドキした時間を返せと言いたい。

　脱力感に襲おそわれてぼーっとしてしまう秋晴だったが、すぐにあることに気が付いた。

　入って来た琢巳が、出て行く気配がない。……というか、こちらを一いち瞥べつした後で、体を洗い始めました。ええと、これは一体どういうことですか？

　夕食の席で改めて自己紹しよう介かいはしたものの、琢巳とは殆ほとんど会話を交かわしていないのに、何この唐とう突とつな距離感……！

　どうしてこうなったのか見当も付かないが、ここはひとまず風呂から上がるべきだ。こんな気まずいシチュエーション、耐えられません。

　戦略的撤てつ退たいを決めた秋晴は、小さく息を呑のんでから、

「──日ひ野の秋晴君、だったね」

「ぅあいっ!?　そ、そうっすけど……」

　腰こしを浮かせ『それじゃ、お先に上がらせて貰もらいます』と言おうとした時にいきなり話し掛けられてしまい、慌あわてて答えるも浴室から出るタイミングを逸いつしてしまう。

　そうこうしている内に、シャワーで体に残っていた泡あわを洗い流した琢巳は立ち上がって、

「失礼、入らせて貰もらうよ」

　それはまず浴室に入って来る時に言うべきだろ。遅いっての。

　しかし突っ込むような空気じゃなく、秋あき晴はるは中ちゆう途と半はん端ぱに頷うなずきながら、このチャンスを逃のがすまじと口を開いた。

「あっ、じゃ、俺おれはそろそろ──」

「まあまあ、まだいいじゃないか。うちの風ふ呂ろは広いだろう？　家族三人、いや四人に増えても大だい丈じよう夫ぶなようにとね、浴室は広く設計して貰もらったんだよ。家族団だん欒らんといったら、やっぱり食事と入浴の時がいいと思うんだ」

「…………はぁ」

　いきなりそんなことを語られても、正直困る。確かに三人くらい同時に入れる浴よく槽そうだけど、男二人で入りたいかどうかはまるで別問題だし。しかも良く知らない年ねん輩ぱい者しやとって、ちょっとした罰ばつゲームみたいなもので、体はともかく心温まることになるはずもない。

　相手の意図が分からないし……ただただ、気まずい。こそっと向こうの様子を盗ぬすみ見ても、視線は正面を向いていてこっちを見ていないし。本当に、なんなんだこのおっさんは。

　どうしてこんなことになっているのかという盛大な疑問を秋晴が感じていると、

「ところで、君はうちの朋とも美みちゃんと幼おさな馴な染じみだそうだね？」

「え？　あー、はい。一応、そんな関係です」

「──それ以上の関係、ということは無いんだね？」

「…………はい？」

　唐とう突とつに意味の分からない質問が飛んできて、秋晴は思わず眉まゆを顰ひそめて琢たく巳みの方を向き……何か言おうとしていた言葉を呑のみ込んでしまう。

　いつの間にか、あちらさんもこっちを見ていた。いや、見ているというか、じっと観察していると言う方が適切かも知れない。

「親バカ発言になるけどね、朋美ちゃんは本当に可愛かわいい子だよ。美み佳か子こさんにも似ているし……ああ、外見だけじゃなくて性格もね。だから色んな人に好かれるのは当然だと思う訳なんだけど──君は、どうなのかな？」

「いや……どうって言われても……」

　……なにこの展開？　どこがどうなって、こんなことになってるんだ？

　これがセルニア父の発言なら笑い飛ばしつつ適当なことを答えればいいが、あのお気楽貴き族ぞくお父さんと違って、彩さい京きよう琢巳の目はマジ過ぎる。

　とりあえずここは誠実かつ安全に答えるべきだと、秋晴は無理矢理に愛想あいそ笑いを浮かべつつ、

「や、ただの幼馴染みでクラスメイトなだけですって。至ってフツーの友人関係で、お義と父うさんが考えているようなことは、」

「……お義父さん？」

　そこにも反応しやがるのか。何という面めん倒どう臭くさいおっさん……！

「おじさんが考えているような、特別な関係じゃないですから。そんな、心配するようなことは何も……」

「なら──部屋で、朋とも美みちゃんを押し倒していたことをどう説明するんだい？」

　………………………………そういや、見られてましたっけ……

　ドタバタしていたからすっかり忘れていたけど、ある意味決定的な瞬しゆん間かんを目もく撃げきされていたんだった。そうか、だからこんな突とつ撃げきレポートされているのか……！

「ええっと……あれは……」

　まずい展開になったと慌あわてながらも秋あき晴はるは上う手まい言い訳を考えようとするが、すぐに琢たく巳みが顔をずいっと寄せて来て、

「あれは、なんだい？　どういうことなんだい？」

「その…………ちょっと巫ふ山ざ戯けて遊んでいた、というか……」

「確か君、取り込み中と言っていたね？　何に勤いそしみ取り込んでいたのか……そこのところをハッキリ聞こうじゃないか」

「いや、だからっすね、」

「美み佳か子こさんは『野や暮ぼだから余計なこと訊きかないの』と言っていたのだけど、これは大事な、とても大事なことだろう？」

「いや、その、だから、」

「時間はたっぷりあるんだ、納得のいくように話して貰もらえるかな」

「……いや、実はもう結構逆の上ぼせていて、」

「ははは、人間は意外と丈じよう夫ぶに出来ているんだよ。大丈夫だから──さあ、話そうか？」

　爽さわやかな笑顔の奥で、『絶対逃がさん』と目を光らせているのを見て。

　これは茹ゆで上がるまで出して貰えないかもしれないと、秋晴は静かに悟さとった。
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「…………ふぅ……」

　自分の吐はいたため息が耳じ朶だに響き、セルニアは浴よく槽そうの縁ふちに頭を預けたままうっとりと目を閉じた。

　──気が抜けない一日になるとは思っていたけれど、まさかここまでとは。

　敵てき地ち、という程ほどではないものの、のんびり過ごせるはずもない。宿しゆく敵てきと認めた彩さい京きよう朋美の実家でのうのうとしていられるような神経は持ち合わせていないし、二度目の対面になった彩京美佳子も一ひと筋すじ縄なわではいかない相手だった。

　愛想あいそは良いし会話も上手じようずで、容易たやすく人の懐ふところに入り込んで来る。社交慣れしているつもりだったのに、何も知らない小こ娘むすめのように手玉に取られた印象しか無い。

　だが、それより何より、一番疲れたのは……やはり、朋とも美みと二人きりになる時間が長かった為だろう。

　秋あき晴はるの長風ぶ呂ろが原因で、とても気まずい時間を過ごしてしまった。何を話したのか半分くらいしか覚えていない。確か中等部時代の思い出話だったはずだけれど……あの疲れる時間のことは、出来れば思い出したくなかった。

　こうしてようやく一人になり、やや温ぬるめのお湯に浸つかることが出来たのだから、気が緩ゆるむのも仕方がない。

　恐らく、後は特に何事もなく寝るだけだろう。

　長かった一日も、あともう少しで終わりだ。

　心地よさと心身の疲れとが絡からみ合い、どっと眠ねむ気けが押し寄せて来る。それにどうにか抗あらがいながら、セルニアはゴムでアップにして纏まとめた自慢の髪かみに軽く手をやり、もう一度深く長い息を吐はいて……

　──そんな安息の一時は、予期せぬ侵入者によって破られることになった。

「お寛くつろぎ中でしょうけど、お邪じや魔ましますね」

「なっ……朋美、さん?!」

　ガラス戸を開けて入って来た朋美の姿に、驚いたセルニアは危うく立ち上がりかけて、慌あわてて浴よく槽そうの中で姿勢を正した。

　それを見てか朋美は愉ゆ快かいそうに笑みを浮かべ、

「どうしたんですか、そんなに驚いて。裸はだかならプールの授業の時や今年の夏にも見たんですから、今いま更さらじゃないですか」

「そっ、そういう問題ではありませんわよっ。大体、どうして入って来るんですの?!」

「お母さんが、早く済ませてしまいなさいとうるさいものですから。秋晴くんはお義と父うさんに部屋へ引っ張り込まれているみたいですし、一人で暇ひまをしているよりはと思ったので」

「ッ…………仕方ありませんわね……」

　いきなりのことで驚きはしたが、確かに肌はだを見られるなんて今更のことだ。それにスタイルには自信があるし、向こうが恥はじていないのに臆おくするような態度は取りたくない。

　とはいえ、安らぎの時間を邪じや魔まされてしまったという事実には変わりないので、むすっとしてしまうのはどうしようもない。

　そしてこちらの態度には気付いているだろうに、まるで気にした風なく楽しげに洗い場に座るのだから、余計に腹立たしく感じてしまう。

「あ、そういえば先さき程ほどお母さんから聞いたんですけど、お義と父うさんも秋晴くんが入っているところにお邪魔したらしいですよ」

「……世界に名を馳はせる彩さい京きよう琢たく巳みともあろう人が、また随ずい分ぶんと酔すい狂きようなことをしますわね」

「子供っぽいところがある人ですから」

　そう言って朋とも美みは笑うが、セルニアとしては別のところに気が引かれていた。

　どこかというと、今も琢たく巳みと一緒にいるという秋あき晴はるの方にだ。

　──全く、あの庶しよ民みんときたら……人に取り入るような姑こ息そくな性格はしていない癖くせに、よくもまあ……

　見た目も性格も、どう考えても取っ付きやすいタイプではない。なのに従育科に編入し白はく麗れい陵りように来て一年と経たたない間に、とんでもない人脈を築き上げている。

　親しい人間がいないと噂うわさされていた桜おう沢さわみみな、他ほかとは一線を画していたハディム家の令れい嬢じよう。加えて、問題児と言われていたスフォル王国のお姫ひめ様さま──誰か一人とでも付き合いが持てれば僥ぎよう倖こうだというのに、その三人と、恐らく生徒の中で一番近い位置にいるのは秋晴だ。

　風かざ祭まつりのナルシスト男も少なからず気にしているようだし、理事長の覚えも悪くない。

　しかもその上で、彩さい京きようの実質上トップとも懇こん意いになるなんて……それがどれだけ凄すごいことなのか、あの男のことだからこれっぽっちも理解していないのだろう。無知、というよりは、生きている世界のズレが原因で。

　それもこれも、

「──元はといえば、朋美さんが秋晴を甘あまやかしているのがいけないんですわ。いつまで経たっても従育科生らしい態度を取ろうとしないし、次から次へと上育科の生徒にちょっかいを出して……全く、あの庶民ときたら……！」

　話している内に段々とムカムカしてきて、セルニアはパチャリと水面を叩たたく。

　すると朋美はクスクス笑って、こちらが強めに睨にらんでもお構いなしに、

「別に甘やかしてなんてないですよ。流されやすい割に頑かたくなな性格なのは昔からですし、実際に指導している深み閑かん先生が積極的に矯きよう正せいしようとしないのに、わたしからあれこれと口喧やかましく言うのもおかしな話なので放置しているだけで……と、わたしも入らせて貰もらいますね」

「ちょっと、どうしてわざわざ近くに!?　広いバスタブなんですから、もっと向こうに寄ればいいでしょうっ」

「どうぞ、お気になさらずに」

　……本当に、一々こちらの神経を逆さか撫なでしてくれる……！

　中等部の時からずっとこんな感じなので、今いま更さらこの程度で激げつ昂こうはしない。とはいえ、やっぱり腹が立つ。

「全く……いつもいつも貴女あなたときたら、私を苛いら立だたせるのがそんなに楽しいんですの？」

　だからつい、セルニアは嫌いや味みのような本音を口にして、相手の反応を横目で窺うかがう。

　微かすかな湯気の幕の向こうにいる朋美はこちらを見て、同性の自分でも吸い込まれてしまいそうな微笑ほほえみで、

「ええ、楽しいですよ」

「…………な、」

　まさかそんなにハッキリと肯こう定ていの言葉が返って来るとは思ってもいなかった。

　唖あ然ぜんとするセルニアに対し、微み塵じんも悪びれた様子のない笑みのままで朋とも美みは、

「他ほかの方達と違って、セルニアさんには遠えん慮りよが要いらないですし。だから接するのがとても楽らくで、楽しいんです」

「ど、どうして私だけっ!?」

「ちゃんと反はん撃げきに出られるくらい強い人でないと、弱い者虐いじめみたいになってしまいますから。それに、相あい性しようの問題もありますし」

「……貴女あなた、自分がどれだけとんでもない言い様ざまをしているか、理解していまして？」

「はい、勿もち論ろんです」

　変わらぬ表情で言い切ると、朋美は額ひたいに張り付いた前髪がみを横に梳すく。

　耳を疑いたくなるセリフに、セルニアは唖然として──けれど初めて、彼女のことが分かった気がした。

　いつだか秋あき晴はるが彩さい京きよう朋美を指して『極悪』だとか『腹はら黒ぐろい』とか言っていたが……それは幼おさな馴な染じみのことを正しく理解していたからだと、ここにきてようやく腑ふに落ちた。

　腑に落ちはした、けれど……だからといって、酷ひどい話には変わりない。

　自分なら攻こう撃げきしてもいいと思ったから、遠えん慮りよ無く接しているという。

　白はく麗れい陵りようにいる、他の上品でたおやかな、温室の中でしか育つことが出来ないような生徒達とは違うと見なされて。

　随ずい分ぶんと一方的で乱暴な認識だと言わざるを得ない。

　…………だというのに。

　言げん外がいに『対等』と認められていたと示されたことを──ほんの少しとはいえ喜んでいるだなんて、我わが事ながらどうかしている……！

　何な故ぜだか無む性しように悔くやしくなってセルニアが下した唇くちびるを噛かみ締めていると、

「ねえ、セルニアさん。わざわざ本人にこんなことを言ったのは、ちょっとした理由があるんですよ？」

「……今度は、何ですのよ？」

　まだ揺さぶり足りないのか、と恨うらみっぽい目を向けると、朋美はこちらではなく天てん井じようを見上げるようにして、

「今回のごたごたではペースを乱されっ放しでしたけど……おかげで二つ、ハッキリと認識したことがあるんです」

「…………？」

　回りくどい、というよりはまるで糸口の見えない話に、セルニアは眉まゆを顰ひそめて応こたえる。

　ただし、同時に一つだけ理解していた。

　彼女がわざわざ一緒の風ふ呂ろに入って来たのは、親に言われたからというはした理由ではなくて、これから口にすることを伝える為だと。

「一つは──セルニアさんとは、やはり違う岸に立っている方が楽しいということです」

「…………」

「秋あき晴はるくんとは、チームを組んでも敵てき対たいしても、どちらでも面おも白しろいんです。けど、セルニアさんだけは、どれだけ親しくなっても、恨うらみに思うようなことは一つとして無くても、戦う相手として一緒にいる方が楽しいんですよ。競争のし甲斐がある、という意味で」

　それはたぶん、セルニアもどこかで思っていたことだった。

　彩さい京きよう朋とも美みがどれだけ頼り甲斐があっても、優すぐれた人であっても──いや、むしろそうだからこそ競う立場に居たいと、心のどこかで思っていた。

　秋晴が白はく麗れい陵りように来てから頓とみに争う機会が増えたというだけで、その前からずっと感じていた。

　尊敬出来るかどうか、一人の人間として好ましいかどうかは、全く別の問題だ。

　競い、争い、例え敗北して身を焦こがす程ほどに悔くやしい思いをすることになったとしても。

　対等な立場で、正々堂々の真まっ向こう勝負をしたいと思わせる、そんな相手なのだ。

　そして勿もち論ろん、最後には──

「……フン。勝手にそう思うのは結構ですけれど、それでは私の後こう塵じんを拝はいし敗北の涙なみだを流す人生になりましてよ？」

「まあ、凄すごい自信ですね。いつもわたしが勝っているというのに。ミスコンも、一応わたしの勝利にカウントされますよ？」

「ッ、その前の体育祭では私が勝ちましたわよっ！」

「そういえば、そんなこともありましたね」

　澄すました顔で言う朋美は憎にくたらしいが、セルニアは鼻を鳴らすだけで言い返さない。

　きっと、内心では悔しくて仕方なかったに違いないのだ。だからここは勝者の余よ裕ゆうで接するべきだろう。

　……それに、気になるのはそんなことではなくて、

「それで……もう一つは、何ですのよ？」

「ああ、うっかり忘れてしまうところでした」

　それが本当か嘘うそかは、クスリと笑う横顔を見れば一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

「これは些さ末まつなことなんですけど──やっぱり、他人に乗せられるのって、性しように合いません」

「…………ぇ？」

　今度こそ、まるで意味が分からない内容だった。

　目を瞬しばたたかせているセルニアに、惑まどわす発言ばかりしてくる朋美は苦笑気味に頬ほおを緩ゆるめ、

「アドリブは得意な方だと思ってたんですが……今回のことで、よく分かりました。わたしって、自分でペースを作れないと上う手まくやれない性た質ちみたいです」

「…………一体、何を……？」

「だからですね──」

　そこで一度言葉を句切ると、彩さい京きよう朋とも美みは不ふ敵てきともとれる笑みを浮かべ、話が呑のみ込めていないセルニアへと言い放った。
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「絶対に譲ゆずれない物が出来た時には、自分から動くことにします。遊びも、余よ裕ゆうぶった態度も、一切を抜きにして」




「………………………………それは、」

　言いかけた言葉は、喉のどに閊つかえて出て行かなかった。

　何を言われたのか、半分も理解出来ていない。

　それでも、確かに伝わって来た。

　今のは──宣戦布告だ。

　体育祭の時の彼女は、楽しげだった。リレーも、騎き馬ば戦せんの時も、本気で戦っていたのは間違いない。

　けれど、今のは……勝負を楽しむということすらせず、形振なりふり構わず勝ちに行くという、宣言だ。

　それが何のことを指すのかは、分からない。まだ決まってないのかも知れない。

　だというのに、戦う相手は必ずセルニアになると、確信しての発言だった。

　大おお枠わくは理解していない。けれど肝かん心じんの部分が分かっているのであれば、セルニアが返すべき言葉は一つだけだ。

「──上等ですわ」

　宿しゆく敵てきと見なされた相手から持ち掛けられた勝負を退ひくような輩やからは、フレイムハート家にはいないのだ。

　何であれ、堂々と自信を持って受けて立つ。

　セルニアがすべきことは、それだけでいい。

「ところでセルニアさん。前々から一つ、訊たずねたかったことがあるんですけど」

「何なりと仰おつしやりなさいな。私は逃げも隠かくれも、誤ご魔ま化かすような回答もしませんわ！」

　朋とも美みは笑みを引っ込めて真ま面じ目めな表情になり、ただでさえ近かった二人の距離をさらに縮めるように身を寄せて、

「…………その胸って、自前の物ですか？」

　──銀河系の外から飛んできたような、予想外の質問をしてきた。

「……………………………………………………は、ぃ？」

「だって、大きいのに不自然なくらい形が……もしかしてシリコンとか入ってません？」

「はっ、入ってませんわよ！　ちゃんと天然の、血けつ肉にくと努力で育ったものですわっ！」

「……………………」

「何ですのよその疑いの目は?!　大体、大きさなら四し季き鏡かがみさんだって──」

「ですから、形がですね…………どうしてそのサイズで垂れないのよ……でも、きっと将来は……」

「今っ、恐ろしいことを言いませんでしたっ?!」

「とりあえず、触さわらせてください。そうすれば天然か人工のものかは分かりますから……！」

　それまでの話をしている時よりもずっと真剣な目で、宿敵は手をわきわきとさせていた。

　朋美の魔ま手しゆから逃のがれようとしたセルニアは座ったまま後ずさるも、広い浴よく槽そうとはいえすぐに背中は縁ふちに当たって──

　結局、また一つ消し去りたい恥ち辱じよくの記き憶おくが増えることになった。





◆　　　　　　　　　　　　　◇






「…………おお？」

　──いつの間にか、朝になっていた。

　そうとしか言いようがないくらい記憶がぷつっと途と切ぎれていて、秋あき晴はるは寝ね惚ぼけ眼まなこのまま体を起こした。どうしてソファーの上で寝ていたのかさえ、ちっとも覚えていない。

　……昨さく夜やは確か、風ふ呂ろに乱入して来た朋とも美みの義ぎ父ふに、そのまま書しよ斎さいに拉ら致ちられて……で、親バカな自じ慢まんと、ねちっこい質問が続き…………それから……は、思い出せない。

　疲れていたとはいえ、そこまでクタクタになってはいなかったはず。

　これはどうしたことだろうかと秋あき晴はるが小首を傾かしげていると、

「や、やあ、おはよう。ぐっすり眠ねむれたかい？」

「っと、おはようございま、す……？」

　声を掛けてきたのは昨夜最後に一緒にいたはずの琢たく巳みで……まあそれはいい。ここはこの人が使っている部屋だから、おかしくない。

　でも、どうして琢巳さんは、微び妙みように距離を取って笑みを硬くしていますかねー？

　半なかば開けたドアに隠かくれるようにしてこちらを見ている家主の姿に、秋晴はまた首を傾げたくなる。

　昨日きのうはあんなに強引な尋じん問もんもどきをしてきたっていうのに、何の心変わりなのか。

　それは分からないが、とりあえず覚えていない昨夜のことは琢巳が知っているはずだ。

「あのー……昨日のことなんですけど」

「えっ!?　あ、いや、うん、昨日は済まなかったね！　僕も、ほら、なんというか……久々にテンションが上がってしまって、だね。だからつい、アルコールに手を伸ばしてしまった次第であって」

「はぁ……？」

「だからまあ、ええと………………お酒って、怖いね……」

　未成年にそんなこと言われても。しかもこっちの疑問に答えないまま、逃げるように消えやがるし。

　仕方ないから要領の得ない言葉で推理すると……しこたま酒を飲んで、そのことを反省している？　二日酔よいしているようには見えなかったけど、そういうことか？

　その推測が正しいかどうか答えてくれる人もいないので、秋晴は思い出すのは諦あきらめて立ち上がった。

　時計を見れば、もう九時過ぎだ。

　随ずい分ぶん寝過ぎたと反省しつつ、この時間なら他の連中も起きているだろうと、秋晴は書しよ斎さいを出てリビングへと向かった。

　ドアを開けて入れば、朋美とセルニアがテーブルに着いていて、しかも二人の前には空の皿だけがある。どうやら朝食は終わっているらしかった。

「おはようございます、秋晴くん。随分とゆっくりですね？」

「本当ですわ。あと一時間後には白はく麗れい陵りように帰るというのに、グズグズし過ぎですわ」

「……いやそれ初耳なんだけど」

「午後には鳳フオウさん達との約束がありますのよ。遅れる訳にはいきませんわ！」

「だから初耳で……まあ俺おれもピナに呼び出し食らってるから、丁ちよう度ど良い……けど……？」

　相変わらずな態度のセルニアに呆あきれながら返していた秋あき晴はるは、ふと気が付いたことがあって眉まゆを顰ひそめた。

　このやり取りを傍ぼう観かんして、朋とも美みはニコニコしている。いつもの優等生笑顔だ。

　そしてセルニアも、いつも通り無む駄だに偉えらそうで自信満々な様子。

　──二人共、昨日きのうはもっと、大人おとなしくなかったっけか……？

　借りてきた猫ねこ、という程ほどではないが、それでも多少は硬くなっていたのに、一晩経たったらそれが綺き麗れいさっぱり消えていた。

　一体、何があったのか。そして琢たく巳みのおっさんのぎこちなさは、関係あるのか？

　浮かんだ疑問を口に出すことは何となく憚はばかられたので、秋晴は黙だまって首を傾かしげ。

　この調子だと帰りの車内はうるさいだろうなぁ、と思いながら、とりあえず寝ね癖ぐせをどうにかしようと、洗面所へ向かった。
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　待ち合わせの場所は、私立白はく麗れい陵りよう学院の最寄り駅から電車で四十分程ほどの、それなりに賑にぎわっている繁はん華か街がいの駅前広場だった。

　日ひ野の秋あき晴はるが先に到着し、待つこと十数分。

　約束の時間にやや遅れてやって来た待ち人の姿に、秋晴は文句の言葉も挨あい拶さつも忘れて、思わず見入ってしまった。

　でも、それはきっと仕方ないことだと思う。その証しよう拠こに、似たように待ち合わせなのか近くにいた男共の視線が見事に釘くぎ付づけになっているし。

　髪かみのサイドに飾りリボンを付けて、水色のワンピースに温かそうな白いふわふわのカーディガン、足下も白でヒールの無い靴くつを履はいてと、今いま風ふうで無いだけにかなり目立つ。

　その上、そんな服装をしているのが、さらさらと流れる絹糸のような長い黒髪かみの美人となれば……そりゃあやっぱり、男としては見ざるを得ない状況だろう。

　テレビか雑誌の中から現れたような『彼女』は、恥はずかしいのか俯うつむき加減のまま秋晴の前までやって来る。

　深く被かぶった帽ぼう子しに手をやった拍子に、自分を見上げてくる瞳ひとみが僅わずかに覗のぞき──その視線を受けてようやく、秋晴の中に実感のようなものが湧わいてきた。

「……それじゃ、行くか」

　こちらの言葉に、向こうは頷うなずきで返してくる。そこに緊きん張ちようの色が見て取れて、こっちまでなんだか落ち着かない気分になってきた。

　右耳の安全ピンに手をやって平常心を手た繰ぐり寄せながら、秋晴は自分より頭一つ分近く小さな相手を見下ろして、

「あーっと、まずはどこに行くんだっけか？　リストは、お前が持ってるんだよな？」

「…………」

　こちらの言葉を受けて『彼女』はごそごそとポシェットの中を漁あさり、折り畳たたまれた一枚の紙を取り出した。

　小さな手でそれを開き、しばらく目を落とした後──そのままの姿勢で、ぽつりと小さく呟つぶやいた。

「……ボウリング」

「またベタな……」

　考えたヤツのどうしようもなさを改めて実感させてくれる行き先だった。

　まあでも、水族館とかプラネタリウムとか、妙みように雰ふん囲い気きがあるところよりはマシかもしれない。ただ遊びに行くだけならいいけど、今回は流石さすがに恥はずかしい。

　何しろ、これは──

「…………日ひ野の？」

「っと、悪い。今行く」

　うっかり考え事をしている間に先に歩き出していた『彼女』が心配そうな目をしているので、秋あき晴はるは早足でその隣となりに並ぶ。

　やっぱり、どこか気持ちが上うわ滑すべりしているっぽかった。

　でも、たぶん仕方ないんだと思う。

　何しろこれからするのは──『デート』、なのだから。
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　──そもそもの切っ掛けは、前日昼過ぎの轟とどろきの提案だった。

「なあなあ、皆でゲームでもせぇへんか？」

　昼食が終わった後、珍めずらしいことに男子全員暇ひまだったので轟達の部屋に四人で集まりだらだらと本を読んだり他愛たわいのない話をしていた。

　各自好き勝手に過ごしていたところへ唐とう突とつな誘さそいだったものの、秋晴は読んでいた本から顔を上げて、

「……別に良いけど、何をするんだ？」

　つい乗ってしまったのは、図書館で借りたミステリ小説が難解すぎていまいち頭に入って来なかったのが原因に間違いない。何が何やらさっぱりだし、クローズドなら城の見取り図ぐらい用意してくれって話だよ。

　栞しおりを挟はさんで本を閉じると、秋晴は寝っ転がっていたベッドから体を起こした。見れば大だい地ちと三さん家けも唐とう突とつな発言者に注目していて、おまけに現段階での反対意見は無し、と。

　この感じだと、どう転ぶかは轟の提案するゲームの内容次第だが……内容にはあんまり、というか全然期待出来ない。なんせ轟なので。

　そんなこちらの逆期待に応こたえるように、似え非せ関西弁の大馬鹿野や郎ろうは鼻息を荒くして、

「ハウスキーパーゲームっちゅう、オレ考案のゲームや。まあ土台にした既き存そんのゲームはあんねんけど」

「その土台のゲームって？」

「それはこう、合コンの古き良き定番っちゅうか、男の夢を実現する究極の方法の一つっちゅうか、上下関係の厳しさを再認識させてくれるアレっちゅうか……」

「………………………………王様ゲーム？」

「おうっ、流石さすがはあっきー！　大正解や！」

　………………いや自分で言っといてなんだけど、どうして当てられたんだろう……

　たぶん轟とどろきの発言でなければ気付かなかったんだろうなぁ。あいつの口から語られることで邪よこしまな思おも惑わくが丸見えになったからこそ分かったんだろうし。

　秋あき晴はるが生なま温あたたかい視線を送ってやるのにも気付かないくらいハッスル中の轟は、クローゼットを開けて中から何やら二つの箱を取りだしてきた。

　ティッシュ箱を工作したらしいそれには折り畳たたまれた紙片がいくつも入っていて──そんな物を見てしまえば、秋晴としても突っ込まざるを得なくなる。

「なぁおい、どうしてそんな準備万ばん端たんなんだよ？」

「おおう、よう訊きいてくれた！　これはやな、いつかやったろうと温めていた秘蔵のゲームでな、行く行くは女子連中と面おも白しろおかしく、そして気が付けば桃もも色エスカレーターに乗って青春の情動にやられた少年少女達はのっぴきならん事態にやな──おぶっ!?」

「百歩譲ゆずって妄もう言げんはいいから体をくねらせるなっ」

　くだらない妄もう想そうに花を咲かせてキモ顔になっていた轟にグーパンチをお見舞いしてやり、秋晴はやれやれとため息をついて視線を落とす。

　そこにあるのは、二つの箱と、読みかけの本。この本を読む作業に戻るっていうのはなぁ……いやもう本当に作業っていうくらい機械的に読み進めないと最後までは辿たどり着けそうもない代しろ物ものだから、ちょいと遠えん慮りよしたい。

　かといって、轟発案のゲームに付き合うのは……

「──まあ殆ほとんど王様ゲームと一緒でな、トランプのジョーカーを引いたヤツがハウスキーパーや。でもって、ハウスキーパー役に選ばれたモンがこの箱から『人物』と『目的』の紙を一つずつ取って、それで命令を作んねん。命めいを下す相手は他ほかの三枚、Ｊ、Ｑ、Ｋの中から指定するっちゅう運びや」

　悩んでいる秋晴を他よ所そに、胡散うさん臭くさいゲームの説明がされていた。

　……いくら本がつまらないからって、このゲームに参加するのは良くない気がしまくりだよ。あと興味深そうに聞いている大だい地ちと三さん家けは初う心ぶ過ぎです。説明に気を取られて、これが誰のセッティングしたゲームか忘れ去っているに違いない。

「この、『人物』って箱は何なの？　誰に命令するかはトランプで決めるって……」

「おおぅっ、いいとこに気ぃつきよったなお客人！　そうっ、こっちにはな、個人の名前やら代名詞やら色々とあるんや！」

「……ほう？」

「ほれほれ大地も見てみぃ。選より取り見取り掴つかみ取りなこいつらやけど、例えばやな、あっきーの名前もあれば『従育科女子』とだけ書いてある紙もあってな──」

　お前は深夜に流れている通信販売のおっさんか、ってくらい調子良く轟とどろきが話すのを見て、秋あき晴はるはため息をつく。このままだと非常にまずい流れになりかねない。こうなったら仕方ない、どうにか止めないと。

　轟の説明が一区切りしたのを見計らって、秋晴は「内容は分かったが」と前置いてから、

「どうせお前の仕込みだからろくなこと書いてないんだろ。そうと分かっててやるわけないだろーが」

「なっ、何言うねんあっきー！　めっさ健全やって！　お子様から小こ粋いきにセカンドライフを楽しんどるシルバー世代まで楽しめるんやで!?」

「じゃあ試してみろよ」

「やったろうやないか！　……って、おおう？」

　売り言葉に買い言葉で威い勢せいの良い返事をした後で眉まゆを顰ひそめる轟だけど、もう遅い。

　秋晴は箱の中から適当に一つずつ紙を選んで、さっさとそれを開く。正面で轟が「あ、あっきー？　何や、何を不ふ穏おんな空気放出してんのや？」とうるさいけど、それはもう完かん璧ぺき無視の方向で。

　さて内容はと見てみれば……うん、やっぱりろくなもんじゃない。予想はしていたけど、あの馬鹿は絶望的に駄だ目めだ。一刻も早く茨いばら城きに帰ればいいのに。

　悲ひ惨さんな通告はしない代わりに、秋晴は手にしていた紙を轟に突きつけて、

「『深み閑かん先生』に『スカート捲めくり』しろ、ってよ。つーことで轟──やってみろ」

「…………なっ……」

　当然、轟は驚きよう愕がくの様相でこっちを指差してくる。しかしそれに応こたえて秋晴がプレゼントするのは冷たい眼まな差ざしだけだ。

「なんやねんそれっ!?　つーかなんやその鬼おに引びきは?!　もっと緩ゆるい行動もたくさんあるっちゅうのに、それを……選よりに選って深閑センセ相手にかいな!?」

「適当にやったらこうなったんだよ。まあつまり、こういうことも起こり得るってことだしな……こんな命令、出来っこないだろ」

「ぐぅぅ……っ！」

　唸うなるような声を上げる轟だが、結果はもう見えている。

　他ほかの教師ならともかく、ターゲットは深閑。お仕置き常連の轟なら、その恐ろしさは心と体で良く知っているはず。

　しかもスカート捲りて。あの深閑にスカート捲り。冗じよう談だんで済まされるはずがない。

　こんな行動を仕込みやがった轟の馬鹿さ加減には呆あきれるけど、おかげですんなり話はまとまりそうだった。

「さてと、轟も納得したところで別案考えようぜ。ゲームってとこまでは悪くなかったし、」

「──待てや、あっきー」

　提案の言葉を、轟とどろきの声が遮さえぎった。

　重く硬い、有無を言わさない迫力のある声が。

「誰が……誰がその命令、やらんと言うた？」

「…………なん……？」

「……し、慎しん吾ごくん？」

「…………まさか……」

　秋あき晴はるを含め、三人の唖あ然ぜんとした声を受け──轟は、微かすかに口端くちのはを震ふるわせて笑っていた。

　……特攻を覚かく悟ごしたように、据すわった目になりながら。

「上等や……上等やないか……！　今こそ見せたる、男の生き様ざまっちゅうモンを！　不退転の意志と溢あふれんばかりの行動力の前には不可能なんて野や暮ぼな言葉は存在せぇへんって事実を、ぬるま湯に浸ひたりきったジブン等らに見せつけてやるわぁっ！」




　──そして、およそ三十分後。

「…………どや……男の中の男、轟慎吾の生き様、よう見よったか……」

　息も絶え絶えな感じで部屋に横たわる轟の言葉に、秋晴は冷や汗あせを流しつつ呟つぶやく。

「………………まさか、あそこまで頑がん張ばるとは……」

　今日、深み閑かんが花園で花の手入れをするというのは予あらかじめ知っていたので、轟はすぐさま行動を開始。秋晴達はそれに付いていった。

　無む駄だな言葉は一切挟はさまず戦場へ辿たどり着くと、秋晴達は目標からちょっと離れた噴ふん水すいの辺りに隠かくれた。そして轟は一人で深閑の元へと正面から堂々と近付いて行き、わざわざ声を掛けて自分の存在を知らせ──

　前触ぶれなど一切無く、躊ちゆう躇ちよせずメイド服の長いスカートへと手を伸ばし、その裾すそを跳はね上げようとした。

　普通なら何が起こったのかも分からなかったはず。

　──が、相手は深閑だった。

　裾すそが完全に捲めくれ上がる前に慌あわてず騒さわがず手で押さえ、惜おしくもガーターベルトがちらっと覗のぞいただけ。

　……善戦はそこまでだった。

　直後に深閑の優ゆう雅がなアイアンクローが閃ひらめき、お仕置き兼説教タイムに突入した。本当に痛い時って悲鳴もあげられないって言うけど、あの光景を見るにどうやらマジっぽい。タップする余よ裕ゆうも無さそうだったし、足なんて完全に地面から浮いてたから。あれで頭ず蓋がい骨こつが無事なのは奇き跡せきだと思う。

　唯一の救いは、轟がいつも馬鹿なことをやっているせいか、そのまま地じ獄ごくの説教監かん禁きんツアーに雪な崩だれ込まなかったことくらいか。馬鹿の相手より草花の手入れの方が重要だからという切せつない見方も出来るけど。

　ともあれ、轟とどろきがあの無茶振り過ぎる命令を実行したのは揺るぎない事実だ。成功か失敗かで言えば失敗だけど、そこは問題じゃない。秋あき晴はるとしてはとても残念なことだが。

「……これで、文句は無いはず、や…………実行可能な、楽しいゲームやで……！」

　なのでゾンビのように起き上がった轟が言う言葉にも首を横に振れない。でもあれを見て楽しいと思えるヤツはとりあえず目と脳と精神のお医者さん全部にかかればいいと思う。

　とはいえ……あんな死線を潜くぐり抜けたヤツが、退ひかないとなると……

　目の前には、ギラギラと異様な迫力を醸かもし出している落ち武む者しやが一人。

　何を言わずとも逃げのセリフを封じるその姿を見れば──否いや応おうなしに理解してしまう。

　最も早はや退路はどこにも無いと知り、秋晴の背に嫌いやな汗あせが流れた。
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　自じ爆ばく上等な轟の行動もあって、ゲームをやることになった──が、そのまま始める程ほど、秋晴達は馬鹿じゃない。

　轟の仕込みだけではどう考えてもおかしなことにしかならないので、『行動』の紙を秋晴達も書くことにした。これでまあ、多少はマシになるはず。元からあった紙は外れ扱いだけど、それも轟以外の面子メンツがハウスキーパー役になればそこまで酷ひどいことにはならないだろう。

「さあ……やるで！」

　床ゆかにトランプをセットし終えた轟がはしゃいでいて、うざいことこの上ない。あれだけ酷かったのに、もうダメージが抜けきったとか信じられん。

「次からはハウスキーパー役になったヤツが最後に引くんやで？」

「分かった分かった。とりあえずやってみるぞ」

　どちらかというとさくっとやって終わらせたいので、秋晴は先を促うながしつつトランプを引いた。続いて三さん家け、大だい地ちと引いていき、最後の一枚を取った轟がにやっと笑い、

「さあさあ──ハウスキーパーは誰やっ!?」

　何やら決まり文句っぽい言葉と共に、勢い良く自分のトランプを捲めくって確認していた。

　秋晴もそれに倣ならって、他ほかの三人には見えないように自分のトランプを目の前へ持ってくる……が、残念ながらジョーカーではなくＪで、

「……あ、僕だ」

「ちぃっ、ミケかいな」

　轟の言う通りハウスキーパーだと宣言をしたのは三家で、やや戸と惑まどいながら二つの箱を漁あさり始める。そして取り出した紙を丁てい寧ねいに開けて、

「それじゃあ、Ｊの人が…………ええと、女の人の……」

　実行するのが自分になってしまい、秋あき晴はるは思わず舌した打うちしたくなる。

　でもまあ、ハウスキーパー役が三さん家けなのは不幸中の幸いだ。良識のあるあいつなら、そこまで変な命令に仕立てずに済ませてくれるだろうから。

　気を取り直した秋晴の前で、三家はもう一つの紙を開き、

「女の人の…………ボ、ボタンを……外してくる……？」

　……こんなにあっさり期待を裏切られたのはいつ振りだろーか？

「…………………………おい、三家？」

「ち、違うよ！　僕はこれを、ただ読んだだけでっ」

　慌あわてて指令の紙を見せてくる三家だけど、問題はそんなことじゃない。その頭が悪すぎる命令を受けなければならないのが、Ｊのトランプを持つ自分だってことが問題だよ。

　それに、よくよく見てみれば三家の持っている紙は、

「つーかこれ、行動の方は『ボタン』とだけしか書いてないんだから、つけるとか見てくるとか緩ゆるいのにしとけよ！」

「あっ、全然思いつかなかった……じゃ、じゃあそれで──」

「おおっとあかんで！　命令を出す側が抗議を受けて内容を変えるなんて、そんなんあかん！」

　ギャーギャーうるさいヤツが一人いるけど、言っている内容は尤もつともだ。それに自分で提案しておいてなんだけど、命令としては驚きよう愕がくするくらいつまらないし。

　やれやれと諦あきらめの吐と息いきをつきながらトランプを晒さらして、秋晴はすっくと立ち上がる。

「さてと……今の時間なら食堂に何人かいるはずだな」

「むぅ、手近なところを毒どく牙がに掛ける気かいな。言うとくが、最低でも二つはボタン外さんとチキンやで、チキン！」

「なんでハウスキーパー役じゃないお前がそんな……まあいいや、それでいい」

　ほぅ、と呟つぶやく轟の声を背に受けながら食堂へ向かうと、予想通り数人の女生徒の姿が。

　この寮りようにいる従育科の女子は全員一年生だから変な遠えん慮りよは要いらないし、私服姿の彼女達の中にはボタンを使っている服を着ているのが二人いた。

　そしてその内の一人に目を付け、秋晴は後ろにいる三人に小さな声で、

「……んじゃ、良く見とけよ」

　気負い無くそう言うと、自然な足取りで食堂の中へ入っていく。

　実際、別に緊張はしていない。こんなの、何事もなくあっさり終わらせられるし、都合良く条件の合う相手もいることだし。

　秋晴は軽い用事を済ませる感覚で、岡おかと二人で机に雑誌を広げて見ている四し季き鏡かがみ早苗さなえの傍そばへと行く。

　自分の横に人が来たのに気付いたのか、誌面のティーカップを指差していた四季鏡は顔を上げて、すぐに屈くつ託たくのない笑顔を浮かべる。

「こんにちはです、日ひ野のさん」

「ああ。悪いけど、ちょっと用事があるんだ。すぐ済むんだけど、いいか？」

　一応、仲良く喋しやべっていたっぽい岡おかの方も見ながら言うと、二人ともほぼ同時に頷うなずいてくれた。

　秋あき晴はるもそれに小さく頷き返して、

「突然で悪いんだが、四し季き鏡かがみ……そのブラウスだけど」

「あっ、これは深み閑かん先生のお下がりを貰もらい受けたんです！」

　言われてみれば、確かに深閑が着ているブラウスによく似ていた。メイド服以外だとこのブラウスに地味だけど上品そうなロングスカートの組み合わせばかりだから覚えている。

　でも問題なのはそんなことじゃなくて、ボタンだ。

　秋晴は改めて四季鏡の着ている服を確認してから、

「で、お前にちょっと頼みがあるんだ」

「はい？　なんでしょう？」

「そのブラウスの──袖そで口ぐちのボタンを二つ、外してみてくれないか？」

　言いながら、秋晴は内心で勝者っぽく笑っていた。

　三さん家けにはああ言ったけど、こーいう対処法もあるわけだ。袖にもボタンがあるし、それを外して貰うだけなら、ちょいと変に思われるだけで致命的なことにはならずに済む。

　轟とどろきの余計な口出しに抗あらがうことなく命令を受けたのも、すぐにこの案が浮かんだからだ。『あっ、別に袖口のボタンでもいいじゃん』、って感じで。

「え……？　…………あっ…………は、はぃ……！」

　若じやつ干かん戸と惑まどったような四季鏡の声を聞きつつ、これぞ人類の知恵と秋晴は自じ画が自じ賛さんして、気分良く命令達成の瞬しゆん間かんを待つ。

　目の前で一つボタンが外されて、それによって僅わずかに覗のぞいていた胸が深くて白い谷間までハッキリと──

「…………って、おい?!」

　どうしたことだか、四季鏡が外しているのは胸元ボタンだった。

　恥はずかしそうに、それでも淀よどみない手つきで二つ目のボタンを外す四季鏡の行動に、秋晴は呆気あつけに取られて口をパクつかせるしかない。

　…………え？　これ、どういうこと？　どうしてこいつ、袖口じゃなくて前のボタンを外して……?!
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　しかもまずいことに、一番上のボタンは元から閉じていなかったので、都合三つのボタンが外れた状態に！　あと二つで完全制せい覇は──じゃない、そっちはアウトな方向だ。そしてこの女はどうしてこんな危険極まりないタイミングでブラウスの下がノーガードですか……!?

「ちょっ、早苗さなえ！　なんでボタ……?!」

「え？　でも、日ひ野のさんが……」

「彼、袖そで口ぐちのって言ってたよね!?　聞こえてなかったの?!」

「聞こえてましたけど、お姉ねえちゃんが『純情な殿との方がたは本心を隠かくして迂う遠えんな言い方をするものですから、そこを読み取ってこそ良い女になれるのですよ』って言ってましたよ？　なので私、ちょっと意図を考えてみて」

『昨日きのう投げた小石が隕いん石せきに成長して落ちてきました』ってくらいの変則展開に頭の中がぐらぐらしている中、秋あき晴はるの耳に慌あわてた様子の岡おかの声が届いて、その場に埋うまりたくなる。

　沙さ織おりさん、相変わらず余計な教えを……大体純情な男はこんな公おおやけの場で胸を晒さらせなんて頼まないし、どれだけむっつり野や郎ろうだと思われてるんだって話だし……！

　余計な気を利かせてくれたおかげで、目の前にはグラビアでもなかなかお目にかかれないくらい豊かな胸が、とても際どいことになっていた。少し腕うでを動かすだけでもふみょんって感じで形を変える絶景っぷり。

　これは勘かん違ちがいに感謝すべきなのかと視線固定のまま秋晴は悩んで──そして不意に、ちくちくと肌はだがちりつくような感覚があることに気付いた。

　何だろうと思ってそこでようやく視線を外すと、

「…………へええ〜。日野君ってば、割と真ま面じ目めっぽいのにそんなこと考えてたんだぁ。むっつりなんだぁ？」

　……あらぬ誤解が生まれていた！

　気が付けば、十八歳さい未満は購入不可な本を立ち読みしている全身タイツ男を見るような目つきの岡おかだけじゃなくて、四し季き鏡かがみ以外の他ほかの女子も疑惑の目をこちらに向けていた。

　梅つ雨ゆの真まっ只ただ中なかくらいじっとりした空気がまとわりついてきて、しかもそれが結構上う手まくやれているつもりだった同じ釜かまの飯を食っている女子連中からということで、

「ち、違うぞ!?　違うからなっ?!」

　一気に耐えきれなくなった秋あき晴はるは、視線の槍やりに追い立てられ脱だつ兎との如ごとく逃げ出してしまった。

　それを察したのか、食堂のドアを薄うすく開けたままこちらを覗のぞいていた三対ついの目が、さっと俊しゆん敏びんに消える。どこぞの米国産アニメかお前等らって言いたくなるような光景だったけど、それに言及している余よ裕ゆうはゼロ。

　これからきっと食堂では『日ひ野の君って従育科だけどご主人様願望とかあるのかもねー』とか『恥ずかしい命令しちゃうんだよね』とか歪ゆがんだ会話に花が咲いてしまうんだろうなぁ……と、切ない気分になりながら。

　秋晴は涙なみだを呑のんで、条件だけを重視してド天然の四季鏡に頼んでしまった自分のミスを悔くやみまくって、食堂を後にした。
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　人はどうして争わずにはいられないのか──なんて哲学めいた問いの答えが、今の秋晴にはちょっとだけ分かる気がした。

「じゃあ、Ｋのカードを引いたヤツに命令といこうか……！」

「……日野？　お前、目が据すわってるぞ……？」

　大だい地ちに言われるまでもなく、秋晴もそれは分かっている。常日頃から上育科のお嬢じよう様さまを気絶、失神の阿あ鼻び叫きよう喚かんに導いている形ぎよう相そうが、下へ手たしたら本職のヤーさんでも目を逸そらしかねないくらい凶きよう悪あくに歪ゆがんでいるのが。

　……だって、自分があんな目に遭あった後なんだから……他のヤツも同じくらい悲ひ惨さんな目に遭って貰もらわないと、収まりがつかないよなぁ……！

　ククク、と悪役っぽい笑い声を漏もらしつつ、秋晴は命令のキーワードが書かれた紙を選び、人物と行動の二つともに目を通し──そして、三さん家けに視線を向けた。

「……なあ、Ｋを引いたのって、三家か？」

「う、うん、そうだけど……」

「なんやあっきー、今いま更さら相手を変えるのは無しやで」

　轟とどろきが注意してくるが、そんなつもりは秋あき晴はるにも無い。

　ただ、

「人物の方に書かれてるのが三さん家けの名前だから……この場合、どーすっかな……」

「なるなる、そーいうことかいな。行動の方と照らし合わせて実行不可能やったら、トランプ引くところからやり直しになるで？」

「……………………いや、いける」

　少し考えてみてどうにか上う手まくまとめられたので、秋晴は自信を持って笑みを浮かべる。それに対し三家が「ひっ……」と小さく悲鳴をあげるけど……まあうん、諦あきらめて貰もらうってことで。

　そして秋晴は我が身と心に刻まれた羞しゆう恥ちの思いを知れと言わんばかり、命令した。

「んじゃ──Ｋを引いた三家は、多目的ホールで踊おどって来い」

「……えええっ!?　な、何それ、どういうことなの?!」

「恨うらむんならこんな紙を入れたヤツを恨むんだな」

　秋晴が引いたのは『三家』、それから『ダンス』と書かれた紙。

　もしＫが三家じゃなかったら二人で熱烈なジルバでも踊らせようかと思ったけど、幸か不幸かソロでのステージになった、と。

　証しよう拠この紙をまじまじと見て渋しぶい顔になった三家は、悔くやしそうに、

「……その行動を書いたの、僕だけど…………でも、多目的ホールって……」

「ここじゃ狭せますぎるし、寮りようのロビーやその辺の人が通りかかる場所でやるよりマシだろ？　たぶんどこの部も使ってないだろうから、観客は俺おれ等らだけだ。安心しろよ」

「ちっとも安心出来ないよっ!?」

　つんざくような悲鳴と抗議の入り交じった声に、秋晴は『おやおや』って感じに肩かたを竦すくめる仕し種ぐさで対応した。たぶん、やられた側は相当むかつくはず。でもささくれ立った今の自分はこれくらい平然とやってしまう酷ひどい人種なので、抗議と憤いきどおりが存分に込められた視線の銃じゆう弾だんなんて効果無しだ。

「……どうにしろ、やらなければならないのだろう？」

「せやなぁ。ミケ、やらんとどうにも収まらんで。もう覚かく悟ご決めや」

　そして他ひ人と事ごとなので好き勝手に後押ししてくれる素す敵てきな仲間達の言葉に、当事者の三家は夢も希望も失ったようにぐったりと肩を落として……

　これ以上の抵抗は無む駄だだと、どうやら悟さとってくれたようだった。




「…………本当に、やるの……？」

「ああ。大だい丈じよう夫ぶ、お前ならやれる」

「……半笑いでそんなこと言われても……」

　決行の場所に着いてもまだ踏ん切りがついていない様子の三家に力強い言葉をかけたつもりだったのに、本人はそうと受け取っていないようだった。おかしいなぁ、本心なのに。それ以外に思うところが多々あるのも事実ではあるけど。

「ええからミケ、ごねとらんで早う始めぇや」

「確かに、早くしないと誰か来るかも知れない」

「…………だよね。はぁ……」

　大だい地ちの言うことは尤もつともだと三さん家けも思ったようで、深いため息をついて舞台袖そでの方へと歩いて行く。多目的ホールが土曜も開いているのは秋あき晴はる達だけでなく白はく麗れい陵りようの生徒なら誰でも知っているはずだから、誰かが気まぐれで来るようなことが無いとも言い切れない。演劇部とか歌劇部とかコーラス部とか、舞台を使いそうな部もたくさんあるし。

　だから誰もいない今の内にするのが得策なのは間違いない。それを分かっているから、三家もああしてとぼとぼと舞台へ向かったわけだ。

「さて、何をやるんだろうな？」

「せやな、妥だ当とうなところやと盆ぼん踊おどりか阿あ波わ踊り、ってところちゃうか？　意表を突いてコサックダンスとか出て来るとおもろいけども」

「……む、出て来たぞ」

　秋晴達が好き勝手に予想をしている間に覚かく悟ごも準備も終わったようで、舞台袖から三家が姿を現した。

　そして舞台の中央まで行くとこちらに向かって一礼して、

「…………それでは、舞をひとさし」

　おもむろに、ゆったりとした動作で踊り始めた。

　踊りの種類に詳くわしくない秋晴でも、何となく盆踊りや社交ダンスじゃないっていうことは分かる。腕うでを大きく使っているから、もしかしたら袖そでの長い着物か何かを着て踊る類たぐいのものかも、くらいの予測は出来るものの、それで精一杯だ。

「……あれ、芸者がやる踊りやな。昔、宴えん会かいの時に似たようなんを見たことあるで」

「……あー、そういやあいつ、老舗しにせ旅館の息子むすこだっけか」

　それならお抱かかえの芸者さんがいてもおかしくないかもだ。何かの拍ひよう子しに教えて貰もらうとか、見ている内に覚えたとか、そういう経けい緯いで会え得とくしたに違いない。

　本職の人が舞っているところを見たことがない秋晴としては、三家の舞が上う手まいのかどうか分からない。パーカーにハーフパンツなんて格好で踊っているから、尚なお更さらだ。

　まあどうせ踊りの善よし悪あしなんて分からないし、そもそも注目すべきはそんなところじゃない。そう思っているのは秋晴だけじゃないらしく、隣となりでイスの背もたれに腰こし掛かけた轟とどろきが舌した打うちして、

「ちぃっ、もっとたどたどしいミケの姿が見たかったっちゅうのに、期き待たい外れやな。やっぱ誰もおらん所でやっても効果薄うすかい」

「や、そうでもないぞ。良く見てみろ、顔が真まっ赤かだ。あれ、相当恥はずかしがってるぞ」

「おぅ、ホンマや。流石さすがあっきー、目の付け所がナイスやな！」

「それにあれ、本当はもっとゆっくりした舞なんじゃないか？　きっと早く終わらせる為にペース上げてるんだぜ」

「むぅ、言われてみれば……」

「……お前達、色々と最悪だな」

　大だい地ちの良識的な言葉がちょいと耳に痛いけど、自分にしろ轟とどろきにしろ、一度地じ獄ごくを味わった後だ。だからこそこうして、同志の誕生を囃はやし立てている訳ですよ。

　──あと、轟の言葉には間違いが一つある。

　秋あき晴はるがそれを他ほかの二人に伝える前に、

「お、終わりっ。これで終わりね！」

　舞台で踊おどっていた三さん家けが足を止め、終了の宣言をして、

「──ええー、最後までやらないんですか〜？」

　……それに抗議の声を上げる、第三者が。

　見れば後ろの席に、お菓か子しの袋を抱かかえた天てん壌じよう慈じ楓かえでの姿があったりした。

　あのボンクラ理事長が途と中ちゆうでこそっと入って来たことに秋晴は気付いていたし、大地も同じくのはず。

　けど後の二人は気付いていなかったようで、予期せぬ存在がいたことにバッチリ驚いたらしい三家は飛び跳はねそうな勢いで身をビクつかせていた。

「なっ、え……？　な、なんで理事長先生がっ?!」

「先生はですねー、折せつ角かくの土曜日ですし、ここのプロジェクターを使ってゲームをしようと思って来たんですよ〜。そしたら、三家くんがオンステージで」

「わっ、わっ……み、見なかったことに、忘れて下さいっ!?」

『え〜〜〜？』って感じで不思議そうに首を傾かしげる楓だけど、対する三家はもう涙なみだ目めだ。これは流石に秋晴も同情せざるを得ない。なんでこんなことをする羽は目めになったか知らない人から見たら、ちょいとしたパフォーマーだと思われるだろうしなぁ。

　……そんな風に秋晴が良心を疼うずかせていた、その直後。

　本当に、心の底から三家を哀あわれみたくなる事態が起こった。

「──では代わりに、僕のステージを見て貰もらおう！」

「へっ!?　ぇ、ど……何っ?!　この薔ば薇らはっ……」

　どこからか響いてくる男の声に律りち儀ぎに反応する三家だけど……この白はく麗れい陵りようで今いる面子メンツ以外の男なんて、一人しかいない。しかも登場に薔薇の花びらを撒まくようなのは、たぶん全国でもあのナルシスト野や郎ろうだけのはず。

「孤独な舞台に誘いざなわれ……風かざ祭まつり灯とう一いち朗ろう、ここに舞い下りよう！」

　そんな秋あき晴はるの想像通り──わざわざ宙ちゆう吊づりのワイヤーアクションを決めて舞台に立つ、無む駄だに長身でスタイルのいい影が一つ、三さん家けの隣となりに現れた。

　いつも通り、どこかの歌劇団ですかオノレはって訊ききたくなるようなスパンコール入りの衣い装しようを着た大だい吉きちの登場に、秋晴は勿もち論ろん歓声なんか上げない。あの花びらを掃除するの誰になるのかなぁ……、なんてことをぼんやりと考えるだけだ。

　しかし舞台に取り残された三家はそんな気楽ではいられないらしく、おろおろしながら助けを求めるような視線をこちらへと投げかけてくる。しかも割と必死な感じで。

　秋晴はそれに応こたえるように頷うなずくと、舞台上で決めポーズを取ったまま動かずにいる大吉を一いち瞥べつして──

「よし、撤てつ収しゆうするか」

「せやな、もうええやろ」

「……異議はない」

「えええええっ!?」

　絶望と驚きよう愕がくに彩いろどられた三家の悲鳴がホールに響くけど、秋晴は表情を変えない。まあ予想出来たことだし。

「三家、お前もさっさと戻って来いよー」

「そんなこと言うなら助けてよっ！　僕にどうしろっていうの、この状況!?」

「そうですねー、折せつ角かくだから二人で頑がん張ばっちゃいます？　この間やったゲームで、なかなか素す敵てきなシーンがあってですね〜」

「頑張りたくないです、っていうか煽あおらないで理事長先生！」

「ふっ……舞台に立つは皆主役、という言葉も有ありはするが、やはり真の主役はただ一人……そう、この風かざ祭まつり灯とう一いち朗ろうだけだということを証明する時がきたようだね！」

「なら一人で勝手にやって──ちょっと本当に帰るの?!　置いてかないでよ!?」

　悲痛な三家の叫び声に、秋晴達は無言のまま背を向け、

「それじゃ、まずは二人が抱き合ってですねー」

「ええっ、先生なんのゲームしてるんですか?!」

「芸術の為なら、美の為ならば仕方ないね。理事長の期き待たいに応こたえて見せよう！」

「どうして脱ぬぐのっ!?　ああもう、こんなの処理しきれないってば───！」

　あんまり酷ひどいことにならないといいなー、と可か哀わい想そうな三家の為に祈いのってやり、ノーフォローのまま多目的ホールを後にした。
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「…………なあ、本当にやらなきゃ……いやいい、何でもない」

　もしかしたら、万が一くらいの確率で『やっぱりいいよ、やらなくてもいいよ』と優しい言葉が返ってくるんじゃないかなー、と淡い期き待たいを抱いだいて訊たずねた秋あき晴はるは、相手の顔を見て言おうとしていた言葉を途と中ちゆうで取り止やめた。

　駄だ目めだ、あの三さん家けの顔を見れば結果は丸分かりだ。元は優しく寛かん容ようの心に満ちた男だったのに、今ではすっかりやさぐれた目になって「みんな……汚よごれちゃえばいいんだ……」とか呟つぶやいておられる。

　多目的ホールで酷ひどい目に遭あった後、さらにもう二回罰ばつゲームとしか思えないような命令をこなした結果、三家の心にも悪あく魔まが巣くってしまったらしい。

　ちなみに他ほかの面子メンツも、止めてくれることはなさそうだ。ここまで四回連続で命令をこなすことになった轟とどろきは勿もち論ろんだし、奇き跡せき的に一度も割を食っていない大だい地ちとしてはフォローしにくい空気だし。

　どうにも諦あきらめるしかないと悟さとり、秋晴は深く深くため息をついた。

「『上級生に水をぶっかけろ』って……それってつまり、上育科生限定ってことだろ。下へ手たしたら大問題になりかねないっつーの……」

「上う手まくフォロー出来れば問題ないんじゃないかな」

「せやせや。チリソースやカレーをぶっかける訳やないし、どうとでもなるって」

「………………その、頑がん張ばれ」

　心温まる仲間達の言葉を受けて、思わず『ならお前等らをずぶ濡ぬれにさせてやろーか』と言ってやりたいのを秋晴はぐっと我が慢まんする。

　……にしても、夏でも無いのに誰も止めないってどういうことだよ。下手したら相手に風か邪ぜを引かせちまうかもしれないっていうのに、たがが外れているにも程ほどがある。

　そんな中、最後の抵抗で秋晴が出来たことといえば──

「せやけどあっきー、そろそろ諦めたらどうや？　人っ子一人おらんし、誰も来そうにないで？」

「……いいや来る、絶対に来る……！」

「しかし、いつまでもここにいるのはどうかと思う」

「そうだね。じゃ、あと五分だけ待って、それでも駄目なら移動にしよっか」

「くっ……」

　三家の非情な通告に、秋晴は唇くちびるを噛かみ締めながら心の中で天に祈いのりを捧ささげた。

　移動は、まずい。実行場所をここに──温水プールにすることで、なんとか酷ひどいことにならずに済む算さん段だんはつけられた。プールなら、例えば知り合いがいればふざけた感じで水を掛けても大だい丈じよう夫ぶだし、知り合いじゃなくても入り口の側にあるシャワーを自分が開け閉めすることで『ほら、水をかけたってことになるだろ』と言えるはずだったのに……！

　唯一にして最大の盲もう点てんは、プールに誰もいなかったことだ。こうなったら誰か知り合いに電話かメールして仕込んでおけば良かったと猛もう烈れつに後悔してしまうけど、もう遅い。

　……一分、二分と止まることなく時間は過ぎて行き、秋あき晴はるも半なかば諦あきらめて次の策を考え始めた時。

　不意に水面を見ていた大だい地ちが顔を上げて、ぽつりと呟つぶやいた。

「──む。人の気配が、近い」

「本当かっ!?」

　こくりと頷うなずく大地の姿に、秋晴は思わずガッツポーズする。どこをどうアンテナにすれば察知出来るかは不明だけど、今はそんなことどうでもいい。大事なのは人が来たという事実だ。あと露ろ骨こつに舌した打うちをしやがった轟とどろきはそのうち絶対プールに蹴けり落としてやる。

　ともあれ、ギリギリのところで現れた救きゆう世せい主しゆの到来を今か今かと待っていると、ペタペタという歩く音が聞こえてきて……それからややあって、足音の主が姿を見せた。

　ありがたいことにその人物は上級生で、しかも秋晴の知り合いだった。

「あら？　日ひ野のさん……と、従育科の男の子達？」

「どもっす、沙さ織おりさん」

　更こう衣い室しつに繋つながる入り口から出て来たのは四し季き鏡かがみの姉の沙織さんで、下に水着を着ているのか、一見するとぶかっとした大きな青いティーシャツだけしか着ていないような姿だった。手には撥はつ水すい性の高そうな巾きん着ちやく袋ぶくろを持っていて……うん、少なくとも『ちょっとプールの様子を見に来ただけで何もせずに帰ります』って感じではないな。

　こっちが何を考えているのか分かるはずもない沙織さんは首を傾かしげて、

「皆さん、どうして服を着ているんでしょう？　補習授業か何かですか？」

「あー、いや、それは何というか……沙織さんは、泳ぎに？」

「私は……昨日きのう少し、部屋で失敗をしてしまったので、それで」

「……？　…………そうっすか」

　ここにいる理由を誤ご魔ま化かすことにはそれとなく成功したっぽいけど、向こうは向こうで要領を得ない返しをしてきた。部屋で失敗してプールって……憂うさ晴らしに泳ぎに来たってことなんだろーか？

　秋晴が足りない情報を想像力で補完していると、沙織は会え釈しやくをしてシャワーゾーンの方へ向かって歩き出す。

「あのっ、シャワーを使うんなら俺おれがバルブ開けますよ!?　手伝います！」

「あら……でしたら、お願いしますね」

　ここで彼女に勝手にシャワーを浴びられるとこちらの計画がパーになるので慌あわてて声を掛けると、何の疑いもない受じゆ諾だくの返事が。

　やり取りを見ていた轟が『上う手まくやりおったなぁ』と言わんばかりにつまらなそうな顔になるけど、そんなのに構ってられない。ギャラリー沸かせるプレイを心掛けたら退学コースまであり得るし。そんなに体からだ張れないっての。

　壁で区切られた向こうにシャワーゾーンがあり、沙さ織おりさんはそちら側へと消えて行く。水を出すバルブはこちら側に付いているので、秋あき晴はるはその前に移動して、

「それじゃ、準備が出来たら合図下さい」

「はい…………うん、もう大だい丈じよう夫ぶです」

「っと……じゃ、いきます」

　意外に早く返事が来たことにちょっと驚きつつ、秋晴はバルブを捻ひねった。準備なんてシャツを脱ぬぐだけだろうが、あのおっとりした沙織さんにしては随ずい分ぶんと迅じん速そくだ。

　けど、重要なことはもっと他ほかにある。

　秋晴は不ふ敵てきな笑みを浮かべ、命令者の三さん家けとイチャモンをつけてきそうな轟とどろきの顔を見ながら言ってやった。

「これでミッションコンプリート、だな？」

「ちっ……どないや、ミケ？」

「うん……まあ、仕方ないかな」

　不ふ承しよう不ぶ承しような感じとはいえ許可が出たので、文句なしだ。いやクレームがあってもそれに応こたえる気はゼロだったけども。

　よし、後は沙織さんに挨あい拶さつして戻るだけだ。すぐに出てくるはずだし、何も言わずに消えるのは良くない。……いや決して水着姿が見たい訳ではなくてね？　夏に見た際きわど過ぎる水着姿をリメンバーってことではなくて。

　誤ご魔ま化かしきれない若じやつ干かんの疚やましい気持ちもありつつ、秋晴はシャワーゾーンから沙織が出て来るのを待った。

　…………。

　……………………。

　……………………………………。

「沙織さん、出て来へんで？」

「もう五分近く経たってるよな？」

　これからプールに入るって人がこんなに長くシャワーを浴び続けているなんて、少しおかしい気がした。

　──まさか、とは思うけど……倒れてるってことは、無いよな……？

　妹とは違うタイプっぽいものの、圧倒的なドジの沙織さんだ。うっかり足を滑すべらせて……なんてことも、無いとは言い切れない。四し季き鏡かがみなら頑がん丈じようだから大たい抵ていのことは大丈夫だと思えるものの、姉の方はどのくらい防ぼう御ぎよ力りよくが高いのかイマイチ掴つかんでないのが、さらに不安を煽あおる。

「……ちょっと見てくる」

「そうだな、それがいい。人手がいるようならすぐに呼べ」

　大だい地ちの賛同に後押しされ、秋晴は壁の向こうへと回り込む。

　倒れていたり、苦しそうに屈かがみ込んでいたりしていないことを、単にのんびりシャワーを浴びていることを願いながら──同時に、最悪の事態が起こっていてもキチンと対処出来るようにと気をしっかり持って、シャワーゾーンを覗のぞき込み、

「沙さ織おりさん、随ずい分ぶん長く…………っ!?」

　……掛けるはずの言葉は、途と中ちゆうで止まってしまった。

　あまりの光景に思考は半なかば停止して、もしかしたら心臓も止まっていたかもしれない。




　何な故ぜなら、シャワーゾーンには──水着姿どころか、何も身に着けていない沙織の姿があったから。
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　ペタンと座っていて、秋あき晴はるの見ている側からやや斜めに背を向けているので見えちゃいけないところは見えてないけど、これはもうアウト。絶対にアウト。あと何も身に着けていないっていうのは嘘うそでしたシャンプーハットを付けてます……って一番関係無い装備だよ何も隠かくれてないから！

「さっ……さお、りさん…………何をして……」

「あら？　何をと言われても、見ての通り──」

「おぁあっ、それ駄だ目めこっち向いたら駄目だって!?　ちょ、隠して、前をちゃんと隠してからにっ！」

　無防備に振り向こうとするものだから、秋あき晴はるの方が緊急回かい避ひで視線を外す。見たいけど見たら駄だ目めだから……ちらっと見えただけでも、水が流れ伝っている重力を無視したように自己主張をした胸とか、内臓がちゃんと入っているのか聞きたくなるようなウエストのくびれとか、本当にヤバかったから。

　しかし今追及すべきは悩殺スタイルではなく、

「ど……どうして、裸はだかに……？」

「先さき程ほど言いませんでした？　昨日きのう、少しばかり部屋で失敗をして、お風ふ呂ろ場ばを半はん壊かいさせてしまったんです」

　具体的な結果については初耳だった。

「それで何でっ……四し季き鏡かがみの、妹の部屋にも風呂はあるし、それに確か上育科の寮りようには露ろ天てん風呂もあるって……！」

「だって、久しぶりにお風呂で泳ぎたくなったんですよ？　露天風呂で泳ぐと叱しかられてしまうので、こうしてプールへ泳ぎに来たんです。プールは泳ぐ場所ですから」

「いや泳ぐ場所だけど水着は着ろよっ?!　あとここのシャワーは水に体を慣らす為にあって、体を洗う為にあるんじゃないからな!?」

「まあ……そんなことより上う手まく背中が洗えないんです。良ければ手伝ってくれませんか？」

「だからそういうのはっ……大体洗うって、スポンジもタオルも持ってないみたいですが?!」

「肌はだを傷つけないよう、手で優しく洗うんですよ？　なので背中は洗いづらくて……」

　──これはたぶん、誘ゆう惑わくとか天てん然ねんとかそんな言葉では許されない、ちょいとした精神攻こう撃げきの域に達していると思うのですが。

　振り向きたいとか、ああ仰おつしやっていることだしとか、少年の素直さを忘れずにいる自分が元気に騒さわいでいるけど、実行に移したら間違い無く終わる。ここには轟とどろき達もいるし、絶対に脚色も込みで噂うわさになるに違いない。轟達がやらないにしても、沙さ織おりさんのうっかり具合からすると何も考えずに妹に話すだろうし……うん、終わる。

　だから秋晴が取れる行動は、ただ一つ。

「──ああっともうこんな時間だ俺おれ達はもう失礼します！」

「まあ……じゃあ髪かみを洗うお手伝いだけでも──」

「事態は一秒を争うので無理です！」

　殆ほとんど怒ど鳴なるようにして沙織に告げて、秋晴は後ろ髪を引かれまくりながらも早足でその場を離れる。

　どうせ今夜は眠ねむれなくなるっぽいから、後悔はその時にすればいい。悔くやむのは間違いないが、色事で退学とか本当に最悪な展開になるよりもマシだ。

　自分にそう言い聞かせた秋晴は、さっきから発情期の犬よりだらしない感じになっている轟と、それを必死に食い止めている大だい地ち達を連れて、危険極まりない温水プールを後にした。





◆　　　　　　　　　　　　　◇






　四し季き鏡かがみ姉妹の思考回路と将来を考えさせられる血けつ涙るい必ひつ至しな出来事の後、秋あき晴はるは部屋のベッドに座り込んで大きく息を吐はいた。

　まだ日も暮れてないのにやたらと疲れた気がする。たぶん気のせいじゃなく、本当に疲れているんだろうなぁ。主に精神面が。

「さ、あ、て、次はどないな結末になるんやろな〜」

　うざいくらい意気揚よう々ようと次のゲームの準備をしようとする轟とどろきには思わず蹴けりを入れたくなる。けど秋晴がそれを実行に移す前に、三さん家けが待ったを掛けた。

「……ねぇ、もうそろそろ終わりにしない？」

　若じやつ干かん申し訳なさそうに言った提案に、秋晴と大地はすぐに頷うなずく。もうお腹なか一杯だし、そろそろ人間関係に深刻な亀き裂れつが入りかねない。それにさっきのだって、下へ手たをすれば退学や告訴の危機まであったはずだしなぁ。

　一人元気な轟はちょっと不満そうな表情だったものの、床ゆかに置かれたままのトランプをしばし見つめた後で、

「……しゃあないな。分かった、じゃあ次で最後や──最後の命令は、絶対やで？」

　その言葉に、反対の声は無し。ここで駄だ々だをこねるともっと厄やつ介かいなことになると分かっているので、大地も三家も諦あきらめの了承をしたっぽい。

　自分の意見が通ったことに満足してくれたようで、轟は目つきを和やわらげ、ついでに口元に不ふ敵てきというかやられ役っぽい俗な笑みを浮かべ、

「よっしゃ、ほんなら最後の勝負や！　あっきー、はよシャッフルせい！」

「いちいちうざったいな……ほら、出来たぞ」

　シャッフルした四枚のトランプを横一列に並べると、もう自分でもどこにどれがあるのか分からない。

　轟達が思い思いのトランプを引いて、最後に残ったのを秋晴は手元に持ってきた。回数をこなしたとはいえ、これでラストとなると少し緊張する。

「さあラスト──ハウスキーパーは、誰やっ!?」

　準備が整ったところで、轟がもう恒こう例れいになった音おん頭どの声を上げ……そして、勝者だけが自分の持っているトランプを晒さらした。

　最後のハウスキーパー役になったのは、あろうことか、

「……くくく……やはり神さんは頑がん張ばったモンに微笑ほほえむんやなぁ……！」

　うん、最悪だ。最後も轟が変な命令を受けて『いやぁ、やっぱり良からぬことは企むもんじゃないね。天てん罰ばつ下るね』と上う手まくまとまると思っていたのに。

　轟とどろきが命令箱を漁あさり始め、場の緊張が高まるのを肌はだで感じながら、秋あき晴はるはこっそりと自分のトランプを見る。

　髭ひげの王様が描かれているので、命令がＫ以外に下されればセーフだ。大だい地ちと三さん家けには悪いけど、やっぱ自分の身が大事です。頼むから外れて欲しい。

　たぶん三人が共通の想いを抱かかえている中、一人だけ楽しそうな轟が選びに選んだ命令の紙を広げ……そして「ほほぅ」と意味深しんな呟つぶやきをした。

「これはこれは、最後になって面おも白しろいモンを引いたなぁ……折せつ角かくや、とびきりこってりな命令にしたろうやないか」

「いや余計な前フリはいいから。さっさとやれよ」

「おやおや不安なんか、あっきー？　まあええ、お望み通り命令したるわ」

　勝者だけに許される傲ごう慢まんな笑みに、いつもなら殴なぐりたくなるところだけど、今回だけはプレッシャーを感じて秋晴は薄うすく唇くちびるを噛かんだ。

　楽しいゲームとはかけ離れた重苦しい空気の中、たっぷり間を溜ためた轟が言ったのは──

「最後の命令は……Ｑのヤツ！」

　その言葉に、秋晴の隣となりにいた大地の肩かたが小さく震ふるえた。三家はホッとしたように胸を撫なで下ろしているから、これはもう確定だ。Ｑは大地に違いない。

　問題はどんな命令が下されるかだけど……自分とは関わりの無いってことの方が重要なので、正直外れてくれて助かった。大地には悪いが、やっぱり我わが身は可愛かわいいです。

　同情しつつも秋晴は観客気分になり、さてどんな厄やつ介かいな命令が飛び出すんだろうと状況を眺ながめ……

　轟が晒さらした二枚の命令カードを見て、緩ゆるみかけていた頬ほおが引き吊つった。




「Ｑは『女装』して、『Ｋ』と一日デートをする──それが最後の命令や！」




　嬉うれしそうに告げる轟を他よ所そに、秋晴は愕がく然ぜんとしながら手て札ふだを晒さらす。

　そしてこちらが晒した絵柄が何なのかに気付いたらしい大地の目が大きく見開いて……その手からトランプがこぼれ落ちる。

　やっぱりというか、描かれているのは紅こう一点のＱ。

　つまり、これは……この命令が、意味するところは……

「大地が…………女装をして……？」

「……日ひ野の、と…………デート……!?」

　──そういうことに、なってしまった。
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　──まさかこんな事態になるなんて、誰が予想しただろうか。

　少なくとも薫かおるは、昨日きのうの段階では思ってもいなかった。

　暇ひま潰つぶしだったはずのゲームの結果──デートをすることになるなんて。

　しかも相手はルームメイトの日ひ野ので、自分は『女装』をして。

　女であることを隠かくしていて、それを知られてはいけないのに、だ。

　外出するにはもう遅いからと決行が翌日になったおかげで、奉仕活動のある轟とどろきと三さん家けが見学することは無くなったのが唯一の救いだが……実際問題、あんまり救われてはいない。

　全く着慣れていないせいか、ワンピースの裾すそが事あるごとにひらひらふわふわと浮いてしまうような気がする。薫はそれを手で押さえながら、ちらりと横目で隣となりを歩く日野の顔を見た。

　すると向こうもこちらを見ていて……当然だけれど、目が合う。

　半年以上も同じ部屋で暮らしているのだから今いま更さらそれくらいでは動じない──はず、だったのに、今日に限って視線一つに激しく心を揺さぶられる。

　理由は、分かっている。デートだと、初めてのデートだと意識してしまって、ちっとも高こう揚よう感かんが収まらないからだ。昨さく夜やはろくに眠ねむれなかったし……こんなに浮ついた気分でいるなんて、恥はずかしい。

　ともすれば赤くなってしまいそうな自分に対し、薫は言い聞かせるように心の中で呟つぶやく。

　……落ち着け、落ち着いて対処すれば問題は無い。クールに、冷静になれば、たかが女の格好をしているだけで取り乱すようなことは、

「──それにしても、意外だったな」

「…………っ、な、何がだ!?」

「………………いやそれは……どうして涙なみだ目め？」

　……何気ない会話一つで、物凄すごく動揺してしまっていた。それも、反射的に握にぎってしまったスカートに皺しわが出来てしまうくらい。

　そんな自分の反応が情けなくて、薫は唇くちびるを噛かみ締める。顔がやたらと熱あつく感じられるし、真まっ直すぐに日野の顔を見られない。それもこれも、こんな格好でこんなことをしているからだ。

　元げん凶きようである轟慎しん吾ごのにやけ顔を思い浮かべて殺意を滾たぎらせていると、横から小さな咳せき払ばらいが聞こえてきた。

「や、だから、女子に服を借りるだけかと思ったら……ウィッグも付けてるし、化け粧しようもしてるよな、それ？　どこからどう見ても女にしか見えないぞ」

「……た、体格の似ている小こ島じまに事の次第を話して協力を頼んだら、何な故ぜか化粧までされてしまって……」

「あー、なるほど。だから岡おかのヤツ、あんな嬉うれしそうに先に待ち合わせ場所へ行ってろって伝えに来たのか」

　納得するように頷うなずく気配があって、薫かおるはホッと胸を撫なで下ろす。良かった、ちゃんと普通に受け答えが出来た。

　ちなみに手でやんわりと押さえている胸は、普段はサラシを巻いている為──そう、サラシを巻いているから！──ぺったんこなのだが、今日はほんのり膨ふくらんでいた。そこには、詰め物という名の人類の英知が隠かくされている。入学前に出来心で一着だけ買って隠かくし持っていたブラが、まさかこんな形で役立とうとは思ってもみなかった。

　待ち合わせ場所で合流した際──やや呆ほうけた顔をした日ひ野のの視線が胸元に注がれて、ほんの僅わずかだけど驚くような反応があったから、この試みは成功したと言っていいはず。成功したからといって何がどうなるという訳ではないけれど、大事なのは成功したという事実だろう。

　それにしても……面めん倒どうなのは、命令を下したハウスキーパー役の轟とどろきが書いた指示通りに動かなければならないということだ。

　小さなショルダーバッグの中に押し込んだリストには『慎しん吾ごっちの初デート素す敵てきプラン　[image: ]ドキドキ未体験ゾーンもこれでバッチリ♀』と頭の悪いタイトルが付いていて、それから行き先と不要としか思えない個人的感想と思いの丈たけが綴つづられている。

　それによるとまず外で待ち合わせをして、その後は、

「『ボウリングで和なごやか対決しながらイチャイチャ』、だと。全く、轟の奴やつ……脳が涌わいてるのかあの馬鹿」

「僕もそう思う……が、それよりまだ辿たどり着かないのか？」

「あー……おっかしいな。確かこの辺りにボウリング場があったはずなんだが」

「……それらしい看かん板ばんは見当たらないが」

「俺おれの記き憶おく違いか……？　ここに来るのは四年振りだから、その可能性も無くはないな」

　頭をガリガリと掻かきながら小首を捻ひねる日野の言葉に、薫は思わずピクンと肩かたを揺らしてしまった。

　今……何気なく、さらりと重要な情報を口にしたような……!?

　自分があまり素す性じようを話せないこともあって、日野の過去の話を訊きく機会は少ない。だからもしかすると、これは貴重な切っ掛けかも知れなかった。

　四年前に訪れたことがあるのか、もしくは住んでいたことがあるのかも……

　これはルームメイトとしてとても気になる。

　でもあまり強い関心を示しているとは思われないように、あくまでも自然に、さりげなく、さりげなく──

「そ、そういえば、この街で実行すると決めたのは日ひ野のだったが……その、前に来たことがあるのか？」

「来たっていうか、住んでたことがある。ほんの二ヶ月程度で、駅の方に遊びに来たのは三、四回しかないけどな。まあでも、全く知らない街に行くよりはマシだと思って」

　その言葉に薫かおるは小さく頷うなずいた。

　白はく麗れい陵りようから遠く離れたこの街に来たのは、女装している姿を知り合いに見られたくなかったからだ。誤解される可能性は高いし、もしかしたら遠目に見られて知らない間に噂うわさになっていた──なんてことも考えられる。

　なので白麗陵からそこそこ離れた街にすることにし、日野が「ならあそこにするか」と決めてくれたのだけれど……まさか、短期間とはいえ住んでいたなんて。

「……四年前というと、中学生の時か？」

「いや、小六の時だな。遊びに来た棗なつめが迷子まいごになったりヤクザっぽいのに集団で追いかけられたり、妙みように色々あって短期間しかいなかった割に印象深かったから、大体の位置関係は覚えていたつもりだったのに──っと、あったあった」

　物凄すごく気になる発言は、探していた建物の発見によって途と中ちゆうまでしか聞くことが出来なかった。

　もう少し色々聞きたかったので残念だけれど……薫にとっては、ここからが本番だ。気を引き締めてかからねば。何せデート、しかも初めてのデートなのだから。

　そう、嫌いや々いやの無理矢理でのデートとはいえ任務は任務だ。こんな女の格好なんか本意ではないし、ましてや似合っているとか言われても全然ちっとも嬉うれしくは無いけれど、それでも失敗するよりは成功する方がいいに決まって──

「大だい地ち、何してんだ？　置いて行くぞ」

「っ、待て！　すぐに行く！」

　さっさとボウリングピンのモニュメントを頂いただきに置いた建物へと入ろうとする日野を、薫はワンピースの裾すそを押さえながら慌あわてて追いかけた。
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　──ボウリングという娯ご楽らく競技を体験するのは今日が初めてだったけれど、そんなことは別に問題にならないはずだった。

　どういうものか知識としては知っているし、物を投げるのは得意だ。真まっ直すぐなレーン、しかも何の障しよう害がい物ぶつも無いときたら、どうしてピンを倒せないのかが分からない。

　……そう思っていた薫かおるの目の前で、投げたばかりのボールは儚はかなくもガーターに落ち、ピンに触ふれることなく消えていく。

「これで六連続ミスか。流石さすがに酷ひどいな、これは」

「…………くっ……！」

　事実そのままに放たれた日ひ野のの言葉に、薫は何も返せなかった。

　アプローチから後ろのベンチに戻り、モニターに映るスコアをじっと見る。自分の名前が書かれたスコア欄らんに、ずらりと０が並んでいるのを。

　一方、薫と入れ替わりでアプローチに立った日野はというと、さして迷い無く投球に入り──ガコン、といい音を立ててピンを弾はじく。程ほどなくしてモニターに『ストライク！』の文字が華はなやかに現れた。これで今日三回目だ。

「真ん中辺りに投げられれば、案外簡単に倒れてくれるもんだな。大だい地ちも、もっと丁てい寧ねいにセンター狙ねらいでやってみろよ」

　気分が良いのか、隣となりに座った日野は明るい声で助言してくる。始める前に「小学生の時以来だなー」と呟つぶやいていた男のものとは思えない。

　ブランクもあるというし、自分とあまり変わらない……いいや運動神経と投とう擲てき技術に優れている分、自分の方がいい結果を残せると思っていたのに。

　薫は初めて挑戦する遊ゆう戯ぎなので、ある程度駄だ目めなのは仕方がない。でも、始める前に思い描いていたのは、あっさりとストライクを連発し、逆に上う手まくやれない日野に巧こう者しやとしてのアドバイスをする自分という画えだったので……これじゃ、まるであべこべだ。

「……やっている。狙ってないはずがないだろう」

「でもお前、なんか変だぞ。アプローチの時、落ち着かない感じだし」

「それはっ…………むぅぅ……」

　咄嗟とつさに返そうとした言い訳の言葉を、薫はぐっと堪こらえた。こちらにもちゃんとした、納得して貰もらえる理由はある。

　……でも、スカートの頼りない感覚がどうにもむずむずして、下へ手たをすれば裾すそが捲めくれて下着が見えてしまうんじゃないかと心配だなんて…………そんなの、説明出来るか。

　結果、自分の頭の中で思い描いている理想のフォームとは大違いの、ひょこひょことした頼りない助走からの投球になって、しかもボールは不思議と左に曲がっていって……この様ざまだ。

　尊敬されたいとか上位に立ちたいとか思っている訳じゃないけれど、こうも情けない体ていたらくだと、日野に幻滅されてしまうかもしれない。それだけじゃなくて、つまらない想いをさせてしまっているのかもしれなかった。

　一度そう思ってしまうとどうしても不安になり、薫は投球準備に取りかかりながらも視線を横へ向け……

　そして、見た。

　数レーン向こうでゲームをしている、高校生カップルらしき二人組。

　見事ストライクを決めた笑顔の女と、それを迎える男がハイタッチをしている光景を。

「…………！」

　ビックリして、取ろうとしたボウリングの球を落としてしまいそうになり、薫かおるは慌あわてて両手で持ち直す。

　そうしながらも、頭の中は今見た光景で埋うめ尽くされていた。

　──もしかすると、女がストライクを取ったら、あんな風に喜び合うのが礼れい儀ぎなのかもしれない……！

　接せつ触しよくする面積や場所自体は大したことないが……注目すべきは、あの雰ふん囲い気き。仲なか睦むつまじい、周囲の空間がキラキラと輝いているような、そんな眩まばゆさがあった。

　あれはとても楽しそうだ。二人で喜びを共有し合っている感じがする。

　それに……なんだか、凄すごくデートっぽい……！

「おい、まだ投げないのか？　ボールを替えるとか？」

「…………いや、今からやる……！」

　静かな熱意を滾たぎらせて、薫は球を持ってアプローチに上がる。

　──これは意地でもストライクを取らなければ……別に日ひ野のと良い感じのコミュニケーションがとりたいとか青春な男女っぽいからとかそういう理由じゃなくて、仮にもデートなのだからそれっぽくしなくちゃいけないと思うからで……他意は無い。無いはずだ。

　ぐっ、と球に差し込んだ指に力を入れる。

　そしてレーンの先に並ぶピンを見み据すえ……思わず、薫は軽く奥歯を噛かんでしまう。

　駄だ目めだ、脳内でシミュレートしてみたけれど、もう上う手まくやれるイメージが湧わかない。

　このままでは、ストライクを取るだなんて──

　その時、苛いら立だちと絶望が綯ない交まぜになった薫の耳に、背後からの声が届いた。

「なぁ、投げるコツが掴つかめないんなら、助走無しで投げるのも有りだぞ」

「……っ、そうか！」

「お、おう……？」

　戸と惑まどい気味な日野の言葉を受け、薫は改めて歩を進める。

　今のヒントで、閃ひらめいた。要は発想の転換だ。

　助走することで裾すそが捲めくれるのが気になるのなら、走らなければいい。

　ファウルラインギリギリの位置に立った薫は、ボウリングの球を持つ右手をゆっくり、大きく後ろへ引いて、

「…………はっ！」

　裂れつ帛ぱくの気合いと共に、全力で投げた。

　狙ねらい通りの軌き道どうを描いたボールは、

　一直線に飛び、

　そのままレーンに着かずダイレクトで中央ピンにぶつかった。

　ピンは弾はじけるように──

　というか、見事に弾けた。

　全すべて弾けて……そして砕くだけ散った。

「…………よし！」

　モニターでピカピカ光る『ストライク！』の文字と突き抜けるような爽そう快かい感かんが、薫かおるの体の中を走り抜けた。
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　やった、完かん璧ぺきだ。転がって曲がるのであれば転がさなければいいと考えたのが、見事に功を奏した。そう、やれば出来る、やってやれないことはない。型に嵌はまらず創意工夫を凝こらせば、これくらいどうってことないのだ。余よ裕ゆうだ、余裕っ。

　後は日ひ野のとハイタッチ、ハイタッチをするだけ──！

　堪こらえきれずに満面の笑みを浮かべて振り向いた薫は、

「…………」

「…………」

　引き攣つりまくった顔の日野と、青ざめた顔でこちらへ向かってくる店員を見て、首を傾かしげることになった。
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「……まさか、あんなに怒られるとは……」

「いや当たり前だって。弁べん償しようせずに済んだだけでも僥ぎよう倖こうってくらいにな」

　渾こん身しんの一投を決めた後に薫かおるを待っていたのは祝福でも歓迎でもハイタッチでもなく、ボウリング場関係者からの説教だった。

　マナーのところに書いてあった『ボールを投げないで下さい』という一文を見み逃のがしていた自分にも問題はあったので、三十分近い説教を甘あまんじて受け、そのまま「ゲーム代はいいからもう二度と来ないでくれ」と追い出されるようにしてボウリング場を後にすることになり……

　結局、ハイタッチどころか喜びを共有することすら出来ないまま、一つ目のデートミッションは終わってしまった。

「さてと、次は……『二人で仲良くクレープを食べよ！』、だと？　……ったく、白はく麗れい陵りように戻ったらあの似え非せ関西キャラを絞しめてやらないと……」

　リストに書かれた内容を読んで露ろ骨こつに嫌いやな顔をすると、日ひ野のはこちらへと顔を向けて、

「確か向こうにその手の店があったと思うけど、うろ覚えだから探しながら歩くか」

「分かった。クレープ屋、だな」

「ああ。……つーか、デートでクレープって、あいつは夢見る女子中学生かよ」

　呆あきれたような日野の言葉に、薫は内心で首を傾かしげた。

　白麗陵の上育科生とは別の意味で、薫は世俗のことにかなり疎うとい。それもこれも今思えば非常識な田舎いなかの山で祖そ父ふと過ごした修行の日々と、人の話でしか他よ所その情報を得られない環境が原因だ。

　だから、こんなことを訊きくのは恥はずかしいのかも知れないが──と、やや抵抗は有りつつも日野に訊たずねる。

「……クレープを食べるというのは、そんなにおかしなことなのか？」

「ん？　いや違う、俺おれもクレープは嫌きらいじゃないし、それ自体はおかしくない。ただ、デートでクレープ、って発想がなぁ……」

「発想が、なんだ？」

「なんっつーか、湖でボートに乗るのと同じレベルで少女漫画の世界だ」

　微び妙みように分かりづらい説明だったけれど、それでも伝わってくるものがあったので薫は頷うなずいておくことにした。

　二人でクレープを食べることにどれだけ意味があるか分からないが、とりあえずクレープを売っている店を見つけないと。ただ、いざとなったら同じ粉物で済ませてもいいかな、とも思う。お好み焼きとか、もしくは形が似ているドネルケバブとかいいかもしれない。

　まあ指示通りにするに越したことはないので、日ひ野のの隣となりに並んで街まち中なかを歩きながら、薫かおるは目当ての店を探した。

　とはいえ、クレープ屋の外観は分からないので、通りにある店の看かん板ばんや歩いている人達の手元に注意を払っていると……次第にあることが気になり始めた。

「……日野、質問がある」

「なんだよ、改まって？」

「先さき程ほどから通行人……特に男からジロジロ見られている気がする。やはりこの格好に、何かおかしなところがあるのではないだろうか？」

　もしかしたら女装だとバレてるのかもしれないと薫は不安に……待て、そんな不安を抱いだくとはどういうことだ……!?

　本当は女なのに、女の格好をして女装だと思われてしまうだなんて。日頃から男と認識している日野ならともかく、初対面の人達にまで違和感をもたれてしまっては、もう女として再起不能になるしかない。

　そう考えて薫が落ち込みかけていると、日野は「あー……」と気まずそうな声を漏もらし──そして、意地悪い笑顔をこちらへと向けてきた。

「あれだ、お前の女装が似合いすぎてるから、勘かん違ちがいした野や郎ろう共が見み惚とれてるんだろ」

「なっ……!?」

　予想だにしていなかったことを言われ、心臓がどうにかなりそうになってしまった。

　ドギマギしながら、薫は胸を手で押さえ、

「……じょ、冗じよう談だんはよせ」

「まあ、男にとっては嬉うれしくも何とも無いだろうが、実際似合ってるぞ。線が細いからか、長い髪かみも違和感ゼロだしな」

「そっ……、そうか？」

　ちゃんと女の服装が似合うだなんて、これはもしかすると、ウィッグを付けようと強く推した岡おかに感謝するべき場面かもしれない。

　それとも──自信を持っていいということなのだろうか。

　父親との賭かけで男として従育科に入ることになったという事情があるものの、そうでなくても自分に女らしい可愛かわいい服なんて似合わないと思っていた。いた、けど……

　前にメイド服を着た時も、日野は似合っていると言ってくれたし……その後に出て来た三さん家け満みつるに全すべて持って行かれた苦い思い出もあるが、だからといって前言が覆くつがえるわけじゃない。むしろあの三家に勝てる女の方が少ないと思う。あんなの反則だ。そう、だから反則な相手に負けてもノーゲーム……！

「お？　あれ、クレープの屋や台たいだな。見つかったぞ、大だい地ち」

「…………ああ」

「……いやお前、なんでそんな怖い顔してんだよ？」

　どうやら内面でメラメラと燃やしていた嫉妬しつとの炎ほのおが、表情にも出てしまっていたらしい。

　薫かおるは一つ深呼吸して、落ち着けと自分に言い聞かせ……それから改めて辺りを見ると、確かに日ひ野のの言っていた通り、『クレープ』と幟のぼりを立てた車が公園横の駐ちゆう車しや場じように停まっていた。

　タイミングが良いのか、近くで食べている女子数名がいるものの、待っている客はいない。

「よし、さくっと買ってそこの公園で食べるか」

「……分かった」

　もやもやした感情が収まりきっていないままだけれど、とりあえずクレープ屋のワゴンへと向かった。

　近くに行くとほわっとした甘あまい匂においが漂ただよってきて……ついふらふらっと意識が向き、日野の後ろを歩いていたはずなのに気がつけば追い抜いていた。

　魅み力りよく的な匂いの恐ろしさを実感しながらワゴンの前へと辿たどり着き、窓の辺りに下げられたメニューを見て──思わず、薫は息を呑のんだ。

　クレープだけなのに、ざっと見て三十種類以上の豊富なメニューが書かれている。良く見ればアイスがあるか無いか、カスタードクリームがあるか無いかの差違でメニューが何倍にもなっているようだけれど、それにしても多すぎる。

　これで迷うなと言う方が無理、そんなの絶対無理だ……！

　特に初めて食べる薫にしてみれば、味の想像がつかないので余計に困る。材料の組み合わせからおおまかな味は分かっても良さそうなのに、目の前で焼かれている生き地じや、フルーツやクリームの甘い匂いが全すべてを塗ぬり替えていって……

「大だい地ちは何にする？　というか、お前クレープ食べたことあるのか？」

「……無い。初めてだ」

「じゃ、お奨すすめのにしとけよ。この『チョコバニラデラックス』ってのがいいんじゃないか？　生クリームも入ってるし」

「…………、…………………………、………………それにする」

　迷いに迷った挙げ句、頷うなずいた。チョコでバニラで生クリームのデラックスだなんて、もう宇宙の神秘に匹ひつ敵てきする味わいに違いない。ブルーベリーのもシナモンのもチーズのも、全部全部気になるから、奨められなければ二時間くらい悩んでいてもおかしくなかった。

　そんな薫とは違って、日野は「それじゃ、チョコバニラデラックスと、このバナナチョコアーモンドってヤツを一つずつ」とあっさり注文する。

　クレープは嫌きらいじゃないと言っていたから場ば数かずは踏んでいるのだろうけれど……だとしても、何だか頼り甲が斐いがあった。

　注文を受けたクレープ屋のお姉ねえさんは手際よく生地の上に生クリームやチョコレートソースを飾り、あっという間に丸めて作り上げた。

　八分の一にカットされたピザみたいな形のクレープを受け取った薫かおるは、紙の容器越しに伝わる温かさと柔やわらかさにドキドキして……それから、片手では上う手まく財さい布ふを取り出せないことに気付いた。

　しまった、先に財布を出しておくべきだったか──と悔くやんでいると、

「はい、千円からね。会計は一緒でいいの？」

「あー、はい。一緒で」

「じゃあ五十円のお返しになります──奢おごりですって、優しいカレシね？」

　微笑ほほえましそうにそんなことを言うお姉さんの言葉に、薫は思わず日ひ野のの顔を見上げた。そんな、奢って貰もらうつもりなんて少しもなかったのに。それに、その、カ、カレシとかでも無いわけだから、そこの否定もしっかりしておかなければ……！

　言うべきことは分かりきっているのに何な故ぜか胸の奥で閊つかえたように言葉に出来ず、手に持ったクレープを握にぎり潰つぶしたり落としてしまったりしないようにするのがやっとだ。

　すると視線に気付いたのか、財布をズボンに仕し舞まった日野がちらりとこちらを見て、

「一応デートってことになってるし、ボウリング代が浮いたからな。払っとく」

「し、しかし……！」

「いいからさっさと食えよ。アイスが溶とけて悲ひ惨さんなことになるぞ？」

　その指し摘てきにハッとなって、薫は手元のクレープを凝ぎよう視しする。確かにアイスが溶けては事だ。固形じゃなくなったアイスは最も早はやアイスとは呼べない別次元の何かになってしまう。

　緊急の判断を要する問題に追い詰められて、薫は上うわ目め遣づかいに日野を見上げた。言いたいことはたくさんあるが、口下べ手たな自分に出来る精一杯は、

「あっ……ありが、とう」

「あいよ、どう致しまして」

　返ってきたのは、素そっ気けない声だった。たぶん、というかほぼ間違い無く、こちらがどれだけの想いを込めて感謝の言葉を告げたのか気付いてない。

　そのことにややむくれながら、薫ははむっとクレープにかぶりつき、

「────っっっ[image: ]」

　口の中に広がった甘あまい衝しよう撃げきに、頭の中が真っ白になってしまった。

　まず真っ先にあったのは焼いたばかりの生き地じの温かな甘さで、次に押し出されるようにして生クリームの芳ほう醇じゆんで優しい甘さが襲おそいかかって来て、最後にチョコとアイスクリームの冷たく包み込むような甘さが広がって──

　これは、凄すごい。もう一口食べて、やっぱり凄いと再確認。パフェを初めて食べた時も驚いたけれど、クレープの衝撃はそれ以上だ。

　温度も違う、糖とう度ども違ういくつもの甘みが口の中で喧嘩けんかせず、違うパートを奏かなでる一つの曲のようにまとまっているなんて。

　感動しつつ薫かおるが一生懸けん命めいクレープをパクパクやっていると、不意に視界に影が差した。

　甘かん味みの虜とりこになったまま視線だけ上げると、自分のクレープを片手に持った日ひ野のがすぐ近くに来て、何な故ぜか苦笑気味な表情をしていた。

「大だい地ち、お前なー……随ずい分ぶんとクレープがお気に召めしたみたいなのはいいんだが」

「……むぐ…………んっ……な、何だ？」

「夢中過ぎだって。ほら、クリームが付いてるぞ」

　言って、日野はこちらの顔へと空あいている手を伸ばし……

　指が口のすぐ横に触ふれた感かん触しよくで、薫はそこにクリームが付いていたのだと知った。そしてどれだけ間抜けに映っていたのかと、恥はずかしさに顔を赤らめてしまう──その、前に。

　日野が驚くべき行動に出るのを目もく撃げきしてしまった。

　クリームの付いた指の処遇に一いつ瞬しゆん困ったような顔を見せると、『仕方ないか』と言うかのように表情を緩ゆるめ……

　そのまま、舐なめ取ろうとした。

　さっきまで、薫の顔に付いていたクリームを。

　それも唇くちびるに触ふれるか触れないかという位置にあったクリームを……

「だっ──駄だ目めだっ！」

　思わず叫んでしまった薫は、慌あわてて日野の行動を止めようとして──

　顔面にクレープを投げつけてしまった。





◆　　　　　　　　　　　　　◇






　せめてもの救いは場所が公園で水道があったことと、クリームが髪かみにつかなかったことくらいだろうか。

　そんな焼け石に水程度の救いしか無い状態で、加害者であるところの薫は非常に申し訳ない気持ちで日野の斜め後ろを歩いていた。

「……本当に済まなかった……」

「もういいって。そんなに謝り倒されると、なんかこっちが悪い気がしてくるし」

　前を行く日野の声は怒りを感じさせず、だからこそ余計に良心が痛む。

　クレープを顔面キャッチさせられた日野は、呆気あつけに取られた感じではあったものの怒りはせず、狼ろう狽ばいしてひたすら謝罪する薫に「……いいからこれ食ってろ」と自分のクレープを渡してチョコやクリームに塗まみれた顔を洗った。その後ろでおろおろしながらクレープを食べきった自分は今考えるとどうかしている。甘かん味みの魔ま力りよくにやられていたとしか思えない。

　意気消沈した薫はとぼとぼ歩き、日野の後をただただ付いていく。轟とどろきのデートリストに載のっていた最後の場所は『夕日の見える展望台、もしくは噴ふん水すいの近く』だったので、駅を挟はさんで反対側にある広場の噴ふん水すいを目指しているのだけれど……そこで何をやるのかは、まだ不明。リストの最後に『別紙参照・現地で開けてみよう、トライしちゃおう！』とあって、わざわざ封のされた手紙を見るまでは分からない。

　しかし何をどうするのであれ、ここまでのミスを簡単に取り返せるとは思えず、薫かおるはため息をついた。

　……本当に、今日はどうかしている。女の子らしい格好をしているせいかもしれないし、初めてのデートをしているからかもしれない。でも、どちらにしたって最悪だ。一つとしていいところを見せられずにいるだなんて。

　別に自分の良さをアピールする意味なんて無いし、デートといっても日ひ野のにとっては同性と一緒に遊んでいるに過ぎないはずだから、気にすることはないのだけれど。

「………………こんなはず、では……」

　一緒に楽しむどころか迷めい惑わくを掛けっ放しになるなんて、流石さすがに想像していなかった。普段男の格好をしているからといって女を辞やめるつもりは無いのに、このままだと問答無用で女失格の烙らく印いんを押されかねない。

　これが自分ではなく、上育科の彩さい京きよう朋とも美みやセルニア＝伊い織おり＝フレイムハートなら、こんな不ふ甲が斐いない結果にはならなかっただろうに……

　──薫が落ち込みそう考えていた、その時。

「そこにいるのは……日ひ野の秋あき晴はる、ですの!?」

　まさかのタイミングで、知った声こわ音ねが聞こえていた。

　びっくりして顔を上げると、いつの間にか自分達は商店街にいて──そして幻聴ではなかったらしく、すぐ近くにフレイムハートと鳳フオウ水スイ蘭ランの姿があった。

　どうしてこんな所に、と薫は息を呑のむも、それは向こうも同じなようで、

「……どうして貴方あなたがここにいますのよ？」

「いやそれはこっちのセリフだっての。お前等らは、どうして？」

「鳳さんの親しん戚せきがこちらの街に住んでいらして、挨あい拶さつに来たのですわ。いいお茶ちや碗わんを扱っているお店を経営なされて、いて……」

　見れば確かに、フレイムハートと鳳が今出て来たばかりらしい店のディスプレイには飲茶ヤムチヤ用の茶器がいくつも並んでいた。鳳だけでなくフレイムハートまでチャイナ服を着ているのは、その為か。

　納得すると、知り合いに会うと思っていなかった驚きは次第に薄うすれ……だから薫は、少ししてからそのことに気が付いた。

　フレイムハートと鳳の視線が、自分に注がれたままトリモチで固定されたようにガッチリと離れないことに。

「ところで秋晴……その、後ろにいる女の子は……？」

「…………っ!?」

　その一言で血の気が一気に引いてしまった。

　そうだ、失念していた。自分は今、女物の服を着て……！

　眉まゆを顰ひそめているフレイムハートと不思議そうな顔をしている鳳フオウに、どう説明すればいいのか、薫かおるは判断出来ずにワンピースの裾すそをギュッと強く握にぎり込んだ。

　性別が女だということを知られてはいけない。だからこれは罰ばつゲームだと、あくまでも自分の意思ではなく着ているのだと説明しなければならない……が、果たして納得してくれるだろうか？

　男が女の格好をしているだなんて、いいゴシップの的まとだ。変態だと思われるに決まってる。そんな人間が白はく麗れい陵りようにいることを良しとしない人も多いだろうし、最悪の場合退学を余よ儀ぎなくされるなんてことも──




「あー。こいつな、大だい地ちの親しん戚せき」




　……脳が悲鳴を上げそうなくらいの葛かつ藤とうは、日ひ野ののあっけらかんとしたその一言で吹き飛ばされた。

「まあ……確かに、大地さんにそっくりですわね」

「是ハイ、とても似てマス。双ふ生た児ご、デスか？」

「いや、従い姉と妹こ……だよな？」

　こっちを向いた日野が話を振ってくるけど、急にそんなことを言われても上う手まく返せずコクコクと頷うなずくのが精一杯だ。

「そうですの……でも、どうして貴方あなたがその従姉妹さんと一緒にいるんですのよ？　大地さんはどうしましたの？」

　ここに居ます、とは流石さすがに言えない。

「さっきまであいつも居たんだけど、はぐれちまってさ」

「まあ……必要とあらば、捜さがすのを手伝って差し上げてもよろしくてよ？　そう、貴方がどうしてもと頭を下げて頼み込むのでしたら、」

「いやいい、必要無いから」

「なっ……少しは考えるべきでしょう!?　そちらの従姉妹さんがどれだけ不安なのかを推し量れば、頭を下げるくらい易やすいもの、いいえむしろ紅茶かディナーを奢おごるくらいの気き概がいを見せてもいいはずですわよっ?!」

　声を荒げる彼女を、薫はついまじまじと見てしまう。

　不思議だ。自分から面めん倒どうなことに関わろうとするだなんて……もしかしたら、フレイムハートは物凄すごく良い奴やつなのかもしれない。

　顔を赤らめてまで親切を働こうとするフレイムハートだが、それは薫かおるとしてはちょっと困る。それは日ひ野のも同様なので、

「いや、次に行く場所はもう決まってるから、あいつも俺おれ達を捜さがしながら向かっているはずだ。だからまあ、好意だけ受け取っておく。ありがとな」

「ッ……わざわざお礼を言われる程ほどのことではありませんわ。貴き族ぞくに生まれ育った者としては、そして白はく麗れい陵りようの生徒として当然の行為で……ですわよね、鳳フオウさんっ」

「え……ぁ、是ハイ、そうデス。当然、デス……？」

　友人の言葉にやや戸と惑まどいながらも鳳水スイ蘭ランは頷うなずいて──これで流れは決まった。

　ぼやぼやしていると付いて来ると言われるとでも思ったのか、日野はさっと手を挙げて、

「んじゃ、俺等らは行くから。また白麗陵でな」

　言うが早いか、すぐに駅の方へと歩き出す。

　──ぼんやりしていた薫の手を掴つかんで。

「ぇ!?　ぁ、貴方あなた、ちょっとお待ちなさいなっ。秋あきは──」

　呼び止めようとするフレイムハートの声には驚きが多分に含まれていたけれど、その比じゃないくらい薫も驚いていた。

　聞こえないフリをしているのか、日野は応こたえず早足で歩く。ドギマギしながらも薫はちらりと後ろを振り返ったが、こちらを見てはいても追いかけて来る気はなさそうだった。

　彼女の不満げな顔をしばし見つめ……ホッと、安あん堵どの吐と息いきをつく。良かった、どうやらバレずに済んだらしい。

　日野がいなければどうなっていたか……

　先を歩くルームメイトの後頭部を見上げると、視線に気付いたのか日野が振り向いて、

「っし、もう大だい丈じよう夫ぶだな……あぁ、驚いた」

「……助かった。悪い、何も出来ず……」

「いや、流石さすがに声でバレるかも知れないからな。適当な嘘うそ吐ついちまったから、悪いけど後で従い姉と妹この設定とか考えといてくれ」

　やや矢や継つぎ早に言い切ると、日野は大きく息を吐はいた。

　そして薫を見ながら、ふっと表情を緩ゆるませて笑い、

「あー、本当に驚いたよな。わざわざこんな所まで来たのに偶ぐう然ぜんセルニア達に会うって、どれだけツイてないんだって話だろ」

「そう……だな。要いらない誤解をされかねないところだった」

「まあでも、相手が朋とも美みじゃなくてまだ良かった。セルニアは単純だし鳳は素直な性格してるから、たぶん大だい地ちの従姉妹って疑わないでくれるはずだ。そこだけはラッキーだな」

　もうすっかり安全圏けんだと思っているのか、ピンチを切り抜けた反動なのか、日野の口調は明るい。

　けれどそれを聞かされる薫はというと、

「…………そう、だな」

　歯切れの悪い返事をして、日ひ野のから目を逸そらした。

　いざという時に何も出来なかった自分が不ふ甲が斐いなくてやるせないから……というのもあるが、他ほかにもあった。

　薫かおる自身にもよく分からないけれど、日野の口から彩さい京きようやフレイムハートの名前が出た時、何な故ぜだか切なくなったからだ。

　彩京達とはクラスメイトでもあるし、上育科生とはいえ日野の友人なのだから、名前を口にすることは珍めずらしい事じゃない。……なのに、どうして今日に限ってこうも胸を締め付けるような痛みを伴うのだろう？　轟とどろきや三さん家けの名前が出た時はいつも通り、何とも無かったというのに……どうして……？

　自分でも捉とらえきれない感情に、薫はキュッと手に力を込めて──違和感に、ようやくで気付いた。

「あ……」

　フレイムハート達の前から逃げ出すようにして離れた時から今の今まで、ずっと日野と手を繋つないだままだったということに。

　意識した瞬しゆん間かん、体中が湯たんぽみたいに熱あつくなる。前に訓練した成果もあって、手を握にぎられるくらいなら大だい丈じよう夫ぶになったのに……どういうことなのか、初めて触ふれられた時のようにドキドキしてしまっている。

　恥ずかしくて、なのに手を振り解ほどきたくはないという矛む盾じゆんした気持ちを持て余して、薫は真まっ直すぐに前も見れずに俯うつむき、また手に力を込めてしまって、

「──っと、悪い。手、掴つかんだままだったか」

「ぁ…………」

　それが切っ掛けで日野も手を繋いだままと気付いたようで、あっさりと離されてしまった。

　指先がするりと抜けて、同時に胸の奥から何かがこぼれ落ちたような感覚に襲おそわれる。

　失った熱を取り戻すように掌てのひらを握り込むけれど、当然満たされることはない。

　数歩前を歩くルームメイトの背をぼんやりと見つめながら、薫はふと──思った。

　……一体、この感情は何なのだろう？

　辺境と呼べるような山育ちで、家族以外の人とは殆ほとんど会わないまま十年以上過ごしてきたせいか、未いまだに対人関係が上う手まくいかない。相手が自分をどう思ってくれているのかが分からないのはまだしも、自分がどう思っているのかさえ分からないというのは、かなり問題だ。

　おかげでこうして、胸が締め付けられるような感覚に悩まされて、折せつ角かくの休日を楽しめずにいる。最悪……とまでは言わないが、それに近い。

「えーっと……確か、向こうに…………と、あったあった」

　日野の声に薫が顔を上げると、広場の中心に割と大きな噴ふん水すいがあるのが見えた。もやもやしたものを抱かかえたまま歩き続けている内に、気が付けば駅を越えて街の反対側へと出ていたらしい。

　ただ、近くに店や目立つ建物は無く、単にベンチと自動販売機があるだけの空間な為か、人ひと気けはまるで無い。

「……で、来たはいいが、何をすりゃいいんだ？　大だい地ち、封筒開けてみてくれるか？」

　言いながら、日ひ野のは自販機でペットボトルのお茶を買っていた。喉のどが渇かわいたのはこちらも同じだが、薫かおるは黙だまってバッグの中から取り出した封筒を開ける。

　とりあえず、このおかしな罰ばつゲームを終わらせるのが先決だ。水分補給も、気持ちの整理も、後でいくらでも出来る。

　そう考え、薫は封筒の中から出て来た三つ折りの紙を広げ、そこに書かれている文面を読んでいく。

『最終ポイント到達ご苦労さん──っちゅうことで、まあ最後な訳やけど、やっぱアレや、デートで最後っちゅうと、アレな訳や』

　……手紙の癖くせに、なかなか本題に入らない。こちらがナーバスになっているというのに、あの茨いばら城き男は文章でも空気が読めていないのか。

　かなりイラっと来るも、仕方ないので薫は続きを読み進める。

『ここまで、スウィートなデートになってるやん？　でもそろそろ別れの時間が刻一刻と近づいとって、名残なごり惜おしくなっとる頃合いや。せやからその夕日の拝おがめる展望台か噴ふん水すいの前でやな、これまで盛り上がった気持ちをぶつけるかのようにぶちゅっとキスを──』

　……………………うん？

　何か、脳が受け入れを拒否したくなるような字じ面づらを見た気がして、薫は一度天を仰あおいでみた。

　そして一呼吸分の間を置いてから、改めて手紙を読み……

『──ぶちゅっとキスをしてしまう訳やな！』

　き……？　…………キ……っっっ!?

　手紙の内容が示すことに気付いた瞬しゆん間かん、ポンッと音が出そうなくらい顔が熱あつくなった。そして手に持っていた紙を地面に叩たたきつける。

　ろくなことをしない男だとは思っていたが、まさかここまでとは……！　こんな、ちょっとしたゲームでの命令で、キ……接せつ吻ぷん、だなんて、絶対に頭がおかしい。

　日野と…………っ……そんなの、出来るはずがない……！

　今すぐ白はく麗れい陵りように戻って轟とどろきの喉のど元もとにクナイを突きつけ命令の撤てつ回かいを申し込みたい。もしくは二度と馬鹿なことを考えないよう、落ちたら一週間は迷い続けて出る頃には太陽の有り難みに涙なみだが溢あふれざるを得なくなるという、本家の地下回かい廊ろうに落としてやるか。それくらいやらないと、あの男は懲こりないに決まってる……！

「おい、何が書いてあったんだ？　捨てること無いだろ、捨てること」

「……日ひ野の、見ない方がいい。何よりもまず、轟とどろきを血祭りに上げるのが先決だ……！」

「そこまで怒るって、一体……」

　不思議そうに呟つぶやきながら日野は轟の命令書を拾って、それに目を落とし……げんなりとため息を吐ついた。当然の反応だ。

「あいつは頭の中に極ごく楽らく鳥ちようでも飼かってんのか？　ったく……」

　やれやれだ、と言わんばかりに日野は首を横に振り、




「──仕方ない、さっさと済ませるか」




　……その言葉の意味を、薫はすぐには理解出来なかった。

　しかし倒したはずの轟が復活するくらいの時間をかければ、何と言われたのかの意訳は出来てしまう。

　日野は、『さっさと済ませるか』と言った。

　それはつまり……命令通り、『する』ということで……!?

「なっ、ん……?!　し、正気か、日野!?」

「そんな大声で問われんでも正気だっての。大したことじゃないし、さくっと済ませようぜ」

　衝しよう撃げき発言をさらりと口にすると、日野は飲みかけだったお茶を薫へと投げて寄越した。

　まじまじと受け取ったペットボトルを見つめ……そして、気付く。これは、そうか。キ……事に及ぶ前に、口を濯すすげということなのか。

　配はい慮りよがあるのか無いのか分からない行為だが、一つだけハッキリした。

　日野は本気で、命令を実行するつもりだ。

　かぁ──と胸の奥が熱あつくなり、テンパった薫はペットボトルの蓋ふたを高速で開けたり閉めたりしながら、

「そ、そんな、急だしっ……軽々しく、そもそも男同士でやることでは……！」

「まあ、進んでやりたくはないけど、細かいこと気にしなければどうってことないだろ」

「どっ……!?」

　まるで掃そう除じか洗せん濯たくを済ませるみたいに言った。そんな馬鹿なと薫は思う。海外では挨あい拶さつとして行う文化もあるが、それだって男同士ではあまりやらないはず。第一、細かいことじゃなくて、とても重大なことだ。……ああいや、待て、もしかして対象は口と口ではなく、頬ほおや首筋でもいいということなら……無理、駄だ目め、それだって十分に……！

　これで日野が恥はずかしがっていたり興こう奮ふん気味だったりするなら、噴ふん水すいに落としでもして頭を冷やしてやるところなのだけれど、至って普通の様子でいる。だから余計に判断が難しい。

　──確かに、ゲームとはいえ約束事、やらなければならない事こと柄がらだ。『仕方ない』と実行するのは間違いじゃない。

　けれどこんな形で、人工呼吸の訓練の時でさえしなかったのに、するなんて。しかも相手は日ひ野ので、向こうは自分のことを男だと思っていて、おまけに……

　考えれば考えるほどまとまらず、頭の中がぐちゃぐちゃになってしまい──覚かく悟ごを、決めた。

　というか、もう殆ほとんど自や棄けだ。

　命令だろうと何だろうと初めてなのは事実なんだから、いざという時は責任取れと言わんばかりの勢いだ。

　ペットボトルの蓋ふたを開けて中のお茶を一気飲みし、離れた場所にあるゴミ箱に投げ入れると、薫かおるはギュッと目を瞑つむった。
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　ドキドキと、心臓は秒単位で鼓こ動どうを速めて、

　それとは逆に、呼吸は今にも止まりそうで、

　頭の中では『早く』と『まだ駄だ目め』がせめぎ合い、

　顔は火ほ照てって、でも指先は何な故ぜか冷たくて……

　その上、日野の近付く気配が感じられず、不安が溢あふれそうだった。

　大したことじゃないと言いながらどれだけ焦あせら……じゃなくて待たすつもりだと、薫は恐る恐る薄うす目めを開けて、様子を探さぐり、

「…………ぉいっ?!」

「う、お？　ど、どうした？」

　思い切り取り乱した声を上げてしまって、日ひ野のも驚いたように振り返る。

　でも驚いたのはこっちだ。

　押し潰つぶされそうなくらいの不安を胸に渦うず巻まかせて目を開けたら、どういうことなのか、

「何で帰ろうとしているんだ、お前はっ」

　──こちらに背を向けて、『あー、疲れた』と言わんばかりに腕うでを伸ばしながら駅へと向けて歩き出している日野の姿を見て、叫ぶな驚くなという方が無理だ。

　あんな、きょとんとした顔をして……自分がどれだけ……！

「え、え？　何でお前、涙なみだ目め？」

「……うるさいっ。そんなことより、命令を──」

「いやだって、これで全部終わりだろ？　どっか寄るのか？」

　とても不思議そうに訊きかれ、薫かおるは数度目を瞬しばたたかせ……それから日野に駆かけ寄り、まだ手に持っていた轟とどろきの手紙を奪い取る。

　頭から文章を読み直すと、やっぱり接せつ吻ぷんをしろと書かれていて、

「……………………なっ……?!」

　ただし、その後に続きがあった。

　空白部分をいくらか挟はさんでから、

『──それが理想やけど、観かん衆しゆう無いところで男同士でぶちゅっとやってもキモいだけやから、間接チューでええで！』

　……そんな、一文が書かれていた。

　さっき読んだ時は全く気付かなかったその部分に、薫は膝ひざをついて崩くずれ落ちそうになる。……あんなに悩んで、混乱して、自や棄けになったのは、一体……！

「……く…………うぅっ……！」

「おいおい、大だい丈じよう夫ぶか？　顔、真まっ赤かだぞ？」

「……大丈夫、だが…………こんな……っ」

「回し飲みするだけでそんなに深いダメージ負うって、お前どれだけ潔けつ癖ぺきなんだよ？」

「──っ、」

　違う、と否定しようとして、慌あわてて口を閉じる。あんな勘かん違ちがいをしていただなんて恥はずかしくて言える訳がない。

　それに……それにそれに、相手の唇くちびるが触ふれたところに間接的に口付けるのだって、やっぱり十分に恥ずかしいじゃないか……！

　相手と、日野と、そんな……待て、そういえばさっきのクレープも日野の食べかけで…………ああもう、駄だ目めだ、今いま更さらだけれどなんて破は廉れん恥ちなことをしていたんだ……！

　そんなことを思うこと自体どうかしていると、薫だって分かっている。けれど感情が、気持ちの整理が全くつかなくて、どう処理していいのか分からない。

　相手はルームメイトで、共に切せつ磋さ琢たく磨ましていくべき人物だというのに……尊敬とも、ただの信頼とも違う、この想いは一体何なのか、当てはまる関係が見つからない。

　……駄だ目めだ、考えても息が詰まるように苦しいばかりで、答えの輪りん郭かくさえ掴つかめない。こんなの、経験したことなんて無い。

　自分だけではどうにもならないと思った薫かおるは、やや呆あきれた顔をしている日ひ野のを見つめ、殆ほとんど縋すがるような気持ちで訊たずねた。

「……その、男同士だと……回し飲みをするのは、普通なのか？　変に思う方が、普通じゃないのか？」

「あー……そりゃまあ、多少は人それぞれなんだろうけどな。でも、ダチの間での回し飲みなら、気にするヤツの方が少ないぞ？」

　その回答に、薫は眉まゆを顰ひそめそうになった。

　ダチ、というのは、友人という意味のはず。

　言われて初めて想像したが……確かに、そうかもしれない。同年代の友人となら、あまり気にならない。

　日野が相手だと気になるというのは、やはり異性だから──いや、轟とどろきや三さん家けとだったら、こんなに不安定な気持ちにはならないと断言出来る。

　つまりこれは……自分は日野のことを、友達とは違う特別な存在だと認識していると、そういうことに──

「…………っ！」

「な、なんだ？　どうした突然、そんな目を見開いて……？」

　眉を顰めて質問されるけれど、薫はそれに答えなかった。正しくは、答えられないくらい気持ちが昂たかぶっていた。

　──分かったからだ。

　どうして友人と思っている日野を、他の異性の友人である轟達とは違う感情を抱いだいているのかということが。

「大だい地ち？　おい、どうした？」

「……何でもない」

「何でもないって……おい待て、先に行くなっての！」

　日野の言葉を背中に受けるが、薫は振り返らずに早足で歩き続ける。

　そうだ、ようやく分かった。

　いつからか、日野のことを他の従育科生とは違うように、他の異性とは違うように感じていた理由。

　答えは簡単だった。

　自分が日野秋あき晴はるのことをただの友人とは思っていない、もっと特別な存在だと思っていたからだ。




　つまり──ただの友人ではなく、親友として扱っていたからだ！




　そうと分かれば、色々とスッキリする。納得がいく。一人の友人もいなかった自分だから気付くのが遅れてしまったけれど、噂うわさに聞く親友という存在は、きっとこんな感じに違いない。そうだそうだ、そういうことだったのか──！

　昨日きのうのゲームから続いて、今日一日色々あった。浮き沈みが激しく、慌あわてたり悩んだりと大変だったけれど……こんなに晴れやかな気持ちで終えられたのなら、いい一日だったと言ってもいいかもしれない。

　我が慢まんしきれずに口元を綻ほころばせ、薫かおるはすっかり馴な染じんだ白はく麗れい陵りようへの帰路を、終始上じよう機き嫌げんのまま歩むことになった。







　──まさかこの数週間後に、今日の発見を根こん本ぽんから覆くつがえされることになるとは、全く思いもせずに。







あとがき




　なんだかんだで八巻になりました『れでぃ×ばと！』を手に取って頂き、どうもありがとうございます。

　現在、朝の八時で眠ねむくて堪たまらない上こう月づきです。まだ冬とはいえ、朝の日差しは凶きよう器きに等しくて死ねる……！

　

　さてさて、この本が初めて書店に並ぶのは四月な訳ですが、新生活がスタートしたばかりの人達はどんな気持ちでしょーか？

　僕は割と人見知りな人間なので、学生時代のこの時期はかなりドキドキしていた覚えがあります。一年掛けてそれなりに親しくなった友人と別のクラスになって、一から交友関係を作り直すなんて、期末試験より厳しい試練でした。同じ部活だった奴やつ以外に、他よ所そのクラスに友人なんていなかったしな！

　あ、でも、名前は知らないけど顔見知りの人はたまにいました。毎日のように昼休みに図書室で本を読んでいると、いつの間にか縄なわ張ばり意識みたいなものが生まれて、毎度のように顔を合わせる人の本も自然とチェックしていたような。それが自分と似たようなチョイスだと、何な故ぜか嬉うれしかった覚えがあります。

　……こんな風に書くと、その後に何やら甘あま酸ずっぱい展開がありそうな感じですが、同じテーブルに着くのは野や郎ろうばかりなので、当然何も起こりませんでした。むしろ起こらなくて良かったとも言える。

　本の話で友人と盛り上がれるようになったのは専門学校に入ってからですが、僕が割り振られた午後クラスは男率百％だったので、やはり『同じ趣味で盛り上がって……』みたいな展開にはならず。何だろう、呪のろわれてるのか……？

　

　

　まあそんな微びみ妙ように灰色な話はともかく、この本に収録されている各話についてつらっと書いてみますので、未読の人は回れ右で〜。

　十九話は芸術祭である『麗れい美び祭さい』を舞台にしたミスコン話でしたが、この裏うらで世界に名高い合法ロリータこと桜おう沢さわみみなが小さな個展を開いていたり、視聴覚室ではピナが延々とお気に入りのアニメを流したりしています。

　二人が出て来ないのはその為ですが、ストライク判定が低い人達が相手でないと勝ち目が薄うすいので、たぶん出なくて正解。

　あと、前巻で電話出演した朋とも美みの母親が初登場。この母親なら娘むすめがあんな風に育つのも無理はないはず。

　そんな美み佳か子こさんが引き金となっての二十話は、彩さい京きよう邸てい訪問ツアー。

　秋あき晴はる、朋とも美み、セルニアの三者三様な距離感を楽しんで貰もらえれば幸いなのですが、どちらかというと『婿むこ養よう子しの風格漂ただようお義と父うさん』こと彩京琢巳たくみが色々と美お味いしいところを持って行っているような気もする……

　それにしても、ドリル父といい琢巳さんといい、父親連中はこんなのばっかか。

　最後の三つ目は偶数巻恒こう例れい、大だい地ちがメインの番外編。ゲームをしたりデートをしたり、とても高校生らしい日常です。内容はかなりアレでしたが。

　あ、作中でも軽く書いておきましたが、ボウリングの球は投げてはいけません。レーンが傷いたみます。あとクレープも投げるものではありませんので、注意して下さい。

　

　

　そして最後に、大事なお知らせですが──

　

『れでぃ×ばと！』のドラマＣＤが制作されると、担たん当とうさんが言い出しました。

　

　……………………え？　マジで？

　どうもこの巻の帯とか、電撃の缶かん詰づめや電撃文庫ＭＡＧＡＺＩＮＥに詳しよう細さいが書かれているらしいです。当然ながらこのあとがきを書いている現在、それらは僕の手元にありません。そりゃあ疑いたくもなるよ！

　そんな訳で、詳くわしくは電撃文庫のホームページ等の各種媒ばい体たいをチェックしてみて下さい。

　ではでは、また次の巻で〜。







[image: ]







上月こうづき 司つかさ

１９８２年生まれの板橋区民。楽器演奏がしたくてサックスを購入しました。でもドとレとミとファとソとラとシの音が出ません。壊れてないのに音が出ない。とても不思議。
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むにゅう

最近、引っ越ししようと考えています。

狭くても都心にするのがいいのか、都心から離れて広い部屋にするのか、なかなか悩ましいところです。

これが発売される頃にはどこにいるのかなぁ。

















本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

電撃文庫編集部

「上月　司先生」係

「むにゅう先生」係
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